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　枕まくら元もとで物音がして、パーヴェル・アドロフは夢から覚める。

　重たげに首をそちらへ向け、見えた銀ぎん髪ぱつの少女の後ろ姿は覚えのあるものだった。これは夢の続きなのだろうかと考える。

　彼女はサイドテーブルに飾かざられた橙だいだい色いろの薔ば薇らの一いち輪りん挿ざしを見つめているらしい。

「……オリガ」

　名前を呼ぶと、振り向いた少女は目を丸くした後で寂さびしげに目を細めた。

「わたくしはお母様じゃなくてリリアよ、お爺じい様さま」

　お父様、という返事を待っていたパーヴェルはああ、と声なき声を漏もらす。

　ディシベリア帝国第二皇こう女じよで、現在は降こう嫁かしバラノフ伯はく爵しやく夫人である孫まご娘むすめは見るたびに母親に似てくる。違ちがいといえば、勝ち気さが覗のぞくところだろうか。

「マラットがお前を呼んだのか。余計なことを」

「伯お父じ様さまもお爺様のことが心配なのよ。可か愛わいい孫娘の顔を見たら回復も早くなるわ」

　明るく笑うリリアは、やはり三年前に身み罷まかった娘のオリガによく似ていた。

「……薬を飲んで寝ていればすぐによくなる。子供らはどうした」

「ごめんなさい。今日は置いてきたわ。あら、孫娘よりひ孫の方がよかったかしら？」

「そうではない。母親はできるだけ子供の側にいなさい」

　十七の孫娘はすでに五人の子がいる。下の双ふた子ごはまだ赤子で、上の三つ子とてまだふたつ、母親がなくてはならない存在だ。

「はい、すぐに戻ります。だけどもう少しだけ、お爺様の側にいさせて」

　傍かたわらの椅い子すに座るリリアの柔やわらかな声があまりにも娘に似ていて、パーヴェルは口を閉ざした。

　嫡ちやく男なんのマラットもこの頃はしきりに「リリアはオリガに似ている」と言う。妹を懐なつかしがっているだけではなく、浅はかな魂こん胆たんが見え透すいていた。だからこそ老おいさらばえながらも、家か督とくを譲ゆずれないのだと息子むすこは理解しようとしない。

「今年は薔薇が咲さくのが遅おそかったのね。庭の薔薇園もまだ満開で綺き麗れいだったわ」

　花か瓶びんに目をやってリリアが言った。

「散らないのだ。その薔薇も五日はそこにある」

　瑞みず々みずしく八や重えの花弁を広げるこの薔薇は、本来なら二日もすれば散ってしまうものだ。それなのに領内の薔薇たちはなお咲き続けていた。

　眼まな裏うらに焼きついた記き憶おくが鮮あざやかな色を湛たたえているように。

（だから、余計に思い出すのか……）

　リリアをオリガと見間違えたのは、似ているだけでなく、先ほど夢に見たからだろう。この頃夢に娘がよく現れる。

「散らないのは困るわね……」

　パーヴェルはリリアの不安げな声を聞きながら再び微睡まどろんでいく。

　夢と現うつつの境目は、薔薇の芳ほう香こうに曖あい昧まいにぼやけていった。
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　北の大だい帝てい国こくディシベリアの王宮。皇こう族ぞくの居住区には死者のための部屋がある。

　第一皇こう女じよフィグネリアは、久しぶりにそこを訪おとずれていた。

　毎日侍じ女じよ達が二度は手入れをする部屋は、寝台以外の調度品が並び、全て白で統一されている。暖だん炉ろにも絶えず火が灯ともされていて、仄ほのかに薔ば薇らの香りが漂ただよう。

　そうして壁かべには先代の皇こう帝てい夫妻の肖しよう像ぞう画がが掛かっている。

　五年前までここに掛かっていた先々帝夫妻の肖像画は、歴代の皇帝の肖像画が収められる奥の間へ移された。代わりに父の絵が飾られて、三年前には夫妻ふたりの絵に換かわった。

「……母上」

　フィグネリアは父の傍かたわらでふんわりと微笑ほほえむ少女に目を向ける。嫁とついできたばかりの頃の絵だから、当時皇こう后ごうのオリガはまだ十五ぐらいだろう。

　緩ゆるくうねる銀ぎん髪ぱつに瑠る璃り色いろの瞳ひとみの母は、ひとつ年下の妹のリリアに似ている。目の色を除のぞけば瓜うりふたつと言っていい。

　自分は彼女と髪色こそは同じだが、面おも立だちや雰ふん囲い気きは似ても似つかない。

　それは当然だった。フィグネリアとオリガに血の繫つながりはないからだ。十歳上の兄で現皇帝のイーゴルが政務に向いておらず、父はその補佐となる子を望んだ。しかしオリガはなかなか第二子に恵まれず、父が側室を迎むかえて産まれたのが自分だ。

　だが実母は自分を産んですぐに亡なくなったので、フィグネリアにとって母と呼べるのはオリガだけだった。

「何をしに来たんだろうな、私は」

　フィグネリアは自じ嘲ちようし、側にある椅い子すに座る。なんとなしに来てしまったけれど、とりわけて用があるわけでもなかった。

「フィグ」

　じっと両親を見つめていると、扉とびらを叩たたく音と愛称を呼ぶ声がして、フィグネリアは笑顔の種類を明るいものに変える。

　部屋に入ってきたのは銅あかがね色いろの髪かみと琥こ珀はくの瞳の青年、夫のクロードだった。

「フィグがここにいるのって珍めずらしいですね」

　クロードが傍らに立ち、フィグネリアの顔を覗のぞき込む。

「そうだな。うん。お前の母君の話を聞いていると、私も母上が懐なつかしくなってな」

　ひと月と少し前、リスに降りてしまった神しん霊れいルーロッカが、王宮内で騒そう動どうを起こした。第二の真実を司つかさどる神霊ルーロッカによって、クロードは臨りん月げつ間近の母親を失った前後のことを思い出させられた。

　彼が辛つらさのあまり記き憶おくの奥底に封ふうじ込めていた、その頃のことをぽつぽつと話すのに感化されて、フィグネリアも母のことを思い起こす機会が増えていた。

「それに、そろそろアドロフ公から母上に贈おくり物が届く頃だから……ああ、ただ母上に会いに来たかっただけだろうか」

　自分自身がここに来た理由を見つけ、フィグネリアは柑かん橘きつ類るいに似た爽さわやかさを含ふくむ独特な薔薇の香りを吸い込む。

「そういえば、ここの薔薇の香りって皇太后様のご実家のアドロフ公領で作られる薔薇の香水でしたね。亡くなってからもずっと、香水と薔ば薇ら果か茶ちやを贈ってきてるんでしたっけ」

「ああ。いつも、直じき筆ひつの手紙と一いつ緒しよに。香水はリリアが子供の頃よくつけたがっていたな」

「フィグは？」

　肘ひじ掛かけに置かれたフィグネリアの手に、クロードが自分の手を重ねる。

「私にはこういう香りは似合わないだろう」

　それに、自分にはその資格もない。

　皇帝に次つぐ権けん威いを持つ九きゆう公こう家けの、中ちゆう核かくであるアドロフ家。その当主パーヴェルの娘むすめである皇太后が生母の兄や妹と、出自が平民である側室が生母の自分は、本来ならもっと区別をつけられるべきだったのだ。

　香水をつけるどころか、アドロフ公から贈られた薔薇果茶に母達と同じ席で口をつけることにすら躊躇ためらいを覚えた。

『……そういうところはお母様似ね』

　少し寂さびしげにオリガがつぶやいたのはよく覚えている。ここに実母の絵姿がないのは、彼女自身が肖像画を描かれることを拒こばんだためらしかった。

「こういう香りもフィグに似合うと思うな。でも、何もつけてなくてもフィグはいつもいい香りがします」

「こら、くすぐったい」

　後ろからクロードが首元に顔を寄せてきて、フィグネリアは耳元や首筋にかかる吐と息いきにくすくすと笑う。

　夫の表情を見ると、彼も同じように微笑んでいた。

「……それにしても、フィグは本当に先帝陛へい下かに似てますね。肖像画を見るまで先帝陛下は義あ兄に上うえみたいな感じなのかなって思ってたけど」

　クロードが先帝の姿に目を向ける。

　弱じやつ冠かん二十で、国を傾かたむける先々帝を玉座から引きずり落とし、再建と同時に九公家中心の体制を変えていった賢けん帝ていエドゥアルト。

　彼はイーゴルほど大おお柄がらではなく、むしろ細身なクロードの体格に近い。整った面立ちと涼すずやかな目元がフィグネリアとよく似ていた。

「フィグは先帝陛下に似てて、リリアさんが皇太后様に似てて、義兄上は雰囲気がふたりに似てますよね。優しそうな感じと強そうな感じ」

「義兄上の容姿はアドロフ家の血が強いからな。前にも言ったが、アドロフ公の御ご嫡ちやく男なんに会えばすぐに分かる」

「あともう少しか……。義兄上達はすんごく叱しかられたみたいだし、俺もすごく怒られそうです」

「私はともかく、お前がお叱りを受けることはないと思うが」

　すでに気が引けているクロードに、フィグネリアは苦笑する。

　四よ月つき前に起きた九公家派対反九公家派の内乱騒動を報告するため、双そう方ほうの会談の準備がやっと整った半月前にイーゴルとその妻のサンドラはアドロフ家を訪問していた。そろってみっちりと絞しぼられたらしく、帰ってきた時はふたりとも疲れきっていた。

　そして今度は自分達の番だった。

　一緒に行きたかったのだが、内乱騒動に加えルーロッカを強く惹ひきつける一因になった、大規模な不正事件の事後処理もあり、王宮に皇族が不在というわけにもいかずで日程を別に組むことにしたのだ。

「まあ、向こうもそう会いたくはないだろうな」

　フィグネリアは自分と同じ薄うす水みず色いろの瞳の父と目を合わせる。

　アドロフ公は自分に並びうるとエドゥアルトを認めて帝位に即つくのを後押しし、以前から婚こん約やくだけしていた末まつ子しで長女のオリガを、嫁がせることに決めた。

　しかしながら九公家中心の内政を変えんとしたエドゥアルトと、旧ふるい体制を重んじるアドロフ公とは上う手まくいかず、ずっと睨にらみ合ってきた。

　父エドゥアルトに容姿も政策も似ていてなおかつ側そく妃ひの娘であるフィグネリアは、アドロフ家から嫌きらわれている。皇帝である兄に代わり、内政を統とう括かつするようになってからはいっそう不ふ興きようを買うことになった。

「だけど、お互い会わなきゃならないって大変ですね……」

「公人としての立場がある以上、仕方ない。そういえば、今日はエリシンと出かけるのではなかったか？」

「あ、そうだ。ニカ、待たせたままだ。フィグ、じゃあ行ってきます」

「ああ。あまり遅おそくならないようにな」

　部屋の外までついていき、フィグネリアは夫を見送る。

　広い廊ろう下かの隅すみでは鳶とび色いろの髪の少年が膝ひざをついて控ひかえているのが見える。

　不正事件で神霊ルーロッカに目をつけられ、紆う余よ曲きよく折せつを経へてクロードの侍じ従じゆうとなったニカ・エリシンだ。

　ニカはクロードの侍従を務つとめる傍ら、父親であるエリシン男だん爵しやくと密に連絡を取り合い、傾いている実家の財政再建にも注力しと、よく働いている。

「ニカ、遅くなってごめん」

「いえ。まだ約束の時間まで余裕があるので問題ありません。殿でん下かが皇女殿下のお側からなかなか離れられないのは予定に織り込みずみです」

「……うん。いろいろ理解してくれてありがとう」

　主従のやりとりを微笑ましく思いながら、フィグネリアは夫の姿を見つめる。

　婿むこに来たばかりの頃は読み書きくらいしかできなかったクロードは、努力のかいあって政務の手伝いができるまでになり、そうして過去を乗り越えて、自分の目標とよき侍従を得た。

　この頃は目標とする官かん吏りの登用制度改革のため、人脈や見識を広げようとニカの伝つ手てで官吏の集まりに顔を出したりしている。

「……私は書類の確認でもしながら帰りを待つか」

　ふたりを見送った後、フィグネリアは夫の成長を喜ぶ傍らにこっそりある寂しさをはぐらかし、寝室へ向かうことにした。

　部屋を後にする時、フィグネリアは一度肖像画に向き直り、両親に一礼して退出した。
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　フィグネリアが政務を行う小宮では、いつも聞こえる笛の音ねとは少し違ちがう音色が流れていた。

　応接室で笛を吹くクロードが手にしているのは、慣れ親しんだ銀の横笛ではなく木製の細い横笛だ。

　笛の感かん触しよくをそのまま旋せん律りつに乗せ、クロードはしっとりとした演奏を終える。

「どうだ？　聞いているぶんにはいつも通り素す晴ばらしいものだが」

　ニカに笛を渡しながら、クロードはフィグネリアの問いに自分の胸むねの辺りを押さえた。

「ううん……いつもと違う笛だから違い和わ感かんがあるのは当然だけど、周りの妖よう精せい達は喜んでるからそんなに差があるとは思えないな……内側にいる妖精はどうなんだろう」

　万物には妖精が宿っている。彼らを従え動かすのは、地ち母ぼ神しんギリルアを始めとして、彼女が産み落としたとされる数多あまたの神霊達である。

　だが自分は人間でありながら、妖精達を従えることができる〝妖精王〟と呼ばれる者だ。

　どうやら自分の一族の間では初代妖精王の魂たましいが引き継つがれ、そこには笛に惹きつけられた数多の妖精が取り込まれていて、金の瞳を持つ者が新たな妖精王としての力を発はつ露ろする、ということらしい。

「どうしてこの笛なんだろう。母上に教えてもらった記憶はないしなあ」

　クロードは先祖代々引き継いでいるという銀の横笛をニカから受け取って、考え込む。

　自分のためだけではなく、この先自分の血を引き継ぐ未来の子供のためにも、妖精王としての力について知っておく必要がある。そこでまずはこの笛の検証から取りかかることにした。

　この頃は思い出すままに母のことを口にし、その中に自然と笛の秘密が紛まぎれ込んでいないか確認してみるものの、今のところはまだ見つけられていない。

「大神殿にあった神の楽士の伝承を見ても、笛については一切なかったからな……。だからこそ重要なのだろうが」

　妖精王、というのは周知されているものではなく、一般的には神の楽士としか伝わっていない。

　ルーロッカの騒動で、大神官長ルスランにこの力を明かし、神殿にある資料を閲えつ覧らんさせてもらったが、神の楽士については楽の音で妖精を従えるという記録しかなかった。

「この間の官史の集まりでも、やはり一族で楽団を組んでいた印象があるとの話が多かったですよね。自分も同じ印象でした」

　ニカが言うのにクロードもうなずく。

「うん。いろんなところの出身の人がいて、微び妙みように話は違うけど、そこだけはみんな同じだったよな」

　神の楽士というと、この国では本当に子供の頃から誰だれでも知っている話らしく、それだけで驚きだった。あちこちで妖精を鎮しずめただの、一緒に騒さわいでいただのという話が残っている。

　しかしそれなりに目立ちながらも、神霊をその身に降ろす大おお神み子ことは違って神しん殿でんで崇あがめ奉たてまつられることもなく、各地を流る浪ろうしていたのは不思議だ。

「そちらの方も探さぐっていたのか」

「あんまり聞き回ると怪あやしまれるから、この間の一回だけですよ。それと、この笛も珍しいし見たことないみたいで、俺の国にしかないものみたいに言われました。ディシベリアに似たのがあれば、そこから何か分かるかと思ったんですけど……」

　この国のどこかに自分の起源があるはずなのだが、世代を重ねるごとに失われていったらしく、知りたいことの片へん鱗りんも見えずにクロードは肩かたを落とした。

　ふと、フィグネリアが黙だまり込んでいることに気づいて不安になる。

　勝手すぎる行動だっただろうか。

「あの、これって報告しないとまずかったですか？　ある程度結果が出てからフィグに報告するつもりだったんですけど……」

　フィグネリアの手助けなしに何かひとつぐらいはやってみせて、安心したり頼りがいを感じたりしてもらいたかった。

　それと少し驚おどろかせてもみたかったのだが、これは悪い方に驚かせたのかもしれない。

「……いや。別に逐ちく一いち報告する必要もない。よくやっていると感心していただけだ」

　引っかかる間まを置いて、フィグネリアがそう言う。

　沈ちん黙もくの意味が気にはなったものの、不ふ機き嫌げんというわけでもなさそうなので、クロードは素す直なおにそのまま言葉を受け取って口元を緩める。

「まだ成果は出せていないですけどね。ニカにも場を作ってもらって、いっぱい手伝ってもらってるし」

　とはいえひとりではまず無理で、フィグネリアが持ち得ない人脈をニカの伝手でどうにか広げていこうとはしてみている。まだまだ、『胡う散さん臭くさくて頼りない皇女殿下の婿』という評価の、『胡散臭い』の部分が薄れてきたぐらいだが。

「主君に尽くすのは当然の務めです」

　ニカが生き真ま面じ目めに言うのにも、正直なところまだ慣れない。

　これまでは公子だから、或あるいは皇女の婿だからと形式的に敬うやまわれるだけだったのだ。自分自身に忠ちゆうを尽つくされるというのは、むずむずとして落ち着かない。

「あ、それでですね、ナルフィス教関係の本って手に入りますか？　書庫は見たんですけど、さすがになくて……」

　クロードは気を取り直してフィグネリアに問う。

「それならお前の方が詳くわしいだろう」

「俺が知ってるのって、使徒様と悪あく魔まの話、それと基本的な教義だけなんです。ディシベリアのあっちこっちに俺のご先祖達の話が残ってるなら、神霊様みたいに形を変えて記録がないかなと思って」

　式典などで必要な最低限のことを覚えただけで、深くは学んでいない。

　ナルフィス教はロートムの国教だが、祖国のハンライダもロートム寄りなため信しん仰こうは同じだ。

　この国の信仰とは真逆で、神はひとりしかいないとされている。そして神霊と呼ぶものは災さい厄やくをもたらす妖精達を諫いさめ払う使徒と、妖精達を操り人に害をなす悪魔のふたつに分けられる。

　幼い頃から妖精に慣れ親しむ自分は、この教義が好きではなかった。

　だからといって学ばないのは愚おろかだったと、今さら後こう悔かいしても遅い。何だろうと知識はあった方がいいと、このところよく思う。

「そちらから考えるのも悪くなさそうだが、この国ではナルフィス教については、信仰の違いで外交問題が起きないように、基本的な教義を学ぶぐらいだからな。お前が知っている以上のものはないと思う」

「そうですか……あ、お客さん？」

　肩を落とした時、侍女から来客の知らせがあった。訪たずねてきた人物の名を聞いてクロードはニカと一緒に身構える。

「ご歓かん談だん中失礼します。……君達はそろそろ僕に慣れてくれないかな」

　やってきたのは金きん糸しの髪と深い藍あい色いろの瞳をした、優美な面立ちの青年だった。やたら尊大な雰囲気が漂う彼は、ザハール・イサエフ。

　九公家のひとつであるガルシン公の甥おいであり、法を司る律りつ事じの二等官を務める官吏だ。ルーロッカの騒動に巻き込まれてクロードの持つ力を知り、理解する人物でもある。

　しかし、理解してくれるのはいいが、クロードは彼が苦手だった。

「だって、いっつも意地悪してくるじゃないですか」

　ザハールは技術革新などの改革方針について、フィグネリアと意見が一いつ致ちし、協力関係を結ぶことになった。

　技術方面の話の他にも、不正事件の事後処理や再発防止策を相談するため、彼は小宮にたびたび顔を見せる。その合間にフィグネリアだけでなく、クロードとニカにもちょっかいを出してくるのだ。

「僕は的確に君達主従の欠点を指し摘てきし、能力の向上に貢こう献けんしてあげているだけだ。変に悪く取らないでくれ」

　確かにその通りなわけだが、もうちょっと物には言い方があるのではと思う。

「イサエフ二等官、自分はよいのですが、クロード殿下にはもう少し敬意というものを持っていただけませんか」

　主君を庇かばい、ニカが前に出た。

「残念ながら、イサエフ家の三分の二の領地しか持たない弱小国の第六公子で、おまけに大した能力すらない彼に払う敬意はない」

「うう。そのうち絶対、一個ぐらいは勝ちます！」

　ザハールに気け圧おされながらも、どうにか踏ふみとどまってクロードは反論する。

「そのうち、というのはいくらでも結果を先延ばしできる言い方だ。もっと、明確に目標を定めてひとつずつ確実にこなさなければ、僕に勝つことはできないぞ。まずはこの前言っていた、登用制度の基き礎そ知識がどれぐらい頭に入っているかを確認させてもらおうか」

「それは、ニカといっぱい勉強したから入ってますよ。そうだよな」

「はい。成り立ちから、先帝陛下の改革による変化まできちんと学びました」

　とにかく、口では絶対に勝てそうにない。今はひたすら必要な知識を詰つめ込んでいき、文もん句くをつけられないようにするしかない。

（悔くやしいけど、こういうの思ったより楽しいんだなあ）

　最初はフィグネリアに褒ほめてもらえたり、喜んでもらえたりするのが嬉うれしかった学習も、この頃は自分自身の目標や対たい抗こう心しんなども加わって、少し意味が変わってきた気がする。

「ザハール、ナルフィス教について何か独自に資料を持っていたりはしないか？」

　不意にフィグネリアがザハールにそう訊たずねたので、クロードはその手もあったかと期待を持つ。

　技術革新に注力しているザハールは、技術力の差を生んだロートムとディシベリアの信仰の違いについても注目している。もしかすると独自に調べているかもしれない。

「残念ながら、そういうものはありませんね。あれは司祭の教えと教本が一緒でないと意味がない。そもそも、そこに教義を受けた人間がいるでしょう」

　ザハールに視線を向けられたクロードは、資料が欲しい理由を告げる。

「なるほど。君自身もそう詳しくない訳か。確かに、その笛を継けい承しようする基準は知りたいな。一族、というには多くの血けつ縁えんで固まっていただろうに、誰の元に新たな王が生まれるか分かっていたんだろうか。それに、引き継がなかった血族はどうなるか。興味はつきないな」

「ああ、そうですよね。俺の遠い血縁って、今もこの国にいたりする可能性があるんですよね。会ってみたいな……」

　クロードは笛に自分の姿を映してつぶやく。この国のどこかに、遠くとも母と繫がる人がいるなら、ひと目でも会ってみたい気がする。

「お前の母君は、血縁については特に話さなかったのだったな」

「はい。俺のおばあさまにあたる人がこの笛を引き継いでたってことしか聞いたことないですね。それ以外は母上が侍女になって王宮に上がるまでのことも聞いたことがないし、俺は自分が知ってる母上しか知らないんです」

　故こ郷きようという言葉を母から聞いたことはなかったはずだ。それどころか家族の話もしなかった。かろうじて祖母の話を聞いたことだけ覚えている。

　だからディシベリア帝国と自分に繫がりがあることも、まったく知らずにいたのだ。

「君の話を聞く限りだと、笛は女性が受け継ぐもののように思えるが、二代だけだから判断はできないか」

　ザハールが言うのを聞きながら、クロードはそういえばと笛を見つめる。

「笛を初めて吹いた時のことも、よく覚えてないですね。そもそもいつから持ってたんだっけなあ」

　銀の横笛の感触から記憶を辿たどっていくものの、遡さかのぼれば遡るほどやはり曖あい昧まいでただ銀色の印象しか残っていない。

（一回なくしたことがあるような、ないような）

　手元に馴な染じんだものがなくなって大泣きした記憶が蘇よみがえってくるが、何ひとつ明めい瞭りようにならずに終わってしまう。

「結局まだ確かなことは何にも分からないんですよね」

　クロードはため息をひとつ零こぼし、笛を胸ポケットへしまった。

「それで、お前の用件は何なんだ？」

　フィグネリアが首を傾かしげるのに合わせ、クロードもニカと共にザハールを見上げる。

「アドロフ公領で薔薇の実の収しゆう穫かくが遅おくれていることについて、神殿から相談は？」

「収穫が去年より遅れているのは知っているが、これぐらいのずれならば珍しいことでもない」

　だから今はまだ重大な問題として取り上げられてはいないと、クロードは簡かん易い報告のみだった一いつ昨さく日じつの朝議を思い出す。

「通常二日で散るはずの薔薇が七日開花したままだと今朝報告があったらしく、産さん事じで話題になっていました。報告は午後の朝議でするつもりなのかもしれません」

　ザハールが告げる内容に、クロードは目を瞬しばたたかせる。

「もしかしなくても神霊様の仕し業わざっぽいですね……」

　神霊は本来ならば大神殿にいる大神子にのみ降りてくることができるのだが、現在はクロードの存在によって神界と人間界の境界が歪ゆがみ、その限りではなくなっている。

　ルーロッカのように騒動を起こしたがる神霊も多くいるので、あまりよい事態ではない。

「そういうことはすぐにでも報告してもらわねば困る……しかし、それはこちらの領分ではないからか」

　フィグネリアが頰ほお杖づえをつき、長い睫まつげで目元に物もの憂うげな影を作った。

　報告されたからといって、実がつかないこと自体への対処はできない。できるのは国外でも広く好まれている、薔薇の実から作る茶などの出荷の遅れによる経済的な問題への対処だけだ。

「アドロフ公領の薔薇って、起源は神霊様が関わってましたよね。薔薇の実は神殿で薬の材料にも使われてるんでしたっけ」

　ディシベリア帝国内で医い療りようを行うのは神殿だ。薬くす師しもいるが、処方するためには神殿で学び、許可を得なければならない。そして特に効能が高い薬の材料は神殿からしか手に入らないという。

「薬効が高く、アドロフ公領でしかとれない貴き重ちようなものだから神殿もお困りだろうな」

「ですよね。こういうことがあったら真っ先に大神殿に相談があるはずだし、神霊様が関わっているなら妖精の様子もおかしいだろうから、ルスラン大神官長様からこっちに相談がありそうですけど……大神子様に神霊様が降りてて解決してくれそうなのかな」

　気ままで人間の都つ合ごうには絶対に合わせてくれない神霊が多く、神殿側も大変だろうが、どうにか話がついているのかもしれない。

「そうだといいが、書簡を出しておいたほうがいいな。ザハール、知らせてくれて助かった。留る守すの間のことも頼んだ」

「皇女殿下が不在の隙すきを狙ねらってよからぬことを画かく策さくする者がいないか、皇帝陛下の身の回りには注意しますが、私も忙いそがしいので目が行き届かないこともあるかと思いますよ」

　げんなりした様子のザハールに、クロードは考えながら問う。

「あれ、律事が担当してる面倒なことって、今ありましたっけ？」

「君、密みつ偵ていが銃じゆう以外に密輸していたものがないか調査するための書類が、神殿から一昨日届いただろう」

　内乱騒動には敵対国であるロートムが絡んでおり、その密偵が神殿に神官として潜もぐり込んでいた。彼らは神殿に運ばれる荷物には検けん閲えつがかからないことを利用し、大量に銃を密輸していたのだ。

　調査をするにも神殿の協力が必要で、その手続きに時間がかかっていた。

「ああ。そういえば、ディシベリアからも持ち出されたものがないか、神殿の奉ほう納のう品ひん目もく録ろくを五年分調べることになったんですよね。すごい量だって聞きましたけど、そんなに大変なんですか？」

　内乱騒動の時に『検閲されない荷物』として、王宮から神殿へと拉ら致ちされたクロードが尋ねる。

「律事、外がい事じ、産事の総員でとりかかっているよ。書類はまったく関係ないものまで一緒くたにされているから、その選別だけで重労働だ。密偵も自分が関わったもの以外は分からないらしいし、これ以外に方法がないんだ」

「希少性が高く、ロートムでも活用が可能と思われるものから調べるようにはしているが、それでも膨ぼう大だいだからな。帰ってくる頃までに、何かひとつぐらい出ればいいが」

　フィグネリアがさして期待してなさそうな口く調ちようでぼやいた。

　何にせよ、内乱騒動の実質の収束がつくのは、まだまだ先のようだ。

「いろいろやらなきゃいけないことがあるけど、俺達はまずアドロフ公に『お騒がせして申し訳ありません』って言いに行かないとですね……ニカもアドロフ公には会ったことないんだよな」

「遠目に一度お姿を拝見しただけです。自分は場違いではないだろうかと、いまだに思うのですが」

　とはいえニカも侍従として、そして初対面の緊きん張ちようを共にする友人として、一緒にいてもらわないと困る。

「滞たい在ざいは二日程度だ。お前達はそこまで気負うこともない」

　クロードは苦笑しているフィグネリアを見つめ、そういうわけにもいかないと思う。

　自分は彼女の夫なのだ。妻に恥はじをかかせないため、しゃんとして情けないところを見せないように心がけていないといけない。

「君達は黙って皇女殿下に従っていれば問題ないだろう。皇女殿下のおまけにすぎない弱小国の公子と、没ぼつ落らくしかけの男爵家嫡男は視界にも入れてもらえないはずだから安心していい」

「それはそれで嫌いやですよ……」

　ザハールに辛しん辣らつな言葉を向けられてクロードはむくれる。だがその可能性が高いと思うと、声に力は入らなかった。

（だって、フィグの方がずっとすごいんだもんなあ）

　官吏らの集まりに行くと、やはりフィグネリアに対する期待の声は大きかった。そしてその裏には偉い大だいな先帝の影がある。

　クロードは肖像画の先帝と同じ、フィグネリアの英明な薄青の瞳に目を向ける。

　誰もが先帝の遺志を引き継ぎ実現させるのは彼女だと、固く信じて同じ夢を見ている。

「何だ？」

　見つめられて戸と惑まどいをみせるフィグネリアには、まだ幼い雰囲気が垣かい間ま見えた。

「……フィグはやっぱり可か愛わいいなあ、と改めて思って」

「お前は真ま面じ目めに緊張していたかと思えば、まったく……」

　相当な不意打ちだったらしく、フィグネリアが白い頰ほおを染めて珍しく動どう揺ようを表に出した。

　こんな可愛い人に、あんなにたくさんの期待がかかっている。だから自分はもっときちんと、彼女の支えにならないといけない。

「君はアドロフ公の前でもその調子で皇女殿下を困らせないように。エリシン君もしっかり主君の面めん倒どうを見ておくことだ」

　ザハールの呆あきれた声を受けて、クロードはニカと目配せする。

　お互いいろいろな意味で不安だった。

（アドロフ公か……）

　九公家同士の均きん衝こうを保たもつディシベリアの重じゆう鎖ちん、そして先帝と拮きつ抗こうして対立できた唯ゆい一いつの人物として聞いているが、まだその実像は知らない。

　緊張と畏おそれに、気持ちがまた逃にげ腰ごしになってくる。

　そんな自分を奮ふるい立たせるために、クロードは可愛い妻の横顔を盗ぬすみ見るのだった。
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　午後の朝議で数日王宮を離れる間の最終調整を行い、フィグネリアはクロードと共に皇族の居住区にある一室へと向かっていた。

「大臣達は不安そうでしたね。いつもは文句言ってる人も、やっぱりフィグがいた方がいいって思ってるんでしょうね」

　いよいよやってくるフィグネリアの長期不在に、心こころ許もとなさそうな顔をしていた大臣達を思い出してクロードが嬉しそうに笑う。

「そう思ってもらえているならいいがな。お前も多少は朝議で発言ができるようになったし、書記官の役目はエリシンにでも譲ってもいいか」

「記録を取る仕事がなくなったら、俺、今より朝議で喋しやべらなきゃならなくなる気がするんですけど……」

「大丈夫だろう。大臣達もお前の話は聞いているしな」

「でも、やっぱりまだちょっと恐こわいです」

　黙もく々もくと自分の横で朝議の記録を取るばかりだったクロードも、この頃はじわじわと話し合いに入れてきている。その発言はどれも的まとを外はずすことはなく、大臣達も無視せず耳に入れていた。

「あ、ありがとうございます。フィグ、神殿から返事ですよ。あとリリアさんからも」

　目的の部屋にちょうどたどり着いた時、使用人が届けにきた急ぎの書簡を二通、クロードが受け取った。フィグネリアは神殿からの薄い封ふう筒とうに嫌な予感がしつつ、席についてからまずそちらを開封する。

「薔薇については神殿でも不明か」

　神殿はこれまで事情を説明してくれる神霊が降りてくるのを待っていたらしい。しかしちょうどアドロフ公領に行く用事があるなら、現地でクロードに見てもらった方が助かるとのことだ。

　もしもアドロフ公領に神霊が降りてきているのなら、ルスラン大神官長が上手く処理してくれるという。

「でも、俺達も二日ぐらいしか向こうにいられないですよね」

「実質一日もないからな。余計な厄やつ介かい事ごとに首を突っ込む余裕もない。神霊様が関わっているかどうかの判別がついたら、後は大神官長様にお任まかせした方がいいだろう。お前は理由を探る程度でいい」

　二日かけてアドロフ公家へ向かい、到とう着ちやくしたその日に会談をして、翌よく日じつの朝には帰路につく予定だ。

　王宮を長く空あけるわけにもいかず、向こうも長居はして欲しくないだろうと考こう慮りよした上で、慌あわただしい日程になった。

「会談はそれほど役に立てそうにないけど、そっちでは頑がん張ばります……と、義兄上達が来ましたね」

　すでにこの件に関しては諦てい観かんした様子でクロードが言い、地じ響ひびきに似た大きな足音に姿勢を正す。それからすぐにイーゴルとサンドラがやってきた。

「待たせたな。お爺じい様さまのところに行く準備は滞とどこおりないか。まぁ俺達の方が、お前のいない間上手く立ち回れるか、不安もあるが」

「フィグがいないのって初めてなのよね……。あたしも今からちょっと恐いわ」

　帝位に即ついて五年。フィグネリアの助言なしで政務を執とり行ったことのないふたりは、少々どころでなく自信なげだった。

「それほど面倒な案件も今はありませんし、必要なことは書面にまとめてありますので、これまでと同じく、それをもとに政務を進めていただければ問題ありません」

　兄達に政務の内容をかみ砕くだいて説明し、理解してもらってから朝議の方向性を助言するというやり方で、五年間だましだましながらもやってこられたのだ。

　五日程度ならそこまで心配はしていない。今は自分も多少は大臣達に釘くぎを刺させているし、引き受けた以上はザハールが周囲に目を光らせてくれるだろうというのも心強い。

「ただアドロフ公領で、もうひとつ面倒なことがあって……」

　フィグネリアが薔薇について話すと、ふたりとも心配そうな顔になった。

「何かあった時は俺が頑張ります」

　クロードが義兄夫婦の不安を解消しようと、いつもより強い口調で念を押す。ふたりはまだ心配そうだったものの、何やら視線だけで相談し始める。

「……あの、神霊様も大変だけど、ね。えっと、イーゴルがマラット様と大おお喧げん嘩かしちゃったりしてるから、そっちもちょっと大変かも」

　気まずそうにサンドラが次期アドロフ公の名前を出したので、フィグネリアは兄を見る。

「あれは伯父上が悪いのだ。相談もなくフィグネリアに婿を取ったことは逸はやりすぎたと認めるが、クロードは俺が贈った誕生祝いのなかでも、一番のものだったと自負している。それに政務を任せても問題ないというのに、フィグネリアのことを悪く言うから」

　思い出しついでに不機嫌になっていくイーゴルに、フィグネリアはああ、と納なつ得とくする。

　アドロフ家の嫡男でイーゴルとリリアの伯父にあたるマラットは、とにかく血の気が多くて血統を重んじる、典型的なディシベリアの男だ。

　昔からマラットには直接暴ぼう言げんを吐はかれることがあった。そのたびに母が諫め、兄が怒るのだ。

「ああ、ごめん。やっぱり早めに言っとくべきだったわよね。ただでさえ緊張してるのに追い打ちかけちゃって本当にごめん」

「クロード、すまん」

　表情が固まってしまったクロードに気づいてサンドラが勢いよく謝り倒し、イーゴルもおろおろと謝罪する。

「大丈夫です。フィグの旦だん那な様さまならこれぐらい、平気じゃないと駄だ目めだし。……マラット様ってそんなに恐いんですか？」

　クロードが強こわ張ばった笑顔で訊きくと、フィグネリアはそっと目をそらす。

「よく怒ど鳴なる程度なので、慣れればたいしたことはない」

「そうそう。声の大きさはイーゴルぐらいだし、すぐに慣れるわよ。それに、あたしと違ってクロードは一国の公子様なんだから、そこまで言われることはないと思うわよ」

　名ばかり貴族のサンドラが賢けん明めいにクロードを励はげます。

　彼女の生家は森の番人を務めていた経けい緯いで爵しやく位いをもらったにすぎず、領地は広大な森のみで、領民は二十人足らず。領主というより猟りよう師しのまとめ役だ。

　熊くまを獲とりに行ってなぜか嫁よめを見つけてきたイーゴルに対し、マラットも当時散々文句を言っていた。

「いや、俺もたいした身分じゃないですよ。気持ちとしては義あ姉ね上うえと変わらないです。こんな大きな国の皇族のお婿になるなんてあり得なかったんですから」

「あり得ないっていうのは、あたしも今でも思うことがあるわ……」

　思いがけない縁によって、大帝国の皇族の伴はん侶りよとなってしまったふたりは、お互い顔を見合わせてしみじみとうなずき合った。

　そんなふたりを見つつ、イーゴルは憤ふん然ぜんと腕うでを組む。

「伯父上の血統主義もいきすぎるきらいがあるからな……フィグネリアのこともいつまで経っても毛嫌いする」
















「あたしはこんなだから怒られても仕方ないけど、フィグには何にも責められるところはないわよね。そろそろ、あの人もフィグのことを可愛いって思ってくれたらいいのに」

「お爺様もフィグネリアにあまりよい顔をしてくれんし。……やはり、俺が一緒に行くか、リリアが都合のつく日がよかったのではないか？」

「いえ。それはご心配なく。そうだ、リリアからも手紙が届いています」

　フィグネリアはイーゴルの言葉でリリアからの手紙を開封していないことを思い出し、仄かに薔薇の香りがする封筒を開ける。

　中身はアドロフ公の体調不良と散らない薔薇についてだった。

「お爺様はまたお倒たおれになったのか……。俺達が訪問した時は以前より体調がよさそうだったのだがな」

「そうよね。あたしらぎっちぎちに怒られたし。というか、そのせいで気力使い果たしちゃったとかだったらどうしよう……」

　そろって手紙を読んでいた兄夫婦が、アドロフ公が倒れてリリアが見舞ったくだりで落ち込んでしまった。

「アドロフ公も御おん年とし七十二で、以前から体調はあまりよくありませんでしたから。年ねん齢れいによるものでしょう」

　表おもて沙ざ汰たにはされていないが、アドロフ公は二年ほど前から幾いく度どか寝込んでいる。起き上がれていても、健康と呼べる状態ではない。

　ここ最近では政務のほとんどを息子のマラットが行い、当主のパーヴェルがそれを監かん督とくする状じよう況きようになっている。代だい替がわりもそう遠くないだろう。

「とはいえ、お爺様にあまり心配をかけたくはないが。会談を延期するつもりはないようだな」

「ええ。マラット殿がそのぶん取り仕切るのかもしれませんが……」

　まだアドロフ公相手ならばまともに会話ができるが、マラットのみとなるとこじれるかもしれない。

「あれ、御嫡男ひとりだけの方が大変？」

　話を聞いていたクロードが琥珀の瞳を心許なさそうに震ふるわせた。

「ああ。私はマラット殿にまったく好かれていないからな。このぶんだと私の夫というだけで、必要以上に難なん癖くせをつけられるかもしれんが、こらえてくれ」

「むしろ、フィグを護まもれるぐらいに頑張りたいです」

　そう言いきる夫には珍しく不安の色も怯おびえもなく、頼もしく見えた。

　実際マラットと会えばやはり体格差にめげそうだが、とフィグネリアは伯父と背せ格かつ好こうのよく似ているイーゴルをちらりと見る。

「クロード、頼んだぞ。お前は本当にいい義弟おとうとだ！」

「はい、頼まれます！」

　イーゴルに期待の目を向けられて、クロードがさらに意気込む。

　正直な気持ちを言えば、自分もアドロフ公に会うのが恐い。

　父王の政務を引き継いで五年、その間に顔を合わせたのはたった三度。最後に会ったのは母の葬そう儀ぎで、三年も前だ。

　怯ひるんだのを見み透すかされ、口を利きく前にはアドロフ公に優位に立たれた。向き合う前に、すでに負けていた。

　父の政務を引き継ぐ上で最も重要な、九公家の中核であるアドロフ公と、今度こそは上手く渡り合わなければならない。

　フィグネリアは重圧に気を重くしながら、何やら気合いの入れ方で盛もり上がっている夫と兄に、ふっと肩の力を抜く。

　仲のいい義兄弟きようだいの姿を見ていると、少しぐらいは気持ちが和やわらぐ気がした。
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　ぱたぱたと軽かろやかな足音がする。

　目を閉じているパーヴェルには、その音が現実なのか夢なのか、分からない。

「お父様」

　もうこの世界のどこにもいない少女の明るい声が聞こえてきて、現実ではないことを知る。

　だが薔ば薇らの香りが絡からみつく夢は、あまりにも現実めいている。

　薄うす緑みどりのレースで飾かざられた淡あわい桃もも色いろのドレスを纏まとう十三のオリガは、手を伸ばせば容易たやすく触ふれられる場所で記き憶おくのまま佇たたずんでいる。

「皇こう太たい子し殿でん下かがもうすぐお見えになるのでしょう？」

　期待と不安を織り交まぜた表情を浮かべる瑠る璃りの瞳ひとみ。そこには白はく髪はつの老おいた自分ではなく、銀ぎん髪ぱつだった頃の姿が映うつっている。

「ああ。そう遠くないうちに嫁とつぐ相手だ。顔ぐらいは知っておかねばならんだろう」

「ええ、早くお目にかかりたいわ。どんな方なのか、お父様は知っておいででしょう。好きな色は何かしら。ドレスの色を早く決めたいの。どんなお話をすれば喜んでくださるかしら。……わたくしのことは気に入ってくださるかしら」

　ふわふわとして、夢の中で生きているような娘むすめだった。

　自分が求めるのはもう少し聡さとい子だったが、その在あり方は好ましくもあった。

「あまり、期待はせずにいなさい」

「でも、お父様が選んでくださった方だもの。素す敵てきな方なのでしょう」

　どこまでも無む邪じや気きに問いかけてくる姿へ、自分が何と答えたか、思い出せなかった。
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　王宮を出しゆつ立たつして二日後。フィグネリア達は予定通り、アドロフ公領の城下街にたどり着いていた。

「やっとだな」

「はい。これってもう街中ですよね……」

　クロードが馬車の窓越しに煉れん瓦がの街並みを見つめながら聞いてくる。

　丘きゆう陵りよう地ちに煉瓦造りの家々が所ところ狭せましと並んでいるのだが、馬車の小さな窓からは全体像がよく見えない。

「サンガルン大戦で敵を苦戦させた要よう塞さいの街っていっても、帝都とあんまり変わらないな」

「実際に降りてみないと分からないみたいですね。殿下、たぶんあれが例の塔とうですよ」

　今日は予定の確認のために同じ馬車に乗っているニカが、窓の外を指し示す。

「あ、あの窓から弓を使うんだよな。一定間かん隔かくにあるから……次のもあった」

　アドロフ公領の中心都市について、主従は歴史と建築それぞれに興きよう味み津しん々しんらしく、代わり映ばえのない景色でも楽しそうだ。

（史学好きがよく分からん方へ向かいだしたな。退たい屈くつしないのはいいが）

　道中も夫はかつての大戦の決戦の場となった雪原を目を輝かがやかせて眺ながめていた。思い出して、フィグネリアはつい微笑ほほえむ。

「もうすぐ城に着くぞ」

　一番広い通りを進んでいけば、家並みは少しずつ眼下へと下がっていく。やがて丘を登りきったところで、小山にも見えるどっしりとした赤茶色の石造りの城が見えてくる。

　その段階になると、クロードにも緊きん張ちようの色が見えた。

　一度馬車が停まり、門もん扉ぴが開かれて一行は城内へと通された。城の入り口に至る道の両りよう脇わきには白く細い柱が林立していて、薔薇が絡みついている。

　どれも真白い景色の中に、鮮あざやかな橙だいだいの色しき彩さいを咲さかせていた。

「散っていないな……」

　昨日きのう宿で確認したところ、まだ花弁一枚として落とさないと聞いてはいた。しかし今日になれば、とわずかながらも希望を抱いだいていたので、フィグネリアはその光景に落らく胆たんする。

「クロード、何か感じるか？」

「違い和わ感かんは、あります。でもラウキル様とかルーロッカ様の時とはちょっと違ちがうかな。薔薇に近づいてみればもっとよく分かると思います」

「違うのですか……」

　ニカが不思議そうにつぶやくと、クロードは首を横に傾かたむける。

「妖よう精せい達が全部支配されてるわけじゃなくて、何だろう。もっと穏おだやかなんだ」

「感覚的すぎてよく分からんが、悪戯いたずらの類たぐいではなさそうなのか」

「はい。後でちゃんと繫つながってみます」

　クロードがそう言ったところで馬車がまた停まった。城の玄げん関かんまでたどり着いたらしく、扉とびらが開かれて中に冷気が吹き込んでくる。

「大きい……それにかっこいい！」

「はい。立派な要塞です……！」

　馬車から降りて外に出た主従が、揃そろって城を見上げながら感かん嘆たんした。帝都の王宮は外観の美しさにも重点を置いているが、この城は本来の砦とりでとしての役目しかなく、無骨で無む駄だがない。

　放っておくといつまでもその場にいそうなふたりを促うながし、城の大広間へと進むと、使用人達がそろって膝ひざを折り、三人を出で迎むかえる。

　フィグネリアが夫の様子をちらりと見れば一いつ斉せいに傅かしずかれたことに戸と惑まどい、緊張しているのが分かった。

　それからすぐに、馴な染じみ深い地じ響ひびきに似た足音がする。クロードが目を瞬しばたたかせた。

「クロード、マラット殿がおいでになる」

　小声でフィグネリアが言うのにクロードが身を硬かたくし、三歩後ろにいるニカが膝をついて待たい機きする。

「フィグネリア！　やっと謝罪に来たか！」

　大広間に耳の奥が痛むほどの声が轟き、この城を思わせるがっちりとした体格の、大柄な壮そう年ねんの男が肩かたを怒いからせてやってくる。

　白髪交じりの銀髪の男、マラットの姿にクロードは啞あ然ぜんとしているようだ。

「直接にてのお詫わびが遅おそくなり、誠まことに申し訳ありません。隣となりにいるのが先頃ハンライダ公国より婿むこに迎えたクロードです」

「い、以後お見知りおきを……」

　フィグネリアが頭こうべを垂れると、クロードもそれに倣ならって慌あわてて頭を下げる。

「貧ひん弱じやくそうなこれがか。本当に、イーゴルが選んだのだな」

　マラットが鼻に皺しわを寄せ、高みからクロードを見み下おろして憤ふん然ぜんとする。

「ええ。兄上が選んでくださいました。アドロフ公にもご挨あい拶さつをしたいのですが……」

　思おも惑わくあってクロードを兄に薦すすめる手引きをしたのは前の大神官長ロジオンだが。フィグネリアは話題を別へそらした。

「父上はお休みになっておられる。どうせリリアから聞いているのだろう」

「ええ。会談を延期するとのご連絡もなかったので、快かい方ほうに向かわれているのかと思ったのですが」

「あらかたは書簡とイーゴルの報告で分かっている。お前の弁明を聞くだけなら俺ひとりでも問題はない。さっさとついてこい！」

　これはひたすらどやされて終わりだろうと、フィグネリアは先に歩き始めたマラットの後を追う。

「遅い！　もっと早くついてこい！」

　しかし、どんどん先に進んでいたマラットに振り返りながら叱しつ咤たされ、三人も歩ほ幅はばを広げざるをえなかった。

「フィグ、話通じなそうなんですけど……」

「黙だまって大人おとなしく聞いていればいい」

　奥へ通されると、そのまま先の内乱騒そう動どうについて会談を行うことになった。

　通された部屋はさほど広くなく、岩を削けずりだしてできたテーブルと椅い子すが中央に置かれている。

　フィグネリアはマラットと向かい合う形で座らされた。

　それからは内乱騒動をフィグネリアが粛しゆく々しゆくと詫び、時折マラットの罵ば声せいが轟くばかりだった。

「なぜお前が政務を統とう括かつする！」

「軍務と政務を分割して統括することで、体制の立て直しと強化を図はかることとなりました。陛へい下かは軍務に秀ひいでておいでなので、私が政務を預かることとなった次し第だいです。全ての決定は陛下のご意志によるものであり、私は一臣下としてご命令に従ったまでです」

　おそらくイーゴルが『自分は軍務しかできないので政務はフィグネリアに任せることにした』ですませたことを、フィグネリアは回りくどく説明する。

「お前がイーゴルを唆そそのかしたのだろう。たとえ内乱に関わっていなかったにしてもだ！　そもそも、お前のような血統の卑いやしい側そく妃ひの子が、正妃の嫡子を差し置いて政まつりごとを行うなど、本来ならばあってはならんことだ！」

　露ろ骨こつなマラットの中傷に、クロードが眉まゆを顰ひそめるのが見えた。夫が口を開く前にフィグネリアは大丈夫だと、テーブルの下で彼の指先に触れる。

「私には過ぎた役目だということは承知しております。しかしこれは皇帝陛下の決定であり、それと同時に先せん帝てい陛下のご遺い志しでもあります。私が先帝陛下より政の術すべを教えていただいたのは、ディシベリア建国の要かなめである武力の強化のためでもあります。皇帝陛下が軍務にできるだけ専念されるには、政務の負担を減らすべきとお考えでした」

　噓うそ八百を真顔で堂々と並べ立てる妻を、クロードが何とも言いがたい表情を浮かべながら横目で見る。

「しかしながら、私が必要以上に陛下の陰かげに隠れすぎたために意い図とが正しく伝わりづらく、混乱を招まねく事態を生みました。この状況を改善し、なおかつ皇帝陛下が軍務に専念されるには、私が政務を統括するのが最善だというのが陛下の判断です。全ては軍事力強化のためとなります。どうか、ご理解ください」

　マラットに口を挟はさませることなく、フィグネリアは最後まで言いきった。

「……軍務に介かい入にゆうする心づもりは一切ないな」

　強い語調で迫せまられて、もちろんと肯こう定ていする。

「私の方から余計な口を出すことはいたしません。ただしひとつだけ、陛下がロートムの銃に関心を持たれているのでそちらの協力だけさせていただいています」

　マラットが不ふ機き嫌げんそうながらも、幾いく分ぶん軟なん化かした態度でうなずく。

「それはかまわん。イーゴルが実際攻こう撃げきを受けて脅きよう威いと思うなら、それは必要だろう。ただしそちらもある程度実用の準備が整ったなら、関わるな」

「ええ。実用できるようになれば、私よりも陛下の方が上う手まく扱あつかわれるでしょうから、全てお任せします」

　ようやく先の話へ移れたことに一息つき、フィグネリアは今後の体制の仔し細さいや、不正事件に関わった九きゆう公こう家け縁えん者じやの処理について話を進めていく。

　その間にもやはり何度も話がそれては怒鳴り声が響いたものの、どうにか日が暮れるまでには会談を無事に終えることができた。

　そうして、最後までアドロフ家当主のパーヴェルが姿を見せることはなかった。
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　会談後、クロードは案内された城の裏庭に建つ来客用の離れを見上げ、ここも大きいと感嘆していた。

　離れといっても二階建てで煉瓦造りの建物は、城下で見た民家三つ分はあろうかという大きさだ。ニカの「当たり前だけど実家より立派だ」という悲しいつぶやきが聞こえる。

「これで来客用って……」

　クロードは開いた口が塞ふさがらない状態になる。

　先に荷ほどきなどをしていた同行の侍じ女じよ達に迎えられて入った中は、さらに萎い縮しゆくしてしまいそうなものだった。

　見るからに高級そうな絨じゆう毯たん、タペストリーなどの調度品が並び、どれも念入りに手入れがされて埃ほこりひとつ見えない。来客のためだけとは思えない手のかけようだ。

「クロード、私達は皇族だからな」

「あ、そうですよね。最上級のおもてなしをされる立場なんだ……」

　こういうところが自分は駄目なのだとクロードはひっそり落ち込む。これが当然の立場だとまだ思えないのは、皇こう女じよの婿としての自覚が足りないからだろう。

　暖だん炉ろに火が灯ともされ暖あたためられた広間へと案内されて、やっと落ち着ける状態になった。

「ニカも座っていいからな。ずっと立ちっぱなしで辛つらかっただろうし」

　ソファーに腰掛けたクロードは律りち儀ぎに会談の時と同じく扉の前で控ひかえていようとするニカを、自分の隣に呼び寄せて座らせる。

「ふたりとも、よくやった。あとは帰るだけだ。疲つかれただろうから、今日はゆっくり休むといい」

　向かいに座ってそう言うフィグネリアが、一番疲れていそうだった。

　自分は発言できずにほぼ挨拶のみ、フィグネリアひとりがマラットと話し合って会談は終了してしまった。

「一番頑張ってたのはフィグですけどね……マラット様は義あ兄に上うえに似てるのに全然似てなくて、フィグのことも全然分かってないし。俺は見てることしかできないし」

　マラットの罵声は大たい抵ていが理り不ふ尽じんで、血筋に関することは不快なものでしかない。文句のひとつもつけたかったが、フィグネリアに制止されて我が慢まんするしかなかった。

　外見から声の大きさまでイーゴルと似ているのに、あそこまで真逆だとは驚おどろいた。

「こちらも感情的になっていては、いつまで経たっても話し合いは終わらん。マラット殿に対しては徹てつ底てい的てきに自分を下に置いて、冷静になることが重要だ。それとできるだけ軍事方面に重点を置いて話をもっていくことだな。そこを押さえておけば、話を前へ進められる」

　フィグネリアの説明を聞き、クロードは会談のやりとりを思い出す。ただやはりマラットのあの罵声ばかりに気を取られすぎ、正確には記憶できていない。

　まさしく感情に気を取られて、大事なことを把は握あくしきれていなかった。

「交こう渉しようは感情的になれば確実に負ける。常に相手の特性を見極めて進めなければならん。朝議でも同じだな。大臣全員をまとめて相手にするのでなく、ひとりずつに注目していく。各大臣の特性や自分が話しやすい相手は、書記をしているうちに分かってきただろう」

　発言はしない代わりに、朝議の内容や各大臣の反応も記録していたクロードは、こくりと首を縦たてに振る。

「みんなすごく優秀だけど、すぐに怒る人とか、優柔不断なところもある人とかいろいろいますよね。反九公家派の大臣ならだいたい話は聞いてくれます。あと九公家派の人は初めから相手にしてくれない人もいるけど、話題によっては聞いてくれる人もいます」

　さすがに三み月つき以上やっていると、それぐらいは覚えられた。とはいえ、実際朝議で発言を始めたのはここひと月ぐらいなので、まだ緊張やら不安やらで上手くは喋しやべれない。

「そうだ。誰だれがどの話題を重視するか把握しておくことは大切だ。糸口が見えたなら、そのひとりが動いた次に他の誰がどういう動きをするかも考える」

「えっと、吏り事じ大臣と設せつ事じ大臣はよく対立するとか、外がい事じ大臣の意見は比ひ較かく的てきみんな聞くとかですか」

　あまり自信がなかったが、おずおず言うと、フィグネリアはうなずいてくれた。

「そういうことだ。個人の特性と繫がりを把握すれば、全体を掌しよう握あくすることができる」

「できるって言われても、難しいです」

「きちんと観察できているのだし、お前ならそのうちできる。ただ、私がきちんと手本にならねばならないが。今、どうにか朝議をまとめられているのも、父上の頃からほとんど大臣の顔ぶれが変わっていないからだ。私も、父上が朝議を取り仕切る姿を見て学んだ」

　フィグネリアが懐なつかしそうに目を細めた。

「……やはり先帝陛下の賢けん才さいは皇女殿下の中で生きているのですね」

　クロードの傍かたわらで、ニカがやたら熱い眼まな差ざしをフィグネリアに向ける。

「生かせていればいいのだがな」

「先帝陛下が崩ほう御ぎよされた時に、自分のような下等官が希望を失わずにいられたのは、先帝陛下のご遺志を継つぐ皇女殿下がおられたからこそです！」

　そこまで力説してニカははっと我われに返り、差し出がましいことを、ともごもご言いながら赤面してうつむいた。

「いや、いい。父上が残されたものを引き継げていると思ってくれるのは嬉うれしい。その思いを無む為いにしないようにせねばな」

　表情を和やわらげるフィグネリアを見て、クロードはふと今さらながらに気づく。

（先帝陛下から学んだことを、今、俺にも分けてくれてるんだよな）

　どれほど辛くても苦しくても、彼女が大事にしてきたものなのだ。

　与えられているものの重みに、クロードは表情を引き締める。

（いつか、フィグみたいになれるのかな）

　そんな自分は想像もつかなかった。

「しかし、アドロフ公との対面が叶かなわなかったのは、会う気がないのか、本当にご容よう態だいが悪いのか、どちらだろうな」

　フィグネリアの声は重苦しく、どちらにせよいい事態ではない。

「気の重いことは早くすませたかったんですけどね」

　一番の緊張のもとであるアドロフ公との対面が果たせなかったことを思い出すと、今さらながら脱だつ力りよく感かんが襲おそってくる。

「明日、出立前にご挨拶ぐらいはできるかもしれん。とにかくこれで会談は終わりだな。今日のところは気を抜いていろ」

　フィグネリアがソファーに体を埋うずめる中、クロードは会談中たったひとつだけどうしても腑ふに落ちなかったことを問うべきか迷う。

　イーゴル達ともそのことについては事前に話し合ったし、一度は自分も納なつ得とくした。

　しかし、マラットの態度を見ていると、やはりうやむやにするのは嫌だと思った。

「これまでのフィグへの暗殺未み遂すいのこと、何にも言げん及きゆうしなくてよかったんですか？　ずっとフィグが謝りっぱなしなのは、納得いかないです」

　フィグネリアは先帝が崩御した十三の時からずっと、毒を盛られたり刺し客かくを差し向けられたりしてきた。自分も婿に来て早々、フィグネリアが狙ねらわれたのを見ている。

　首しゆ謀ぼう者しやは、先帝の政策を継ぐフィグネリアが気に食わない九公家派だった。直じかに九公の誰かが指示していたものもあっただろう。

　九公家のまとめ役であるアドロフ公に、一言ぐらいは文句がつけられるはずだ。なのにマラットはあんな態度で、当主は顔すら見せない。

「それは十分話し合っただろう。誰が関わっているか掘ほり返せば混乱も大きくなる上に、今はそれより優先すべきことが多い。いずれ話す時はくる。お前を巻き込んだのはすまないと思っているが、こらえてくれ」

「俺のことはいいんです。でも今まで国のために頑張ってきたのはフィグで、それを邪じや魔ましてきたのは九公家なのに、内乱騒動の責任が全部フィグにあるみたいな言い方……」

　いずれと言いつつ、フィグネリアは暗殺未遂諸もろ々もろは放っておく気だろう。彼女ならそんなことに人手や時間を割さく余裕があれば、他へ回した方がいいと考えるはずだ。

　このままフィグネリアひとりに責任が押しつけられるのは悔くやしい。

「私の役目は兄上の影となり、政務を支えることにあった。どんな情勢であろうと、内政を乱さぬように振る舞わなければならなかった。それができなかった以上、責められるのは当然のことだ」

　毅き然ぜんと言い放つフィグネリアは凜りんとして美しい。

　だけれどいつもより距きよ離りを感じ、どことなく寂さびしく思えた。一応王族の端はしくれとして生まれたのに、何の責任も負わずに生きてきた自分には、妻のこういうところをまだ理解しきれない。

「……俺、日が暮れないうちに薔薇を見てきますね」

　クロードはフィグネリアを困らせていることに気づいて、ひとまず今自分ができることをすることにした。

「ああ。そうか、まだそちらがあったな」

　言われて初めて思い出したといった顔をし、フィグネリアが腰こしを浮かせた。

　用件を忘れるなど見た目以上に疲れているのだろうと、クロードは彼女を制止する。

「フィグはいっぱい喋って疲れてるだろうから、休んでていいですよ。俺とニカだけで様子を見てきます。ニカごめん、もうちょっとつきあって」

「殿下、謝罪はいりません。そこはついてこいと一言お命じになればいいのです」

「あ、そうか。でも、そういうの苦手だからな、俺」

　クロードが落ち着かない気持ちで言うと、仕方なさそうにニカが苦笑した。

「……私も行く」

　ふたりで外へ行こうとした時、一度は座り直したフィグネリアがそう言って立ち上がった。

「本当に休んでて大丈夫ですよ」

「そこまでひ弱ではない」

　フィグネリアは素そっ気けなく切り返した後、はたと何かに気づいた様子でなぜか考え込み始めてしまった。

「フィグ？　やっぱり疲れてるんじゃ……」

「あ、いや。そういうわけではない。私も薔薇の様子を見ておきたい」

　どうにもフィグネリアの様子に違和感を覚える。

（最近こういうの、時々ある気がするな……）

　怒っているわけでもなければ、政務について考えている時とも違う。戸惑いに近いだろうか。

「ほら、早くすませるぞ」

　訊たずねようかと考えていたクロードはフィグネリアにせっつかれて、機を逃のがしてしまったのだった。
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　離れの周囲は人の腕うでほどの細い柱でぐるりと取り囲まれており、その柱一本一本に薔薇が絡みついていた。

　ちょうど目の高さ辺りに、フリルのような華はなやかな橙色の八や重えの花弁を広げ、甘いながらもすっきりとした爽さわやかさを含ふくむ芳ほう香こうをそよがせている。

　フィグネリアは薔薇も気になるものの、どうしても傍かたわらのクロードの横顔に目が行く。

（気き遣づかってくれたのに、あの言い方は違っただろう）

「休んでいていい」との言葉に強がってしまったことが、胸に引っかかっていた。

　確かに会談で疲れていて、腕を持ち上げてティーカップに伸ばすことすら億おつ劫くうなぐらいだった。

　ただ、慣れない場所でひとり取り残されるのも寂しかった。馴染んだものが傍らにないと、安心して休めない。

（……いや、ならば。連れてきた侍女でも側に置いていれば）

　フィグネリアは結論を出すと、結局は、と夫の姿を見る。

　こういう時にどんな言葉が相応ふさわしいのか分からない。

「観賞用でもないのに本当に綺き麗れいですね。俺の国で実をとるための薔薇って、もうちょっと控えめな感じなんですよ。しかも冬にだけ咲くって珍めずらしいし。アドロフ家のご先祖の祈いのりを、第一の真実を司つかさどる女神、リルエーカ様が叶えたんですよね」

　先ほどのやりとりを気にも留とめていない様子のクロードが、明るい橙の花びらを撫なでながら微笑ほほえみかけてくる。

「そうだ。かつてこの一帯が流行はやり病やまいに冒おかされた時、アドロフ家の息そく女じよが神しん殿でんに収まりきらない患かん者じやを城へ受け入れ、神官方や薬くす師しと共に診みながら、神に救いを求めた。彼女自身もやがて病やまいに冒されたが、それでも病を押して祈り続けた。そして死の間ま際ぎわ、リルエーカ様が彼女に薔薇の種を授さずけた。薬効の高い実と、冬には長く雪に覆おおわれるこの地にささやかな心の安らぎを、という彼女の願いをリルエーカ様は聞き届けたんだ」

　この国の歴史と神話は常に一体だ。旧ふるければ旧いほど、神々の存在は色いろ濃こくなる。実りの少ない極ごつ寒かんの大地で、自分達は気まぐれな神々の恩恵に生かされている。

「リルエーカ様は、以前降りていらしたルーロッカ様と対ついをなす神霊様ですね。第一の真実は善意と希望。もし今そんな方が降りてきていらっしゃるのだとしたら、何のために薔薇の花を咲かせ続けておられるのでしょうか」

　ルーロッカに体を乗っ取られかけたニカが言うのに、フィグネリアは首を傾かしげる。

「花を好む神霊様は多くいる。薔薇を愛めでるためだけならば、この土地に由来している神霊様とは限らないかもしれないな。そもそもリルエーカ様は薔薇が見たくて、種を授けられたのではなかった。病に苦しむ領民達のために身を細らせながら祈った、アドロフ家のご令れい嬢じように心動かされたという話だからな」

　珍しく人のために動いてくれた神霊が関わっているとは思いづらい。

「……うん。でも、その人はもういないんだ。待ってても、帰ってはこないんだ」

　いつの間にか薔薇の妖精と繫がっていたクロードが切なそうに囁ささやき、困り顔をフィグネリアに向ける。

「神霊様が関わっているのは間違ってないです。ただ、妖精達も咲き続けるのを望んでて、それに神霊様が力を貸してるんです」

「どういうことだ？」

「……薔薇達の記憶が見えたんですけど、皇こう太たい后ごう様が帰ってくるのを待ってるんだと思います」

　冷たい風が吹き、薔薇たちがさわさわと揺ゆれ動く。

　フィグネリアは声をなくし、身を寄せ合って震ふるえる薔薇達の音を聞いた。そうして、母に抱だきしめられた時の匂においが強く香り、鼻の奥がつんとする。

「……なぜ、今になってそんなことが。亡なくなってもう三年だ。それに、あの方がここに戻ってこられなくなって七年にはなるんだ」

　母のオリガは亡くなる四年も前から、生家に戻れないほど体が弱っていた。

　それでも薔薇が咲く頃になると、そわそわとしていたのを覚えている。贈おくられてくる香水や茶を見て嬉しそうにしながらも、花を見られずに寂しげだった。

　薔薇達も、母を待っていたのだろうか。

「寒いし、考えるのは中に入ってからにしましょう」

　クロードに肩を抱かれ、感傷と戸惑いに立ち尽つくすフィグネリアは、彼にそっと身を寄せる。

　それからまた離れに戻ったが、結局いくら考えても今頃になってこんなことが起こる理由は見つけられなかった。

　そしてそのまま夜は更ふけてしまい、それぞれ寝しん室しつへと移った。

「今頃どうしてだろうな……」

　寝室の広いベッドの上で、フィグネリアは眠れずにいた。クロードは妻のことを気にかけてさっきまでは起きていたが、旅の疲れと気疲れに負けたらしく熟じゆく睡すいしている。

　自分ももう寝ようと、燭しよく台だいの火を消すためフィグネリアはサイドテーブルへと視線を移す。そこに飾られた薔薇が、燭台の光に淡く輝いている。

「待っていても、戻ってこないんだ」

　返事をしない薔薇に語りかけ、フィグネリアはふっと燭台の炎ほのおを吹き消した。

　訪おとずれた暗くら闇やみの中、眼まな裏うらではまだ薔薇は鮮あざやかに咲いていた。

　優しく微笑む母の姿と共に。
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「フィグ」

　ベッドでひとり丸まっていると、扉の向こうから母の声が聞こえた。皇太后付きの侍女達が近づいてはならないと慌てている声も。

「また、眠っていると言っておいてくれ」

　十三のフィグネリアは酷ひどい熱に何度も吐はき戻して痛んだ喉のどで、薬を持ってきた侍女に告げる。見舞いにくる兄達にもそうしてもらったように。

「……ええ。ですが皇女殿下、本当にただの風か邪ぜということにしておいてよろしいのですか？」

「いい。余計なことは言うな」

　そんな会話をしているうちに、扉が開いてしまう。悲鳴じみた声で「皇太后様！」と呼び止める声も一いつ緒しよに聞こえた。

「母上、なりません。風邪がうつります」

　病弱な母は風邪ひとつでも命に関わることになりかねない。侍女達の悲ひ壮そうな表情は仕方ないだろう。

　実際は毒を盛られただけなのでうつりはしないが、臥ふせっている姿を見られて勘かんづかれるのが嫌だった。

「酷い声だわ。もう三日でしょう。こんなに長く寝つくなんて、本当に大丈夫なの？」

　四十近くになるというのにいまだ少女めいた雰ふん囲い気きを残すオリガが、泣き出しそうに声を震わせた。

「じきに、よくなります。そうしたらまた兄上のお手伝いに戻ります」

「無理はしなくていいのよ。わたくしからお父様にお手伝いをお願いするわ。そうしましょう。あなたのためにも、イーゴルのためにもそれがいいわ」

「……父上は……先帝陛下は、そのご判断はなさらないと思います」

　今、アドロフ公から恩を受けてはならない。十三の小娘である自分など、たちまち立場をなくす。志こころざし半なかばで崩御した父の遺志を、無下にするわけにはいかない。

　それに、毒を盛ったのはアドロフ公に繫がる者の可能性すらある。

「ごめんなさい。わたくし、また考えなしなことを……」

　しゅんとする母が、急な父の崩御で十分な準備もなく国政を担になわねばならない兄や自分のために、精せい一いつ杯ぱいできることを考えてくれているのは分かる。

　ただ、その背後にはアドロフ公がいて、安易に頼るわけにもいかない。

「母上が心配なさることはありません。もう、お部屋にお戻りください。私のことより、母上のお体の方が大事です」

　皇太后付きの侍女達がそわそわと心配そうに見守っているのを示すと、母は渋しぶ々しぶと離れていく。

　本当はもっと側にいて欲しかった。

　三日の間、ひとりきりでたまらなく心細かったのだ。このまま目を閉じると二度と目覚めないかもしれないと思うと恐くて、誰かにしがみつきたくなる。

　自分にとって、その誰かは母だった。

　部屋を出る前にもう一度振り返る姿に、待って、と声を上げたくなる。

　それでも荒れた喉と理性が声を押しとどめ、フィグネリアはかすかに残る母の香りへと意識を傾けるだけでこらえた。
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　翌よく朝あさ目覚めた時、何気なく体を動かしたフィグネリアは側に触れるものがなくて、目を見開いた。

「クロード」

　名前を呼びながら半身を起こすと、すでに身み支じ度たくを整ととのえている夫が見えた。珍しく彼の方が先に起きていたらしい。

「おはようございます。フィグがこんなに遅いなんて珍しいですね」

「寝過ごしてしまったか」

　逆に夫に珍しがられて刻限を問うと、起床予定時刻ぎりぎりでほっとする。

「ちゃんと寝ましたか？　俺、結局先に寝ちゃったし……俺が寝ね坊ぼうしちゃったことにして、もうちょっとゆっくり休んでから出ますか？」

「いや、問題ない。お前が寝てすぐに私も寝た。疲れもそうない」

　灯ひを消してベッドに横になった後の記憶はまったくなく、熟睡はできたはずだった。

　フィグネリアはサイドテーブルに飾られている薔薇を見る。夢の残り香ががした。

「ただ、夢見が悪かったんだ」

　ベッドに腰掛けるクロードからどんな夢かと聞かれ、フィグネリアは覚えていないと答える。

　それでも、感情だけは胸に残っている。甘く優しいけれど、ひとりで置き去りにされてしまいそうな心細さ。

　子供の頃の夢かもしれない。母や兄妹の優しさに幸福を感じながら、漠ばく然ぜんと不安を抱いだいていたあの頃だ。

「フィグ、本当に大丈夫ですか？」

「ああ。もう支度をする」

　客用のベッドは広く、すぐに手が届く距離にクロードがいない。衝しよう動どう的てきに彼の胸に顔を埋めたくても、そうできないうちに早く身支度をしなければ、と頭が冷静さを取り戻す。

　だけれど感情はそのままで、理性と感情が大きくずれる。

　ベッドから下りようとした時に差し伸べられた手を取ると、クロードに抱き寄せられた。ふんわりと包み込まれているだけなのに、きつく抱きしめられるよりも離れがたかった。

　このまま、夢の名残なごりが消えてしまうまで、こうしていたいとさえ思う。

「……薔薇のこと、気になりますか？」

「気にならないこともないが、私達の関わることでもない」

　理性を優先し、フィグネリアはクロードから身を離す。見上げると彼は琥こ珀はく色いろの瞳を不思議そうに丸くしていた。

「今回の神霊様はルーロッカ様の時と違い、行方ゆくえ知れずというわけでもないだろう。これだけ広こう範はん囲いに力を及ぼせるのなら、降りてきていたとしても普通に人間を器うつわにしているのだろうし、神殿に相談すればいずれかの神霊様が対処にあたられる」

　神霊が降りてくる人間に目立った特とく徴ちようはない。『波長』が合って、かつ人間という器に神霊が入り込めるだけの余裕があれば、降りてこられるということだ。

　ルーロッカの時は本来ならば合わないリスの体に降りてきたため、神界からも行方が摑つかめず、妖精の動きをたどれるクロードが協力せざるをえなかった。

「半分は薔薇の妖精の意思だから、俺にも居場所は摑めないですけど。できることがあるなら、役に立ちたいです。器になっちゃってる人のことも気になるし……」

　神霊の器にされた人間にも影えい響きようが出る。ニカも器にされかけてしばらくは要安静の身となったが、あれはあれで特とく殊しゆな例だった。

「合った器でお前がたどれないほどの力しか使っていないのなら、そう焦あせることもないだろう」

「確かに無理に入られてるってわけじゃなさそうですけど……。フィグはあんまり神霊様と関わりたくないですか？」

「できる限り、神霊方に深入りしない方がいい。まともに力を使えなかったルーロッカ様でさえあれだ。関わらないですむなら、その方がいい」

　対たい峙じしてしまった場合、クロードひとりに任まかせるしかない状況になるのが何よりも不安だ。

　非力な人間でしかない自分は、見守ることしかできない。

「……でも、皇太后様が関係してるみたいだし、いいんですか？」

　少しだけ考えてフィグネリアは首を縦に振る。

「いい。考えたところで答が出ることもない。戻って神殿に報告して、終わりだ」

　後ろ髪がみを引かれる思いはあれど、ここに留とどまる理由はないだろう。

　フィグネリアは困った顔をしているクロードに微笑みかける。

「さあ、もう遅くなる。出立前に挨拶もしなければならんからな。それに街で馬車を停めている時間もなくなる」

「何か用事があるんですか？」

「街を見たがっていただろう。早めに出れば帰りは多少の物もの見み遊ゆ山さんをする余裕はある。気になる場所があるなら、事前に言ってくれればいい」

　このまま天候がよく問題もなければ、多少寄り道をしても予定通り明後日あさつてには帝都に戻れる。どこもかしこも雪景色で代わり映えはしないが、遠出することなど滅めつ多たにないからいい機会だろう。

「それならいっぱいあるから、優先順位つけとかないと駄目ですね」

　まだ薔薇のことに引っかかりを覚えているようだが、クロードは楽しげに応こたえた。

　その笑顔を見ていると、夢の名残に曇くもる心に陽ひが差してきて、フィグネリアも自然と笑みを浮かべた。

「よし。私もすぐに支度をする。朝食はまだだろう。先に広間で待っていてくれ」

　そしてフィグネリアはクロードを部屋から出して身支度をすませ、共に広間へと向かう。その途中、アドロフ家の侍女が忙せわしなくやってくる。

「申し訳ありません。マラット様が急な用件で外出されまして、ご挨拶はできないとのことです」

「こんな朝早くから、何かあったのか？」

　侍女に問うてみるが、彼女も今し方のことで詳くわしくは知らないらしい。次期当主自みずから出向く用件とは大おお事ごとだと思うが。

　フィグネリアが黙もくして考えていると、不ふ興きようを買ったと誤解したのか、侍女がか細い声で再度「申し訳ありません」と謝罪をする。

「分からないのならいい。手間を取らせてすまなかった」

　そう告つげると、侍女はお辞じ儀ぎをして去って行った。

「……まったく、帰りたいのに帰りづらいとは困ったものだな」

　これから帰るというのに気持ち半分はここに置いたままになりそうで、フィグネリアはそっとため息をついた。
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　朝食を終え、挨拶代わりの礼状をアドロフ家の使用人に託たくした後、フィグネリア達は予定通り城を出た。

　街に入ってから馬車を降りたフィグネリアは、雲ひとつない薄水色の空を背にしてそびえる城を見上げる。

「フィグ、気になるなら戻りますか？」

「……何かあるなら、帰り着く頃には報告があるだろう。さあ、人通りが増える前に見て回るぞ」

　九公家領内は問題があってもそれぞれの領主の采さい配はいで事を収める傾けい向こうが他より強い。アドロフ家の事情なら、皇族といえどもそう簡単に介入はできない。

「見て回るっていっても、見た目は普通の街ですよね。えっと、あ、上から見ると道の幅はばが違うのに下から見ると同じに見える」

　まだ朝早く、人通りが少ない通りをクロードが行ったり来たりしてみながら、声を弾はずませた。

「騙だまし絵になっている街だからな。城へ向けて上のぼっていると惑まどわされる。エリシンが詳しいのだから、彼に話を聞きながら歩く方がよくないか？」

　フィグネリアは少し離れたところで護衛の兵士と一緒にいるニカに目を向ける。実際来たことはないものの、ニカは建築についての知識が深く、道中あれこれクロードに教えていた。

「せっかく気を利きかせてふたりにしてくれてるんだから、呼ぶのも悪いですよ。あっ、あそこから狙ねらい撃うちにしたのかー」

　クロードは間近にそびえる塔を見上げ、すっかり見物に没ぼつ頭とうしている。書物の中の戦記と実際の街の様子を重ね合わせているらしい。

　時々足を止めてはあの戦場はこの辺りと確認し、幼おさな子ごのように瞳を輝かせて見入っていた。

　そんな彼の姿を見ていると、満ち足りた心地ここちになれた。

（何が楽しいのかはまったく分からんがな）

　雪を被かぶる煉瓦造りの街の光景は、帝都とさして変わらない。傾けい斜しやがあるぐらいしか違いはなく、要塞都市の仕掛けや歴史の知識はあっても、それだけのものである。

「距離感とか、坂の傾斜とか見たまま鵜う吞のみにすると大変なんですね……攻め込んでもお城までなかなかたどり着けないって本当なんだな」

　クロードの鼻の頭が赤いのは寒さのせいだろうが、頰が赤いのはそればかりでもなさそうだ。

「だから、あまり歩き回りすぎると必要以上に疲れるぞ」

　フィグネリアは苦笑しながら、クロードの後を緩ゆるやかについていく。

　幾いくたびもの戦いくさで勝者となってきたアドロフ公こう爵しやく家け。城までの道を阻はばむ街は、巧こう妙みように人の感覚を狂くるわせていく。長年の住民達はどんな場所に行くにしても最短の道を知っているが、余よ所そ者ものには石のごとく固く口を閉ざす。

　防衛に限らず攻めに回っても、アドロフ公爵家は手て強ごわい。マラットやイーゴルのように体格も武芸も抜きん出た、優すぐれた武人を血族の中から多く輩はい出しゆつしている。

　実際、城下まで敵に攻め入られたのも三度だけである。

　今の当主のパーヴェルはどちらかといえば護まもりを得意とする性質だが、武力以外での攻撃は鋭するどい。

（……アドロフ公とはあまりやり合いたくないが、ここで一度お話はしておきたかったな）

　薔薇に、アドロフ公に、今朝の不ふ穏おんな様子。

　気にかかることばかりだと、フィグネリアは数歩先を行くクロードの姿を目で追いつつ、もう一度城を仰あおぎ見る。

「……フィグ、俺ばっかり楽しんでる気がするんですけど、何か見たいものってないですか？」

　急な坂を上って少し息切れし始めているクロードが、我に返った様子で戻ってきた。

「特にはないな。お前が楽しんでいるのを見ているだけで楽しいので問題ない」

　気遣いでも何でもなく正直に言うと、夫はなぜか複雑そうな表情をした。

「駄目です。それは俺が言わなきゃならない台詞せりふです」

「……別に私が言ってもいいと思うが」

　後ろでそっと夫婦を見守る護衛がこっそりクロードに賛同していることも知らず、フィグネリアは首を傾げた。そして夫の背の向こうに馬で駆かけてくるアドロフ家の兵の姿を認め、視線を鋭くする。

　敵意は見られないが、急いで来たらしく馬の荒い息も白い湯気が立っている。

「皇女殿下、これより神殿までご同行願います」

　フィグネリアは一度クロードと顔を見合わせ、従うことを決めた。
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　クロードはゆるゆると窓の外を流れる、ただ白いばかりの雪景色を眺ながめながら、ため息をつく。

　あれからフィグネリア達と城へ戻り、侍じ女じよらを待たい機きさせた後で裏手側の門から神しん殿でんへ向けて馬車を走らせていた。

　追ってきた兵が急いでいたのは、単にフィグネリアに追いつくためだったらしく、神殿までは急がず来て欲しいとのことだった。

「帰り、遅おそくなりそうですね」

「ああ。のんびりできると思ったのだが、その余裕はなさそうだ」

　フィグネリアが残念そうに言ったので、クロードもうなずく。

　街や史し跡せきを見て回れないのもそうだが、フィグネリアも一緒に楽しませられないか考えていたところだったのに、何も思いつかないうちにこうなってしまった。

（城下じゃ、俺がひとりで夢中になりすぎたし……）

　一緒にいて楽しいと思ってくれているのは噓うそではないと分かっているものの、もっと計画的に考えておけばよかった。

「そう落ち込むな。春になったら日帰りできる範はん囲いで、遠とお駆がけに行く暇ひまぐらいは見つける」

「暇ができるくらい仕事ができるようになります……それにしても仔し細さいは神殿でって、何でしょうね。神しん霊れい様絡がらみじゃないといいんですけど」

　神殿と聞いて真っ先に思いつく揉もめごとに、クロードは表情を曇くもらせる。

「マラット様が皇こう女じよ殿でん下かをお呼びになるほどの用件ですから、大変なことなのでしょうが」

　クロードの向かいに座るニカも不安そうだった。

「妖よう精せいに異変などは感じないか？」

「今のところは分かりやすい変化はないですけど…………」

　クロードは妖精達の気配を近くに感じ、窓の外に目を向けて言葉を失った。

　馬車の窓の外は一面、細く白い石柱が並び、全てに薔ば薇らが絡んでいた。雪に覆おおわれた大地が照り返す陽光で、橙だいだい色いろの薔薇は黄たそ昏がれ時どきの太陽のごとく鮮あざやかに輝かがやいている。

　そんな薔薇でできた森は左右の窓、どちらを向いても果てが見えない。

　夢のように美しい景色はまさしく神の慈じ悲ひだ。この国の人々が神霊を崇あがめ奉たてまつる意味を心で感じられる。

「あ、大神殿ほどじゃないけどここの神殿も大きいですね」

　馬車が右に曲がると神殿の姿が見え始め、クロードはやっと言葉を取り戻した。

　神殿は城じよう壁へきこそないが、どこか要よう塞さいめいた造りはアドロフ家の城とよく似ていた。しかしながら真っ白い色と静せい謐ひつな雰ふん囲い気きが神聖さを醸かもし出しており、武骨さは感じない。

　神殿にたどり着くと、そわそわと落ち着かない様子の神官や領民がうろうろしていた。

　馬車から降りた三人を、神官が「お待ちしていました」と迎むかえ入れる。

　分ぶ厚あつく重たい大おお扉とびらから屋おく内ないへ入ると、すぐに礼れい拝はい堂どうだった。三百人ほども収容できる広い堂の奥には、腕うでに薔薇を絡めたリルエーカの像が立っている。

　フィグネリアが領民達の声に耳を傾かたむけ、眉まゆ根ねを寄せる。

「何かが破は裂れつした音……？」

　朝、大きな音がした。それが彼らが口にしている共通点だった。

「フィグ、みんなが言ってる音って銃じゆう声せいじゃないですか？」

　思い当たるものはそれしかなかった。

「ああ。そうかもしれん。だが、銃があるはずはないが……」

　フィグネリアの言うように、密輸された銃の追つい跡せきは徹てつ底てい的てきに行って全て回収したはずだった。

　何が起こったのかと案内の神官に問うが、答えてもらえず神殿奥深くへと案内される。

「神官長様！　皇女殿下のご一行が」

　窓がなく、松たい明まつの灯あかりに照らされる廊ろう下かのつきあたりに、五十ほどの男がいた。これといって特とく徴ちようのない彼はずいぶん憔しよう悴すいしきっていた。

「お待ちしておりました。私が当神殿の一切を任まかされている者です。今からご覧に入れるものは、領民にはしばし内密にお願いします」

　扉が開かれた先、さらにもう一枚扉があった。それも開かれると、鉄てつ錆さびた血の臭においと肉の焦こげた臭い、それからかすかな火薬の臭いが鼻先に触ふれる。

　クロードは思わず呼吸を止めるが、次に息をする時にかえって思い切り空気を吸い込んでしまい、むせ込みそうになる。

（血の臭い、気持ち悪い……。できたら見たくないけど）

　部屋の中にはすでにマラットがいた。扉からは彼の背しか見えず、心の準備をする前に恐おそろしいものを見てしまうことがなかったのは幸さいわいだった。

「……一体、何があったというのですか」

　先頭を行くフィグネリアが声を上うわ擦ずらせながらマラットへと問いかける。彼は大声を上げることもなく、静かに体を脇に寄せ、大きな台の上に乗るものを示す。

「今朝、大だい音おん声じようがして何事かと思い神殿の庭に出たら、こうなっていたらしい」

　フィグネリアがまず台に近寄り、クロードはその後ろから意を決して台の上を怖こわ々ごわと覗のぞき込んだ。

「う、うわあ」

　銃じゆう弾だんで撃うち抜かれた遺体かと思ったが、そんな綺き麗れいな状態ではなかった。

　クロードはすぐに見たものから目をそらして口元を覆おおう。臭いだけならまだ耐たえられたが、実際目にすれば朝食が喉のど元もと近くまでせり上がってきそうだった。

「無理に見なくてもいいぞ」

「うう、大丈夫です。ちょっと、びっくりしただけです……」

「本当にこれは慣れなくていいものだからな。後ろを向いてそこに立っていろ」

　蒼そう白はくになったクロードは横目でちらりと遺体を見た後に、大人しくフィグネリアの言う通りにした。

　このまま直視しているとたぶん吐はく。

「ニカ、見ない方がいいかもしれないっていうか、見た？」

　クロードはニカが静かに硬こう直ちよくしているのに気づいて首を傾かしげる。

「いえ、俺は実家の家か畜ちくで血は見慣れているので大丈夫です。狩かりもしますし」

　そう気き丈じように言っているもののニカにも動どう揺ようが見られて、フィグネリアにふたりとも後ろを向いておけと言われてしまった。

「主従そろって軟なん弱じやくな……」

　マラットの呆あきれ声にもふたりは反論できず縮こまる。フィグネリアがそれよりと、話を遺体に戻した。

「死亡理由は銃が何らかの原因によって暴発したものと見受けられますが……」

「今朝、薔薇の様子を見るため神殿の中庭にいた神み子こ様がこの神官様と遭そう遇ぐうしたところ銃を突きつけられ、次の瞬間には爆ばく発はつした。神子様に怪け我がはなかったが、あまりの惨さん事じにお倒たおれになったそうだ」

　よく分からない鉄の筒つつを向けられ威い嚇かくされ、大音声と共に神官がこうなってしまったら、精神的な衝しよう撃げきは計はかり知れないだろう。

　クロードは神子の心境に大いに共感して同情する。

「俺には銃は分からんから、お前を呼んだ。神官長様、あれをお持ちください」

　不本意そうなマラットが神官長に言うと、奥にいる神官が布に包まれたものを運んできた。布にも血が染みており、フィグネリアが中を開く。

　クロードは遺体の損傷部分が視界に入らないよう、マラットの後ろにこっそり移動する。そしてそろりと台の方へ向き直ると、破裂した銃じゆう身しんが目に入った。

「旧式……？　他に銃弾……これぐらいの鉛なまり玉だまの類たぐいがありませんでしたか？　それとこれぐらいの棒状のものは？」

　フィグネリアが足りないものを示すと、神官長は困こん惑わくした顔でじっと彼女の顔を見る。

「皇女殿下はこれが一体何であるかお分かりなのですか？」

「少し齧かじった程度でそれほど詳くわしいわけではありませんが……。これは弓に代わる隣りん国ごくの武器ですので、本来ここにあるはずのものではありません。この神官様はここ五年の内にこちらへ？」

　神官長が大きくうなずいた。

「ええ。真ま面じ目めな神官でした……」

　動揺のためか、答える神官長もどこか落ち着きなく見える。

「神官様の部屋を見てもよろしいでしょうか？　それと、神官様が亡なくなられた場所も見せていただけたらと思います」

「足りないものでしたら私どもが捜さがしておきます。他に必要なものがあればお申しつけください。中庭は、今清めている最中ですので……」

「清める前に見ておきたいのですが」

　神官長に渋しぶられてフィグネリアは悩なやんでいる様子だったが、再度申し入れた。

「それでは、他の神官と相談させていただけますか？　それまで礼拝堂でお待ちください」

　神官長の返答にフィグネリアはうなずき、銃を布にくるむ。近くに控ひかえる神官が血を隠かくすため上から新しく布を巻くというので銃は彼に預けられた。

「それにしても瘦やせているな……」

　フィグネリアのつぶやきが聞こえ、クロードは損傷していない遺体の下半身を見る。

　血で赤黒く染まった神官服ごしでも、骨ほねだけかと思うほど脚あしが細いのが分かる。

（フィグ、何見てるんだろ……足？）

　クロードはフィグネリアの横顔の先が、裾すそから覗く足へ向けられていることに気づく。

　靴くつは運び込まれる際に脱ぬがされたのか、素す足あしだった。

（ああ、でも元から裸足はだしだったのかな）

　足裏はずいぶん汚れていて全体にあかぎれが目立ち、長期にわたって裸足で過ごしていたかに見える。

　視線を床ゆかに向け他の神官達の足下を確認してみるが、彼らはきちんと靴を履はいている。

「少し体調を崩くずして、食事をあまりとっていなかったものですから」

　神官長は奥歯に物が挟はさまったような言い方をして、遺体から目を背そむけた。

「では神官長様、中庭の件はよろしくお願いします」

　フィグネリアが裸足については問わなかったので、クロードはあれ、と思うがそのまま退出することになった。

「フィグ、あれってロートムの密みつ偵ていでしょうか」

　クロードが声を潜ひそめて訊たずねると、おそらく、とやはり小声でフィグネリアが返答した。

「銃は全て押おう収しゆうしたのではなかったのか？」

　側を歩くマラットが不服そうな顔でフィグネリアを睨にらむ。

「ええ。そのはずですが、こちらの調査に不備があった模様です。申し訳ありません。神殿内で詳しく申し上げるのはやぶさかですので後ほど……」

　マラットはそれを聞いてこれ以上の話はできないと思ったのか、ひとり先に礼拝堂まで歩いていってしまう。

「フィグ、あの、神官様の足……」

　クロードは一番気になっていたことを訊きいてみるが、フィグネリアが無言で首を横に振った。

　ここでは言うなということらしい。

（何だろう。ただの暴発事故じゃないのかな）

　フィグネリアの表情の険けわしさに、クロードは不安な面おも持もちでまだむかむかとする胃を撫なでる。

　それから、かつんと響ひびく軍ぐん靴かの音に不自然さを覚えた。

　冷たい廊下によく音を響かせるのは、さらに冷たい石の床だ。この上を日頃から裸足で歩いていたら、確かにああなるだろう。

　クロードはすれ違う神官の足下をちらちらと見る。誰だれもが底を厚くして綿わたも詰つまっているだろう布ぬの靴ぐつを履き、音を立てずに歩いている。

　それに、視線を上げたところでさすがにふくよかな神官はいないものの、これといって細すぎる者もいない。

（あの死んだ神官様だけが、他の人と違ちがう扱あつかいを受けていた……？）

　その考えが頭に過よぎった時、一様に同じ格かつ好こうをし、似た表情で歩く神官達が異様に不ぶ気き味みに思えた。
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　厄やつ介かいなことになったものだ。

　礼拝堂のリルエーカ像の前に腰こしを下おろしたフィグネリアは腕を組み、眉根を寄せる。それから様々な要因で顔色の悪いクロードを見る。

「大丈夫か？」

「……ちょっと、まだ気持ち悪いですけど、何とか。ニカはもう大丈夫か？」

「自分は落ち着きましたが……神官様に診みていただきましょうか？」

　ニカがおろおろとした様子で主君の顔を覗き込んだ。

「しばらくしたら、俺もたぶん大丈夫。それより笛、吹いた方が落ち着きそう。いいですよね？　ご挨拶代わりにもなるし」

　クロードが銀の笛を取り出すと、礼拝堂にちらほらいる領民らが期待の目を向けてくる。

「婿むこは腕のいい楽がく士しだったな。いい。領民達もこのままでは落ち着かんだろうから吹け」

　フィグネリアが返答をする前に、近くにいたマラットがぞんざいに許可を出した。

（そういえば、クロードの楽士としての腕は知られているのだった）

　冬ふゆ籠ごもりの祭事で第一皇女の婿が楽士を務つとめ、気まぐれな西風の女神アトゥスに気に入られた話は、各地に伝わっている。

（というか、アトゥス様とのあれも知られているのだったな……）

　クロードの楽士としての才はともかく、自分とアトゥスがクロードを取り合ったやりとりまで伝わっているのだということを思い出して、フィグネリアはいたたまれない気持ちになった。

　妻が心のうちで帰りたいと思っていることなど露つゆ知しらず、クロードが笛に口をつける。

　礼拝堂内はそういう造りになっているのか、最初の一音から広い部屋の隅すみ々ずみまで濁にごりなく、よく音が響いた。

　反はん響きようを利用して巧たくみに音程と速さを変えながら、笛は優美な旋せん律りつをゆっくりと広げていく。

　堅かたい蕾つぼみが艶つややかに八や重えの花びらを開くように。
















　音の花が満開になる頃には、礼拝堂に最初の倍以上の人が集まっていた。ちょうど神殿を訪おとずれてきた人達の他に、神官達も複数様子を見に来ている。

「……あれ、人、集まっちゃってる？」

　笛から口を離したクロードが、慌あわてて辺りを見回した。

「それは、集まるだろうが。思ったより目立つことになったな」

　何度聞いても新しん鮮せんな感動を覚える音ね色いろにすっかり聴きき入っていたフィグネリアも、これだけ人ひと集だかりができたことに驚おどろいた。

　領民達が「これで実がついてくれれば」と、口にするのが耳に入ってくる。どの声も切せつ羽ぱ詰つまったもので真剣だった。この辺りの住人ということは、薔薇を育てることを生なり業わいとしているのだろう。

「……笛の腕は確かなようだな」

　マラットも認めたらしく、無ぶ愛あい想そうながらも言葉に感かん嘆たんを隠しきれていなかった。

　それからすぐに神官長が目を丸くしながらやってきた。

「やはりあなた様でしたか……」

「あ、はい。すいません、勝手に笛を吹いちゃって」

「いえいえ。何とも素す晴ばらしい演奏でした。これほどに心奪うばわれる音は初めてでございます。祭事での演奏の評判は届いておりましたが、よいものを聞かせていただきました」

　神官長が今にも拝おがみかねない勢いでクロードの笛を褒ほめ称たたえる。

「あの、神官長様。それで中庭の件ですが」

「申し訳ありません。ほとんど清めがすんでしまっていました。それでよろしければどうぞ」

　少し悩んだものの、フィグネリアは見るだけ見ておくかと腰を上げる。

　そしてたどり着いた中庭は、整然としていた。

　中央に四阿あずまやが建つ真四角の庭園にも細い支柱が何本もあって、やはり薔薇は咲き乱れている。

「……ああ。本当に綺麗にしてしまっているな」

　フィグネリアは、一滴の泥どろも血けつ痕こんも見当たらない真っ白い地面に目をやって腕を組む。

「神官様が亡くなったのってあの辺りですか？」

　だいぶ顔色がよくなったクロードが、不自然なまでに平らで足あし跡あとひとつついていない場所を示すと、作業を終えて辺りを確認していた神官が「そうです」とうなずいた。

　よほど大変だったらしく、彼は汗だくだった。

「何も残っていませんね」

　ニカが辺りを見回してひっそりとつぶやく。

「そうだな。せっかく入れていただいたが、これではもう何も見つけられそうにないな。しかしなぜこの場所だったのだろう……。神官長様、神子様はまだご無理でしょうが、他の神官方からお話を聞きたいのですが」

「ええ。ご協力はしたいのですが、まだ皆みな落ち着いていませんので明日以降にならば」

　神官長がそう答えるのに仕方なしとフィグネリアはうなずき、ふと視界の端はしで薔薇が巻きついている柱の側にクロードが寄っていくのを見つけた。

「クロード、何をしている」

「ここ、血がついてます。蔓つるのところ……」

　クロードが指し示す柱の下方には、確かに血がついていた。

「ああ、まだ残っていましたか。薔薇に穢けがれを残すなど……」

　神官が慌ててそれをぬぐいとるのを見ながら、やけに範囲が広いとフィグネリアは眉を顰ひそめる。

　あちこちに血やら何やら飛び散ったのだろうが、それにしても念入りすぎるほど広範囲に雪がならされている。

「……神聖な場所に入れていただきありがとうございました。おそらく事故だと思うのですが、神官様の人となりについても知りたいので明日改めて伺うかがいます。今日は銃を持ち帰りたいのですが、よろしいでしょうか？」

「はい。他にお渡しすべきものがないか、私どもの方で彼の私室も調べておきます」

「助かります」

　神官長の協力的な態度に、フィグネリアは礼を述べる。自分達で調べられないことは残念だが、あまり立ち入りすぎるわけにもいかないので仕方がない。

「殿下、よく見つけられましたね」

　再び礼拝堂で待つように促うながされ中庭から屋内へと戻る途中、ニカがこっそりとクロードに訊いていた。

「んっと、勘かんというかそういうの。うん」

　どうやら妖精の反応であれを見つけたらしかった。マラットは怪け訝げんそうにクロードを一いち瞥べつしてから、フィグネリアへと目を向ける。

「……フィグネリア、後の処理を手伝え。もう一晩離れを貸す」

「ええ。そうしていただけると助かります」

　一晩どころではなくしばらくは戻れそうにないと、フィグネリアは周囲の神官達の様子を注視する。そして胸の内で確信を持ってつぶやいたのだった。

（まだ他にも密偵はいる）
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　アドロフ家の城に戻ってすぐ、フィグネリア達は前日会談した部屋へと通された。

「そもそも、神官様は銃をどこから手に入れたんだ！　お前達の報告では密輸された銃は全て回収したとあったぞ」

「……それに関しては、不ふ手て際ぎわをお詫わびします。この旧式銃は試験的な目的で少数密輸され、その後暴発の危険性が少ない新式に入れ替えられたことが判明しています。入れ替えられた新式銃は大神殿に保管されたままでしたので回収済みです。どこかで情報の見落としがあったかと思われます」

　フィグネリアは落ち度を認めて謝罪する。

「状じよう況きようは、密偵が神子様を撃とうとして自じ滅めつしたということか」

　怒り冷めやらぬマラットに確認され、フィグネリアは首を横に振る。

「神殿内では申し上げられませんでしたが、事故ではなく意い図と的てきなものと思われます。この銃は旧式で暴発しやすいものですが、ここまでになるには、相当量の火薬を詰め込まなければなりません」

　フィグネリアがテーブルの上の銃の、大きく破は裂れつした銃身を示した。

　遺体を見た時には、自分も事故だと思った。だが銃を見せられて考えは変わった。

「自殺ってことですか……？　でも、なんでわざわざそんなまどろっこしい、あ」

　銃を見つつ、クロードが答を見つける。

「細さい工くをした者がいるということか」

　同じく気づいたマラットがクロードより先に言った。

「そうです。銃について知っている人間はロートムの密偵以外にいません。人数は不明ですが、他にも潜んでいるはずです。細工をした者が偽ぎ装そうを見破られたと知った場合、どんな行動を取るか予測がつきませんので口外は控えて密ひそやかに捜そう索さくすべきかと」

「騒そう動どうから四よ月つき以上経たっているのだぞ！　なぜ今までここに密偵が潜んでいることを調べ上げられていなかったのだ！」

　マラットの怒ど声せいが張り詰めた室内の空気を揺ゆるがす。

「……九きゆう公こう家け領内の神殿に密偵が潜んでいるかどうかの調べは最初にいたしました。ですが捕とらえた密偵からの情報は乏とぼしく、神殿側のご協力を得るのにも時間がかかりましたので」

　とにかく、得られた情報が少なかったのだ。大神官長が定まり、神殿内が落ち着くのにも時間がかかった。

　これ以上俗ぞく世せとの繫つながりを深めたくない各神殿への対応は、大神官長に任せるしかなく、こちらからは大きく動けなかった。

「神官長様も密偵を普通の神官様だって言ってたし、外からいくら言っても神殿側が怪あやしい神官はいないって言ったら、こっちも信じるしかないですよね」

　クロードがそう付け足して、マラットにねめつけられる。

「その件は後のちほど。今は事故を装よそおった理由、なぜ神子様を襲おそったのか、そして何が原因でこの事態を引き起こしたかの三点を解明していきたいと思います」

　フィグネリアは矢や継つぎ早ばやに言葉を重ね、マラットの注意を引く。

「……密偵が潜もぐり込んだ目的は分かっているのか」

「神官方のお役目は人々の悩みを聞くことにあります。そこからの情報収集が最大の目的だと思われます。それともうひとつ、薔薇の実も目当てだったのかもしれません」

　その言葉にはクロードが反応を示した。

「銃以外に密輸されたもの、ですね。ロートムにない希少な薔薇だから狙ねらわれてもおかしくないですよね」

「持ち出したところでたかがしれている。大量に運び出せばすぐに足がつくだろう」

　マラットが反論するも、フィグネリアは冷静に返す。

「持ち出すのは少量で十分です。向こうで繁はん殖しよくさせようと考えるでしょう」

「まさか、発芽できる状態で持ち出したというのか!?　そんなことはあり得ん！」

　部屋に轟とどろくマラットの声に、クロードが目を丸くする。

「かなり管理が厳しいんですね」

　そしてこっそり話しかけてくる夫へと、フィグネリアはうなずいてみせる。

「薔薇の種は発芽できる状態で国外どころか領内でも、薔薇園以外に持ち出しは禁止だ。理由は分かるか？」

「ええっと。アドロフ公領のもので希少性が薄うすれるからとか、神霊様がくれたものでここでしか育たないからとかですか？　あれ、でもそれにしても場所が限定されすぎてるか」

　会話を聞いたマラットが、クロードを奇き怪かいなものでも見るように凝ぎよう視しした。

「ここでしか育たないかどうかは誰も試したことがない。他の地に種を植えたり、そのつもりがなくても種を落としてしまったりすると、その地に慈悲を与えたり、気に入りの場所にしたりしている神霊様に失礼にあたるからだ。実際、神霊様同士で兄きよう弟だい喧げん嘩かになったり、ご機き嫌げんを損そこねたという事例も他領であった」

　フィグネリアの解説をクロードが、驚きと感心の入り交まじった顔で聞く。

「……それってどれぐらい前ですか？」

「最近の事例で三百六十年ほど前だ」

　そう返すと、クロードはきょとんとしてもはや言葉も出ないほどになっていた。

「……夫はこちらの信しん仰こうに馴な染じんでいますが、まだこの通りです。まるきり神霊様や妖精の存在を信じないロートムの者なら、我われ々われが禁きん忌きとすることは意味を持ちません。現に死んだ密偵は神子様に銃口を向けました」

　フィグネリアはマラットへと視線を戻す。

「……薔薇が実をつけんのもこのせいか。奴やつらめ、神殿に悪意を持ち込んでリルエーカ様の不ふ興きようを買いおって！」

　テーブルを叩たたき割らん勢いでマラットが拳こぶしを打ちつけた。フィグネリアは口を引き結び、横目で見たクロードも困った顔をしている。

　今のところ薔薇が散らない理由は別にあるのだが、説明するわけにもいかない。

　ひとまずそこから話をそらさなければとフィグネリアが口を開きかけた時、部屋の扉が軋きしみながら開かれた。

　次に石の床をこつりと叩く音が聞こえる。

　フィグネリアとマラットがほぼ同時に立ち上がり、クロードが遅おくれてふたりに倣ならう。

（ずいぶんお瘦せになった……）

　現れた杖つえをつく白はく髪はつの老人を見て、フィグネリアは三年の月日の流れを実感する。

　上うわ背ぜいはあるものの、背は以前より折れて一回りほど細くなっていた。

　パーヴェル・アドロフ。アドロフ家当主として九公家の中心に立つ彼は、それでも威い厳げんを欠片かけらたりとも失っていない。

　彼が歩くだけで並々ならぬ緊きん張ちよう感かんを強しいられるのは、今も昔も同じだ。杖が床を叩くたびに、鼓こ動どうが跳はね上がる。
















「久しいな」

　強い光を宿す瞳ひとみを向けられ、足がすくみそうになったが怯ひるんではいけないと顎あごを引く。

　隣となりにはクロードもいる。彼に見せるべき姿は毅き然ぜんとした態度でなければならない。

「本当に、長い間ご無ぶ沙さ汰たをしておりました。皇こう太たい后ごう様のご葬そう儀ぎ以来、書簡でのご挨あい拶さつのみと不義理ばかりで申し訳ありません。先日は私が至らぬばかりに、皇こう帝てい陛へい下かの御おん身みを危険に晒さらし、国家の安あん寧ねいを乱したこと、深くお詫わびいたします」

　フィグネリアはよどみなく言葉を連つらねて深く頭を下げ、皇こう族ぞくから臣下へ対するものとして最大の敬意を示す。その横でクロードがおたおたとお辞じ儀ぎをした。

「……これまでのことはマラットから報告を受けているのでかまわん。それより神殿で死人が出たことについてだ」

　クロードには視線も向けずにパーヴェルが一番奥の席へ座る。

　それから立ち上がっていた三人は着席し、マラットが仔細を報告する傍かたわらでフィグネリアが時折言葉をつけ加えた。

「他に密偵がいることに間違いはないな。お前はまだここに残るつもりか」

　パーヴェルの静かな問いかけを受け、フィグネリアは「できれば」と返答する。

「少なくとも状況の仔細が判明するまでは留とどまりたいと思います。まだ銃が残っている可能性もありますので……ご迷めい惑わくでなければ帝都から必要な資料が届くまで置いていただければと思います」

「銃についてはこちらに知識がない。マラットと共に事の収束に尽じん力りよくしろ。くれぐれも領民に余計な不安を抱いだかせず、神殿に失礼にならぬよう動け」

　マラットは不服そうな顔でいるものの、ひとまずパーヴェルの許可が下りてフィグネリアはほっとする。

「ありがとうございます。取り急ぎ帝都へ書簡を送ります。銃も、軍の方で普ふ及きゆうに努つとめる者が詳しいので暴発の原因を調べるため一いつ緒しよに運ばせたいと思いますが、よろしいでしょうか」

　異論はなく、フィグネリアは次へと話を進めた。

「それと、領内の問題ではなく国の介かい入にゆうすべき事案ですので、律りつ事じ第二等官ザハール・イサエフを本件の担当官として任に就つかせます」

「ガルシン公の甥おい御ごか。まさかあれを手て懐なずけたのか、お前は」

　決定事項として告げたことに、マラットが当とう惑わくする。クロードは何とも言いがたい顔でその反応を見ていた。

「ロートムの技術に対して知識があり、律事官としても有能なので、イサエフ二等官が適任かと」

　フィグネリアはマラットの言葉に対する返答をぼかし、パーヴェルと向き合う。

「それはそちらの好きにしていい。必要なものがそろうまでの対処はどうするつもりだ」

「今しばらく、表向きは事故と処理して死亡した密偵についての情報を集めるつもりです。できるだけ少人数で当たった方が警けい戒かいされないかと思われます」

　それから一呼吸置き、フィグネリアは今日最も厄介になりそうな事こと柄がらに話を移す。

「死亡した密偵はすでに神殿で埋まい葬そうされましたが、遺体に気になる点がありました」

「瘦せていると言っていたな、お前は。確かに窶やつれていたが、それがどうした」

　フィグネリアのつぶやきを覚えていたマラットが訝いぶかしげにする。

「瘦せていたのもそうですが、裸足で長く過ごしていたのかもしれません」

　遺体を見て気づいたことを告げると、しばし全員が沈ちん黙もくした。

「やっぱり、あれは何かの罰ばつとかでしょうか。瘦せてたのも体調不良じゃなくて、食事をとらせてもらえなかったとか」

　クロードが言いにくいことをさらりと口にし、室内の空気が重くなる。

　神殿は多くの恵みと災さい厄やくをもたらす神々と、人とを繫ぐ、唯ゆい一いつの場だ。

　だからこそ、私欲や権力闘とう争そうに利用されぬよう政まつりごとに関わらず、同時に政府もできうる限り踏ふみ込まない。

　そのため独自の規き律りつが設けられているので、神殿の中で裁定されたことに政府側が立ち入るとなると難しいのだ。

　密偵の捜索や神殿への奉ほう納のうの目録を集めるのに難航したのも、これが大きな原因だった。

　とにかく神殿側は政府の介入を拒こばむ。神殿が神霊や妖精との繫がりを持つ以上、権力が無理に入り込むと民衆を動揺させるので、政府も強くは出られない。

　ルスラン大神官長も理解はあるが、あまり政府側に融ゆう通ずうを利きかせていると神殿内での立場が危あやうくなるだろう。

「……神官方は何らかの理由で密偵に苦行をさせていたのかもしれません。それを念頭に置いた上で、そこには触れずに聴ちよう取しゆした方がよいと思うのですが」

　下へ手たに隠しごとを暴こうとすると、頑かたくなになって得られるものも得られなくなる。そうなると事態が完全に膠こう着ちやくするおそれがある。

「お前は、どこまで踏み込む気だ」

　厳おごそかにパーヴェルが質問を投げかけてきた途と端たん、フィグネリアは身を硬かたくした。

　そして呼吸をひとつして、緩ゆるやかに口を開いた。

「神殿と俗世の境界は、密偵によって揺らいでいます。踏み込めるところまで、踏み込みます」

　一文字目を声に出す瞬しゆん間かんまであった迷いをおくびにも出さず、フィグネリアは断言する。

「馬ば鹿かなことを！　それは絶対不ふ可か侵しんの不ふ文ぶん律りつなどないものとすることだ!!」

　マラットが今日一番の大声を上げ、クロードがその勢いにびくりとする。

「お前は、踏みとどまるべきところをけして誤らないと言いきれるか」

　息子むすこの怒りなどまるきり気に留とめないパーヴェルは、フィグネリアだけを見ていた。

　わずかな隙すきも許されないその視線に気け圧おされる。父が生しよう涯がいかけて戦い続けた相手だ。自分ごときが相手になれるとは思わない。かといって立ち向かわずに退ひくことなどしない。

「けして誤りはしません」

　フィグネリアは簡かん潔けつに返答する。

　それ以外の言葉は自信のなさを誤ご魔ま化かすものにしかならない気がした。

「父上!!」

「マラット、お前はお前で、境界を見定めているのだろう。意に沿わんならばそこを踏み越えぬように見張っておけ」

　パーヴェルがそう言い放ち、額ひたいに青筋を浮かべながらもマラットは口を閉ざした。

　それから淡たん々たんと話は進んでいく。さすがに当主であるパーヴェルがいる間は、マラットも声を荒あららげる回数が少なく、滞とどこおりなく協議は終了した。
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　離れに戻りフィグネリアが帝都への書簡を認したためている間、クロードは同行の侍女や兵士に滞在が延びたことを連絡し、一体何度目かも忘れたため息をついた。

「殿下、五回目です。いい加減鬱うつ陶とうしいです」

　隣を歩いているニカがさっくりと言い放ち、クロードは背を丸くする。へこたれている時にこの侍じ従じゆうはやたら厳しい。

「だって、アドロフ公にはまったく相手にされなかったし。フィグがまだ仕事してるのに、俺はもうやることないし」

　手持ち無沙汰で余計に気が滅め入いる。

「ですが、殿下が今できることは以上です」

「まあ、そうだけどな。そういえばザハールも来るんだよな」

「あと五日はかかるでしょうが……」

　広間に入りながら、ふたりして何となく沈黙してしまう。

「……でもフィグはザハールが来たら、たぶん楽になるよな」

「ええ。律事官ですので、対処にも慣れていらっしゃるでしょうし、有能な方でもありますから」

「そこだけは認めるけど……俺ももっといろいろできるようになりたい。そうだ、王宮に送る書簡って何が必要か考えてみるか」

　広間のソファーに腰を下ろし、クロードはニカにひとつ提案をする。

　公式な文書の作成はフィグネリアに習っているが、こういう緊きん急きゆう事態で何が必要かは分からない。

　余裕があればフィグネリアも教えてくれるだろうが、今は先に考えておいて後で答え合わせをすればいい。

　たくさん正解できていたら、これから任せてもらえる仕事も増えるかもしれない。

「まずは、義あ兄に上うえ宛あて。っていうかこういう場合は皇帝陛下宛か。帰りが遅くなることと事態の説明、それから必要な物や遅れる分の政務についてもだな」

「おそらく皇女殿下は大臣方への指示の仔細を書かれているでしょう」

　ニカの補足にクロードがうなずく。確かにフィグネリアなら、そう簡単に連絡が取り合えない距きよ離りだからこそ、事細かに指示を明記するだろう。

「律事、産さん事じ、外がい事じが主おもだよな。あとは軍の方に送った銃を調べさせることも。……他には、薔薇の密輸の調査以外は具体的なことが思いつかないな」

　そこは後で教えてもらうとして、クロードは次に移る。

「ザハールにも、出すよな。それから最後に大神官長様か……」

　クロードは一度そこで言葉を止め、ニカに視線を向けた。

「これは、政府が神殿に介入してもいいですかっていう許可をもらうためだよな？　今のところ、神霊様が関わっているわけでもなさそうだし」

　密偵の死亡と神霊に繫がりは見当たらないので、今は脇に置いておいていいだろう。

　神殿の法と、政府の法。ここはまだ学びが浅く、政府と教会が密接に関わり合うナルフィス教の中で育った自分には馴染みが薄い。

「今回の場合は異例ですね。本来ならば地方の神殿で問題が起これば、神殿から大神殿へと連絡が行きますが、密偵に知られるわけにはいかないので皇女殿下から知らせることになりました。普通なら神殿内だけで事が収まり、政府には事後報告ということが多いです。神殿内で事態の収拾ができなければ、政府側に協力願いが出されることもある、と思います……」

　ニカの声に段々と自信がなくなっていき、最後は曖あい昧まいになる。

「神殿に政府が介入したのは内乱騒動の時が最初なので、他には例がない以上、自分もどうなるのか分かりません」

「あれが最初なんだ。でもあの時は銃じゆう撃げき犯はんが大神殿に立て籠こもっていて、政府側が助けに入ったっていうだけだったな」

　表向きはそれで通されたあの騒動は、神殿側には非がなかったとして終わった。大神官長自身が神霊に唆そそのかされていたため、実際は協力願いもなかったわけだが。

「今、神殿の中に密偵がいて、それを捕つかまえますってだけならそこまで問題にはならないんだよな？」

「ええ。ですが、密偵が密偵を殺害しました。しかし神殿側から見れば神官同士の諍いさかいです。それに神殿が死んだ密偵を独自に罰していた可能性があり、そこにも触れる必要があることが問題です。密偵を捕らえて情報を引き出すには、絶対不可侵の神殿の法に政府が踏み込まなくてはならないのです。そして神官として罰するか、密偵として裁くかの線引きをどうするかも問題になると思います」

「神殿と政府じゃ、神殿の立場が上でいいんだっけ？」

　クロードが訊きくと、ニカが微び妙みようそうに首を捻る。

「上、というより政府が神殿に無む理り強じいできてはいけないんです。大神殿には大おお神み子こ様がいらっしゃって、神霊方が降りてきます。災わざわいも恵みももたらす神霊様に、誰彼となく接せつ触しよくできる状況だけは作ってはならないんです」

「何だか、神殿って神霊様を外に出さないための檻おりって気もする。大きい力が手に負おえないのはよく知ってるけど……」

　クロードは自分の胸ポケットの笛に触れる。人の範はん疇ちゆうを超えた力を前に、あれだけの騒動が起きたのだ。神殿と俗世を切り離す必要があることは分かる。

　そうなると、自分の祖そ先せん達はむしろ閉じ込められるのが嫌いやで逃にげ回っていたのだろうかと、ふと思う。

（でも、神殿にいた方が問題は起きにくいよな……。ラウキル様とか面倒な神霊様がいても地ち母ぼ神しん様とすぐに会える場所の方がいいだろうし）

　むしろ神霊と一緒にいたくない理由があったのだろうかと、クロードは胸の内の妖精に問いかけてみる。

　すると妖精達は何かを訴えかけるように胎たい動どうし、記憶の奥底を覆い隠すものが揺れた。

　だけれどやはりそこまでで、どうにもはっきりとは摑つかめない。

「殿下、どうされました？」

　ニカに心配そうに声をかけられ、クロードは「うん」と曖昧な返事をしてから思考を止め、今ある問題へと考えを移した。

「……薔薇についても何かしたいな。フィグも気にしてたし」

　できることは少ないけれど、今はやれることを少しでもやっておこうとクロードは思った。
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　離れに戻ったフィグネリアはすぐさま帝都へ送る書簡の準備にあたり、寝しん室しつでひとりペンを走らせていた。

　最後の署名を終えると乾かん燥そうさせるため文書に砂をかけ、まだ緊張感が残る体を硬い椅い子すの背に預ける。

「上う手まくいったとは、言いきれないか」

　パーヴェルとの対面は、自分としては満足のいくものではなかった。どうしても、恐れてしまう。

　父と最後まで拮きつ抗こうした相手。そうして、母にとっては大切な父親。

　父のようになれない自分と、母への罪悪感が胸の内でよじれる。

　フィグネリアは文書の砂をわだかまりごと容器に捨て、三つの封ふう筒とうに収めて蠟ろうで留める。最後に印いん璽じを押し、部屋の外に控える侍女へと渡した。

　それから広間へ行くと、クロードはニカと何かを話し込んでいた。

「待たせたな。侍女達への連絡はすんだか？」

「終わりました。これから俺達はどうするんですか？　ザハールが来るまで最低五日はかかるんですよね」

　クロードが言うように、必要なものをそろえるのに一日ですんだとしても、それだけかかる。

　密輸の可能性があるとして、アドロフ公領の薔薇の実も調べることにしたが、資料の仕分けの進行度合いによってはさらに時間を取るだろう。

「明日は神官方の話を聞きに行く。留意点は協議で話した通り、事故ではないとこちらが気づいていると知られないことが大事だ。死亡した密偵の日頃の勤めや様子、とにかく徹底的に密偵の身辺について調べ上げることに専念する」

「行動から密偵の目的を明確にして、関係性から他の密偵を絞しぼり込むためですね」

「そうだ。聴取は不正事件の時にやったから大丈夫だろう。ただ、前回と違ってじっくり時間をかけてではなく、簡易でいい。相手が返答を躊躇ためらったら深追いせずに退け。エリシンも、以上を心得て聴取にあたれ」

　クロードの後ろで真剣に話を聞いていたニカが、「御ぎよ意い」と返事をした。

「ニカ、頑がん張ばろうな」

「はい。お役に立てるよう、鋭えい意い努力します。本日はこのままここで待機でしょうか」

　ニカがクロードと目を見合わせて互いに意気込みを確認したところで、フィグネリアへと訊ねる。

「神殿に行く以外はしばらくそうなる。手が空あいているうちに、薔薇についても少し考えておくか。兄上にルスラン大神官長様へ書簡を出していただくが、神霊様が何に気を引かれるか分かったものではないからな」

　イーゴルへの書簡の中には大神官長に当てたものも含ふくんでいる。神霊についてはともかく、神殿内で起こっていることへ介入する旨むねは、皇帝の同意なしで勝手に送るわけにもいかない。

（下手をすれば、兄上の責任も問われる）

　フィグネリアは思案する表情で頰ほお杖づえをつく。間違うつもりはないが自分への枷かせだ。

（容易たやすく私に事を任せたのもそのためだろう）

　そしてわずかな判断の過あやまちもパーヴェルは見過ごさない。政せい務む統とう括かつ官かんの立ち位置から皇女を外はずす機会だと、マラットを一歩後ろへ下がらせて突き落とす隙を狙っている。

「フィグ……」

　クロードに心配そうな声で呼ばれ、フィグネリアは頰杖を外してどこか疲れの残る笑みを無理やり浮かべた。

「さすがにアドロフ公のお考えは読みきれんな」

「俺はご挨拶して一言もらえただけでしたけど、すごく緊張しました。ずっと交こう渉しようしてたフィグは大変ですよね……。早く俺もちゃんと対応できるようになりたいです」

　挨拶をどうにかこなしたものの、まったくパーヴェルに気にかけてもらえなかったクロードがうなだれる。

「順に覚えていけばいい。それにあの場で私ひとりきりより、お前が横にいてくれるだけで心強かった」

「……はい。フィグを見守って、学んでいきます」

　不満そうなクロードを見て、フィグネリアは少し寂さびしい思いで苦笑する。

　これまで自分が与えたものをこなすだけで満足していたクロードは、彼自身で目標を見つけ出しているのか、この頃は褒めても素す直なおに喜ばないことがある。

　段々と世界を広げているのは嬉うれしいけれど、成長を全部見ていられないのは残念だ。

（私はもっとこらえないとな）

　ふと昨日きのう、クロードについ言ってしまったことを思い出し、フィグネリアは自じ戒かいする。

「よし、神霊様のことも気にかかるが、先に昼食にするか。私も腹が空すいた」

　食欲はまるでなかったが、時刻は昼食の頃合を過ぎてしまっていた。食べ盛ざかりのふたりは、もうとっくに空腹だろう。

　フィグネリアは自分がふたりとはひとつしか年齢が違わないことを半分ほど忘れて、部屋の外で控える侍女に昼食の準備を命じた。

「あ、肉はない方がいいです……」

「……自分も同じく」

　神殿で見たものを思い出して顔色を悪くする主従に、侍女が不思議そうな顔をしながら食事の用意へ向かった。

「せめて神霊様が誰に降りてきてるか分かればいいんですけどね……」

　昼食を待つ間にクロードがぼやく。

「この辺り一帯にいることは間違いないだろうが、目印は一切ないからな」

　神霊の器うつわとなる者に性別も年ねん齢れいも関係なければ、身体的に特とく徴ちようが現れることもない。知り合いならともかく、見知らぬ誰かに降りてきていたら神霊だと気づくのは難しい。

「妖精には変化がないのですよね」

「それが唯一の手がかりなのにな……。後でまた妖精達と繫がってみますね」

　ニカに問われたクロードがもう決めたこととして話すのに、フィグネリアは不安になった。

「そう頻ひん繁ぱんに繫がって、本当に問題はないのか？」

「妖精を動かしたりすると疲れるけど、後は特に何もないですね。元から感覚を共有してるところもあるから平気ですよ」

　こればかりは理り屈くつで分かるわけでもなく、クロードに任せるより他ないものの、やはり不安の種は残る。

「それならいいが」

「あ、それとですね。時間があるなら、書簡の内容を教えてください。さっき、ニカとこういう時にどう対処するかって、話してたんです」

「ああ。今日は他にすることもない。今後の対応を含めて、いろいろ教える。……その前に、食事をすませよう」

　どうやらすでに昼食は用意されていたらしく、侍女が早々に盆ぼんを運んできた。

　そしてその日は神霊についてすら何ひとつ進展しなかったものの、いつもの政務をしながらよりも充実した講義をすることができた。
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　パーヴェルは自室で神殿での騒動についてと、しばらくフィグネリアを預かるという内容の書簡を皇帝宛に認したため終えてペンを置いたが、執しつ務む室しつの扉が開かれる音に振り返る。

「……お父様、今、お忙いそがしいですか？」

　そこには扉の向こうでもじもじしているオリガがいて、目を細めた。

　ここ最近はこうしてごく自然に過去が混ざり込んでくる。最初こそ驚いたが、もはや慣れたものだった。

「どうした」

　過去の自分が声を発するのにも、違い和わ感かんを覚えない。

「あの、皇こう太たい子し殿下にお手紙を出したいんです。結けつ婚こんまでにわたくしのこと、知っていただきたくて。それに、殿下のことも知りたいんです。でも、お忙しい方だからご迷惑にならないか、お父様なら分かるかと思って……」

　これは先帝と会わせた後の記憶らしいと、パーヴェルは頭の片かた隅すみで思う。

「手紙の一通ぐらいは目を通せるだろう」

　アドロフ公家からの手紙は、誰であろうと無む下げにはできないはずだ。

「ありがとうございます、お父様。お仕事の邪じや魔まをしてごめんなさい」

　娘は嬉しそうに笑顔を咲かせ、急いで自室に戻っていく。その姿が消えても扉の前には人影があった。

　十五ほどの黒くろ髪かみをひっつめた侍女は紛まぎれもない現実だ。パーヴェルは彼女に書簡を渡す。

「帝都への急ぎのものだ。フィグネリアの書簡と共に送れ」

　侍女は四角い盆に恭うやうやしく書簡を載のせて命じられたまま部屋を出て行く。彼女が去る瞬間、薔薇の香りがふわりと漂ただよった気がしたが、それは本当に一瞬のことだった。

　パーヴェルはベッドの側の薔薇に目をやり、侍女が動いて風の流れができたせいかもしれないと、違和感に理由をつけて自分を納なつ得とくさせ、椅子に深くもたれかかる。

「同じ歳としか」

　そうして、目を伏せて三年ぶりに会ったフィグネリアの姿を思い起こす。

　オリガと会わせた時、先帝は今のフィグネリアと同じ十八だった。元より父親似だった彼女は、ますます似てきていた。

　話し方や、時折見せる挑いどむような表情は瓜うりふたつだ。

　だがまるきり同じではないことに、苛いら立だちに似たものも覚える。

　パーヴェルは杖を支えに立ち上がって窓辺に立つ。見下ろす庭には、いまだ薔薇が咲いていた。

　その場所で先帝からの返事を待ってため息をつき、手紙が届くとまた物もの憂うげにため息をついていたオリガの姿が思い浮かんだ。

　当たり障さわりのないことしか書かれていなかったらしいが、娘はひと月に一通は手紙を送り、返信を大事にしまっていた。

　見える全ては過去にすぎない。

「私だけが生き残っている」

　パーヴェルはそうつぶやいて、体を休めるためにベッドへと向かった。
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　翌よく日じつ、フィグネリア達はアドロフ家から借りた数人の兵と共に神しん殿でんを訪たずねた。礼れい拝はい堂どうには昨日きのうより多くの領民が集まっている。

　領民へは、昨日の爆ばく発はつ音おんは神殿に潜もぐり込んでいた密みつ偵ていが、持ち込んだ兵器を誤って操そう作さして死亡した際のものだと、ほぼ事実を神殿から告げていた。

　下へ手たに多くを隠かくして不安を煽あおるより、危険はもうないと安心させた方がいい、というパーヴェルの裁量だ。

「今のところ、大きな混乱はなさそうだな」

　フィグネリアは領民達の様子と同時に神官達も見渡す。彼らにもさして動どう揺ようや緊きん張ちようは見られない。

　ただ皆はフィグネリアの傍かたわらにいるクロードを気にかけている様子だった。

「……何でしょう、これ」

「ひとつぐらいしか心当たりはないがな」

　フィグネリアはそう言いつつ、先にリルエーカ像の前にいる神官長の元へ挨あい拶さつに行く。

「お待ちしておりました、皇こう女じよ殿でん下か。一日経たって神殿内も少し落ち着いてきましたので、お約束通り、協力させていただきます。それと、後のちほどでよいのですが、クロード殿下に笛の奉ほう納のうをしていただけませんか？　彼らもそれを待っていまして」

　クロードがその言葉に安心したらしく、表情を明るくする。

「笛ぐらいならいくらでも大丈夫ですよ、帰り際ぎわに吹いていきますね。いいですよね、フィグ」

　安やす請うけ合いな気もするが、これといって問題もないのでフィグネリアはうなずいた。

「クロード殿下は他国よりいらしたと聞いていたので、その……こちらの信しん仰こうはあまり好まれないかと思われますが、お願いいたします」

「それは気にしないでください。ナルフィス教は縛しばりがきつくて、あんまり合わなかったんです。こっちの信仰はおおらかでとても気に入っています」

　クロードが答えると、神官長は感かん銘めいを受けた顔をした。

「そうですか。あなた様のような方がおいでくださって、助かります」

　フィグネリアは奉納の話はひとまず後にしてと、聴ちよう取しゆの方へと話を戻していく。

「別個の部屋でひとりずつとお話ししたいのですが、よろしいでしょうか」

「ええ。それならば六部屋必要ですね。個別の瞑めい想そう室しつがありますのでそちらを利用しましょうか」

　やたらと協力的な神官長が、案内役として近くにいた神官を先に奥へと向かわせる。少し進むと十字路にさしかかったので案内役が止まり、一同も立ち止まった。

「私は神官長様とお話しする。各自、くれぐれも神官方に失礼なく務つとめるように。全て終わったら礼拝堂で待たい機きしていてくれ」

　フィグネリアの言葉にクロードとニカは素す直なおに返事をするが、アドロフ家の私兵は仕方なしに従うといった様子だった。

　フィグネリアはクロード達から離れ、神官長と共に別の道を歩き始める。

「ご協力いただき、本当に感謝いたします」

「私どもも突然のことで混乱しておりまして、お手を貸していただけて助かります。他国の密偵と言われましても、俗ぞく世せのことは対処しきれませんので……」

　一歩前を歩く神官長は表情が見えず、低く穏おだやかな声しかその内心を探さぐる術すべはない。

「亡なくなった神官様はこちらに来てどれぐらい経つのですか？」

「彼は四年前にここに来ました。私は通例通り彼の俗世の名を預かり、役目と番号を授さずけただけです」

　この神官になる儀ぎ礼れいの簡易さが厄やつ介かいなのだ。神官長が名を預かるといっても、どこに書き留とめるわけでもなく、本名かどうかも確認しないので密偵が潜り込みやすい。

　そして神官となってしまえば、大神官長以外は名前を持たないので識別が難しい。

「ただそれだけで神官になれるのかとお思いでしょうが、名を捨てるというのはとても重大なことです。人は生きていくうちに様々な役目を背負います。例えば『フィグネリア』様という名を聞くだけで、人々はあなたが先せん帝てい陛へい下かのご息そく女じよであり、皇こう帝てい陛下の妹君であり、次期皇帝であり……と、様々な役目を思い浮かべるでしょう。これが俗世との繫つながりというものです」

　どんどんと狭せばまっていく廊ろう下かを進みながら、神官長が蕩とう々とうと語っていく。

「地ち母ぼ神しん様の御み許もとに行った彼は、ここでは薬品庫二十六番と呼ばれていました。薬品庫を管理する二十六番目の神官という、そのままの意味です」

「その者が負う役目を俗世とは関係のないものにしてしまわれるのですね」

「そうです。初めこそは違い和わ感かんを覚えます。私もそうでした。しかしその名で過ごすうちに、慣れてきます。自らが与えられた役目以外の何者でもなくなるのです。役目が代わることも無論あります。その時には自分の元の役目と番号を誰だれかが引き継つぎ、己おのれが神殿の機能のひとつでしかないと知っていくのです」

　その感覚は理解できなくはないと思う。

　物心ついた頃から父に言われていた『兄の影』という役目が自分であると、ずっと思い込んで生きてきた。

　与えられた役目ひとつに縛られて、自分は視野を狭めてしまった。

　だが俗世との繫がりを捨てるためならば、確かに手段としてはよいのかもしれない。

「……亡くなった神官様は、それでも俗世の役目を抱かかえたままでいたのですか？」

　暖だん炉ろもない小部屋に通され、フィグネリアは促うながされるまま古びた椅い子すに座る。

「どうやら彼はロートムの密偵という役目を負った名を、持ち続けていたようです」

　神官長が机に置かれていた紙の束たばを、フィグネリアに差し出す。

　中を見てみればここ四年にわたる覚え書きらしく、神殿内の様子や帝国の情勢、薬についてなどが散さん漫まんに書かれていた。

　ところどころに、密偵同士を呼び合う暗号めいたものも残っていた。

「薔ば薇らについても多いですね。種を持ち出そうとしたのでしょうか」

「そうであれば本当に残念なことです」

　神官長はうっすらと隈くまが浮かぶ目元の影を深くする。この事態で昨日から休む間もなく疲つかれきっているらしい。

「これは私室のどこかに隠されていたものですか？」

「いえ。彼の私室の引き出しの中に、そのまま置かれていました」

　まず見つかることはないと思ったのか、ずいぶん雑だとフィグネリアは呆あきれる。次に神官長が差し出した小箱の中には銃じゆう弾だんもあった。それと弾たまや火薬を押し込むための棒ぼうも机に置かれる。

　しかし、火薬がない。

「これで全てでしょうか」

「ええ。これ以外に不ふ審しんなものはありませんでした。何か足りないものでも……？」

　フィグネリアは死んだ神官が密偵であることを示す証しよう拠この数々を眺ながめ、銃のことはこのままよく分からないふりをしていた方がいいと、首を横に振る。

「いいえ、十分です。こちらはお預かりします」

　そろいすぎているようで妙に足りない気もするが、確認するのは後だ。

　フィグネリアはそれから予定通り聴取を進めていく。神官長は常に落ち着いた様子で受け答えをし、不審なところは見られなかった。
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「終わった、おなかすいた……」

　夕刻近くになってやっと神官からの聞き取りが終わったクロードは、礼拝堂へ向かいながら背を伸ばす。

　手の空あいている神官から順に話を聞いていったわけだが、こちらは昼食をとることもままならず緊張し通しで、終わった途と端たんに空腹と疲ひ労ろうが一気に押し寄せてきて、へとへとだった。

「殿下」

　後ろからニカに呼ばれ、クロードは廊下の途中で足を止める。

「ニカ、どうだった？」

「……ええ、それがその、神官方のおっしゃることはほとんど同じで」

　声を潜ひそめ、ニカは持っている紙束を見み下おろした。

「俺の方もそんな感じだった。みんな死んだ密偵は真ま面じ目めで寡か黙もくな神官様だったとしか言わないし、お役目と番号が名前代わりだから、何か聞いててもどれが誰だれの話だったか混乱してくるし」

　皆みな同じ格かつ好こうに似た口く調ちようで、話す内容もほぼ変わらないとなると、延々と同じことを繰くり返している気さえしてくる。

　せめて名前があればもう少し違っただろうが、記き憶おくはまぜこぜだ。記録を見直しても、顔を思い出せる自信がない。

「皇女殿下はまだのようですね」

　礼拝堂に着くとアドロフ家の兵の姿が見えるだけだった。

「フィグはまだ神官長様のところかな。……笛を吹くのはフィグと神官長様が来てからがいいよな」

　クロードは領民達の期待の眼まな差ざしに緊張しつつ、空いている長椅子へニカと一緒に腰こしを下ろした。近くにはアドロフ家の兵もいて、意味ありげにこちらへと視線を向けた後に仲間内で何やら話している。

「うう。あんまりいい雰ふん囲い気きじゃない……」

　アドロフ家の兵達はパーヴェルの命めいに従って動いているのであって、この場の指揮をとるフィグネリアには不満げだった。

「何となく疎そ外がい感かんがありますね」

「仲が良くないから仕方ないんだろうけど。ここは王宮みたいに義あ兄に上うえ達がいたり、味方してくれる人がいたりするわけじゃないから、フィグも大変なんだよな」

　クロードは言いながら眉まゆ尻じりを下げる。

　フィグネリアは死亡した密偵についての対応策を練ねり、敵対するアドロフ家の人間と交こう渉しようし、さらに神官長への応対なども全部ひとりでこなしている。

「俺はどれもできないから、やれることってフィグの味方でいることだけか……」

　日常の政務ならそれなりにこなせるようにはなってきたが、こういう緊急時の対応や敵対する人間との交渉はまだ難しい。

　昨日の講義も学ぶことは多かったが、知識と先を読めるだけの経験が不足していることを痛感させられた。

　いつも以上に隙すきがなく、厳しい顔でいるフィグネリアの横顔を思い出せば、気持ちはどんどん沈しずんでくる。

「殿下は、今はそれでよろしいのでは？　なすべきことはきちんとしておいでです」

「〝フィグ〟の旦だん那な様さまとしてはさ、それでいいかもしれないけど。でもさ、俺って〝次期皇帝〟の夫なんだよな。フィグひとりでアドロフ公とマラット様の相手をしなくてもいいようにならないと」

　昨日のパーヴェルとの挨拶で「そうか」の一言しか返してもらえなかったこともまだ引きずっていた。

　見た目も弱そうだし協議中もほとんど喋しやべらなかったので、警けい戒かい心しんすら持ってもらえないのは仕方ないと分かってはいるけれど。

「あのお二方の相手を同時にするのは皇女殿下しかできないと思うのですが。自分も、皇女殿下のご勇姿を直じかに拝見したかったです」

　パーヴェルを交まじえての協議中は部屋の外にいたニカが、実に残念そうに言う。

「ニカ、本当にフィグのこと好きだな。でも、俺の奥さんだから駄だ目めだぞ」

「も、もちろんです。自分はあくまで、皇女殿下のご賢けん才さいに憧あこがれているだけです」

　顔を赤らめてニカが必死に否定する。あまりにも真剣すぎて、ほんの冗じよう談だんのつもりだったクロードは噴ふき出した。

「分かってる。好きな女の子に対して、『ご勇姿』なんて言わないよな。フィグが何してても、俺には全部可か愛わいく見えるし」

「……殿下はそういうところが、大物のように思えます。自分はまだ、お目にかかるだけで緊張します」

「俺の場合、フィグの立場なんて全然知らなかったからなあ。結婚式で見た時、すごく綺き麗れいなひとって思っただけだったし」

　顔を見るより僅きん差さで先に胸を確認したことは秘密にしておいて、クロードはリルエーカ像を見上げる。

　大神殿の地母神像の前で緊張気味に待っていた時のことは、今でもよく覚えている。

（…………顔はそこそこでいいから、胸が大きいといいですとかお祈いのりしたな）

　思い起こせば、結婚式当日はフィグネリアの夫になることの意味を、まったく真剣に考えていなかった。

　たった一年足らずほど前の自分なのに、ちょっと殴なぐりたい気分になる。

「……ニカ、俺、結婚式からは多少成長したと思う」

「そこまでお戻りにならなくても、殿下は日々しっかり学ばれて成長されていますよ」

　ニカの返答はどこまでも真ま面じ目めなものだった。

「クロード」

　不意に名前を呼ばれ、クロードはびくりと肩かたを跳はね上げる。声の方へ視線を向けると、神官長と並んで立っているフィグネリアがいた。

　いそいそと席を立って移動したものの、何となく目を合わせづらい。

「何か問題でもあったか？」

「え、ああ。ちょっと結婚式の時のことを思い出してて。こんな時にすみません」

「それはいいが。結婚式か。一年も経っていないのに、やけに懐なつかしいな」

　訝いぶかしげにしていたフィグネリアがふわりと微笑ほほえむ。彼女の優しさが全部詰つまった、温かい笑顔だった。

（やっぱり俺、もっと頑がん張ばらないとな）

　あんな自分を見限らないでいてくれた妻の表情を見ていると、へこたれそうな心に否いやが応おうでも気合いが入る。

「あ、笛を吹きますね。曲調は何でもいいですか？　決まった曲っていうのは吹けないんですけど」

　クロードは夫婦の間に入りづらそうな神官長に気づき、笛を取り出す。

「今日は追つい悼とうの意を込めたものをお願いできるでしょうか。密偵とはいえ、神官の務つとめも果たしていた者です。彼の魂たましいがリルエーカ様にお許しをいただけるよう、お力添ぞえください」

　神官長の申し出を聞いたクロードは、すぐに笛に口をつける。

　周囲の人々の視線が気になるのは音を出すまでのことだった。息を吹き込むと、周囲は無になる。

　流れ出る音は残された者の悲しみに寄り添うのではなく、純然と死者のためだけのもので明るい。

　クロードは笛を奏かなでることで死者を導いて見送り、やがて音を止めた。

　礼拝堂は静まり返っていた。皆敬けい虔けんな顔をして楽士を見つめている。

（ううん、こういう反応慣れないなあ……）

　神しん霊れいや妖よう精せいが好むという音楽がこの国ではとても神聖なものとされているのを知っているとはいえ、むずがゆいものがある。

「……よき音をありがとうございます。これで彼も救われるでしょう」

　クロードは神官長から礼を言われて頭を下げた後に、席に着いていたフィグネリアの隣となりへ腰を下ろした。

「いつもながら、お前の笛はすごいな」

「褒ほめられても、自分じゃ音の良し悪あしって分からないから不思議です。……何だかまだ帰れそうにないですね」

　神官長がリルエーカ像の前に立って何やら話を始めるらしく、領民達は静かにそちらへ目線を向けている。

　自分達の用はすんだので帰ろうというわけにはいかなそうだ。

「皆様方、昨日神殿内に、俗世と縁えんを切れずにいた神官がおりました。神官長として、見誤りがあったことを悔くいます。そして、彼かの者が現世で真に神々に仕つかえる者とならず地母神様の御許へと旅立ったことを、何よりも残念に思います」

　神官長の声は礼拝堂によく響ひびいた。大勢を前にしながら、ひとりひとりに語りかけるかのような声は聞き心地ごこちがいい。

「もはや死者に偽いつわりはありません。地母神様の御許で彼の者は真実の心をさらけだし、己の行いを悔いることでしょう。そうして、リルエーカ様からのお許しをいただけることを信じましょう。そこに素す晴ばらしき楽士様もいらっしゃいます。彼の者と同じ異教の民でありながら、我われらが信ずる神々に敬意を持ち、偽りなき澄すんだ音を奏でてくださる楽士様が」

　一同から期待と敬意を含ふくんだ熱い視線を向けられたクロードは苦笑いしつつ、フィグネリアの耳元に顔を寄せた。

「フィグ、この流れはまずくないですか？」

「どうにも、薔薇が実をつけないのは密偵のせいだったということになりそうだな」

　フィグネリアが渋じゆう面めんで応こたえる。

　薔薇が散らないのは神霊の影えい響きようであるのは確かなのだが、このままでは密偵が死んだことで事態が好転すると思われてしまう。

「楽士様への感謝の気持ちと神霊様への祈りをそれぞれ心に抱いだきましょう。必要なのは真実の心です。偽りなき善意と希望。それを忘れなければ必ずや、リルエーカ様が我々に恵みを与えてくださいます。悲ひ観かんと不安が大きくなるのなら、花を愛めでてください。薔薇の美しさにのみ心を向けるのです」

　それにしても、とクロードは神官長に目を向ける。

　第一印象はこれといって特とく徴ちようのない穏やかそうな人だったが、いざ講説を始めると自然とその声に吸い寄せられて聴きき入ってしまう。

　普段の喋り声とは明らかに抑よく揚ようや音の高さが違うので、意い図と的てきに作っているものだろう。

（……既き視し感かんあるけど何だろう）

　ふっと記憶に引っかかりを覚え、クロードは首を傾かしげる。

「どうした？」

「え、いや何か思い出しかけてたんですけど忘れました」

　考えているとフィグネリアに声をかけられ、あやふやな記憶が霧む散さんしてしまい、摑つかみようがなくなってしまった。

　話を聞き終えて神殿から出る時、見送りに来た神官長に呼び止められた。

「できれば、ご滞たい在ざいの間、笛の奉納を続けていただきたいのですが……」

「大丈夫ですよね、フィグ」

　神殿の様子を探るのに好こう都つ合ごうではないか。

　クロードが妻に訊たずねると、明日の午前中にまた訪ねてくることが決まった。そうしてふたりはニカと共に馬車に乗り込む。

「あとは戻って調書をまとめてマラット様に報告、ですよね」

「ああ、しかし神官長様含めどの神官方も、同じことしか言わないな」

　苦にが々にがしく言うフィグネリアも、有ゆう益えきな情報が手に入らなかったらしい。

「それに、薔薇はちょっと困りましたね。散らないのは密偵のせいじゃないんだけどな……」

　クロードは窓の外の夕日に溶とけ込む薔薇を眺めて眉まゆ根ねを寄せる。

「皇女殿下、今薔薇が散ってしまったら、密偵を殺した行為は正しき行いと認定されてしまうのでしょうか」

「神殿の法と我々の法のどちらが優先されるか。神殿内部のこともまだ摑めない以上は、どうとも言えん」

　フィグネリアの表情は厳しい。

　彼女が即答できないということは、自分が考える以上に難しいことなのだろう。

　クロードは重苦しい気分で窓の外を流れる景色を見つめる。真冬の日暮れは早く、アドロフ家の城へと帰りつく頃には、辺りは闇やみに包まれて何も見えなくなった。
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　離れに戻って三人がまずしたことは、神官の役目ごとに調書を分けることだった。向こうの都合に合わせたので、順番も役目もばらばらなのだ。さらに今日一日で神官全員と話せたわけではなく、番号抜けの記録も一緒につけていく。

「しかし、本当に様々な役目があるものだな」

　フィグネリアは離れの広間の大きなテーブルが、調書で埋うめ尽つくされているのを眺めて唸うなる。

「密偵は薬品庫だったんですね。ここの人たちが一番詳くわしいはずです。あとは処方もそうかな」

　クロードがテーブルの中央と、右みぎ端はしの束を指差した。

「処方？　クロード、処方が関係してくる情報があったのか？」

「え、ああ。死んだ密偵が領民に好かれてたって言う神官様がいたんです。薬品庫の役目で領民と接する機会があるのかなって訊きいたら、最初は薬を処方する役目に就ついてたって」

「そんなことは聞いていない。その神官様は特に動どう揺ようすることなく答えてくれたか？」

　フィグネリアの問いにクロードは首を縦たてに振る。

「何かを隠してる雰ふん囲い気きはなかったです。今はもうそのお役目と番号を引き継いでいる人がいるそうです」

　神官長も役目が代わることもあると言っていたものの、密偵自身の役目が代わったことには触ふれていなかった。

　あの会話の流れで口にしないのも不自然な気がする。

「いつ代わったかは分からないか？」

「すいません、そこまでは訊いてないです……」

　申し訳なさそうにクロードが眉尻を下げた。

「それは明日訊いたら分かるだろうからいい。しかし、ある程度は口裏を合わせていることから、神殿内で隠したいことがあるのだろうな。領民達にも明日、話を聞いてみるか。さすがにそこまで口裏は合わせられんだろう。しかしそうなると、この帳面から他の密偵の情報を得ることはできそうにないな」

　フィグネリアは神官長からもらった密偵の覚え書きを手に取る。中身はざっと確認したが、最初の予測通り薔薇と帝国情勢について書いてあるだけだった。

　密偵である証拠となるものではあるが、現状ではまるで有用性がない。

「一日費ついやしても、あまり収しゆう穫かくがありませんでしたね……」

　ニカが疲ひ弊へいした声で言う。

「まだ深追いはできんからな。得た情報を検証して、根気よく有益なものを見つけ出していくしかない。ひとまず、神官方の証言の比ひ較かくから始めるか」

　フィグネリアは調書の量に嫌いや気けがさしつつも、役目ごとに証言を見直していく。

「といっても格別何もないですよね。ただ、処方のお役目の人達の方が、言葉が多いかな。それなりに具体的です。今日、お話しできなかった人の中に密偵がいるんでしょうか」

　調書を見直した後、クロードが役目ごとに抜けた番号を記しるしたものを眺める。

「ここ五年に入った者を探すのも、やぶ蛇へびをつつくことになるか。話していないことが隠したいことだろうが、対人関係をぼかしているのが引っかかるな……」

「死んだ神官様が密偵だってことは知られても問題ないって感じですよね。銃じゆうとか薔薇についてだとか、密偵でしたって証拠は向こうから出してくれてます」

　クロードの言う通り、密偵と知らなかった割には必要なものをそろえて提出してきている。

　神殿が本当に何も知らず、内部にまだ密偵がいるなら、混乱に乗じて潜んでいる密偵が処分していてもおかしくないはずだ。

「神殿側は内部に密偵がいたことを隠す気はないが、自分達が密偵の存在に気づいていたことは知られたくないといったところか」

　まだもやもやとしたものを抱かかえながら、フィグネリアは腕うで組ぐみをする。

「ですが皇女殿下、それならば他の密偵の存在も神殿は知っているかもしれませんね」

「ああ。対人関係を明らかにしないことからして、そうかもしれん。いかんせん、まだ情報が少なすぎるな」

　フィグネリアは息をひとつ吐はいて、ソファーにもたれる。

　考えられる可能性は片手で足りないほどあり、今は地道に小さな手がかりを拾い集めていくしかない。

「銃の有無もだな。火薬がないのはありったけ銃身に詰めたのか、どこかに取ってあるのか。ひとまずここまでをマラット殿に報告してくる。あちらも、薔薇の実の収穫量や神殿への荷運びの記録を集めてくれているだろう。お前達は先に食事をしていていい」

「え、俺もついていきますよ」

「いや、すぐにすむ。お前についてきてもらうほどでもない」

　長い協議になるなら後々のためにやりとりを見ていて欲しいが、報告だけなのでわざわざふたりで行く必要はない。

「……それなら、フィグが戻ってくるまで調書を見直しておきます」

　クロードは何かを言いかけてそれをぐっとこらえた顔をする。ニカはその表情の意味が分かっているのか、気き遣づかわしげだ。

　フィグネリアは気になったものの、そのまま何も訊かずに部屋を出た。

　燭しよく台だいの灯ひに闇が揺ゆれ動く廊下は寒々しく、ひとり歩きは物もの寂さびしい。結婚してからは何をするにしてもクロードが横にいるのが当たり前になっているので、なおさらそう感じてしまう。

（ついてきてもらった方がよかっただろうか）

　フィグネリアは自分の思考に、子供じゃあるまいしと自じ嘲ちようする。

　政務を手伝ってもらうわけでもなく、学んで欲しいことがあるわけでもないのに同行させるのはただの甘えだ。

「夜道は暗いのでお供します」

　離れから出ようとすると、年若い侍じ女じよが手しゆ燭しよくを持ってやってくる。まだ十五ぐらいだろうに、黒くろ髪かみをひっつめた彼女はずいぶん落ち着いた雰囲気だった。

　フィグネリアは彼女の先導のもと、城へと向かっていく。

　弦げん月げつの夜は闇が深すぎてほんの二、三歩先も灯がなければ見えない。ただ薔薇の匂においがいつもより強い気がする。

「今こ宵よいは薔薇が香りますね」

　同じことを思ったらしく、侍女が声をかけてきた。
















「ああ。もう十日近く咲さいているのか」

　フィグネリアは暗がりの向こうにあるはずの薔薇へと目線を向ける。

　薔薇はいつまで咲き続けるのだろうか。散らないのは困るが、散れば事件は幕引きとされ、追及が難しくなる。密偵についての状況が把は握あくしきれないうちは咲いていてもらわないとならない。

　あえて母のことから意識をそらそうとするが、脳裏では彼女の姿がちらつく。

「永遠には咲き続けていられないでしょう。全てには終わりがあります」

　どこか責め立てるような言い方だった。それよりも含みがありすぎる言葉が気にかかる。

「失礼します」

　城にたどり着いた侍女はおざなりにそう言い、フィグネリアが声をかける前にすっと暗い廊下の奥へと消えていってしまった。

「すまない。あの侍女は、いつもああなのか？」

　フィグネリアは自分と同じく不可解そうな顔をしている、入り口の衛兵に問いかける。

「……いえ。少々騒さわがしいところもありますが、礼節はわきまえている娘むすめです。無礼をいたしました」

　儀ぎ礼れい的てきに謝罪をする衛兵に、そこまで不快だったわけではないのでとフィグネリアは口止めしておいた。

（神霊様だろうか）

　侍女らしかぬ態度以外は落ち着きある少女にしか見えなかったが、普段とは真逆の態度ならそうなのかもしれない。

　気になりながらも追い駆けるわけにもいかず、フィグネリアは重い足取りでマラットの執しつ務む室しつへと向かった。
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「失礼します。お薬をお持ちしました」

　侍女の声がして、マラットからの報告書を読んでいたパーヴェルは入室の許可を出した。すると侍女は静かに銀の盆ぼんを持って入ってくる。

　昨日手紙を預かりに来たのと同じ侍女は盆を置いた後に、じっとサイドテーブルに置かれた薔薇を見ている。

「なぜ薔薇は散らないと思いますか？」

「神霊様のご意志なのだろう。我々にはどうすることもできん。もう下がれ」

　命じると侍女は一度目を伏ふせてから、じっとパーヴェルを栗くり色いろの瞳で捉とらえる。

（十五の娘の目ではない。いや、人なのだろうか）

　透とう明めいすぎる双そう眸ぼうはあまりにも澄みきっていて、畏い怖ふすら覚える。

「お前は何だ」

「……花は祈りです。祈りが叶かなえば実を結ぶ」

　かすかだった薔薇の香こう気きが、むせかえりそうなほど強くなった。

　目の前の景色が、薄うす暗ぐらい部屋から柔やわらかい冬の陽ひ射ざしが降り注そそぐ庭へと変わる。

　乱立する薔薇のための柱の中に娘のオリガが立っている。白い外がい套とうを羽は織おり、風に銀ぎん糸しを揺らめかせる細い体は、周囲の柱と同化して見えた。

　辺りに花開く橙だいだいに語りかける娘の瞳には、穏やかな愛情が滲にじんでいる。

　オリガが花の一輪、一輪を愛でて慈いつくしむ姿は嫁とついだ後でも見かけた。わずか二日しかない花の時期を逃のがすことなく、娘は年に一度、帰き郷きようしてきた。

　不思議なことに薔薇たちは、娘が戻ると一いつ斉せいに花を開かせるのだ。

「まさか、オリガを待っているのか……」

　薔薇に彩いろどられた過去の幻げん影えいの中で、パーヴェルはあり得ないと自分の考えを否ひ定ていする。

「そして、彼女の祈りが叶うことを」

　どこからともなく侍女の声が滲むように響く。

「……オリガはもう死んだ。実を結ぶことはない。枯かれるのみだ」

「いいえ、生きているのです。偽りなき心を持つ彼女の祈りはまだ、生きている。祈りの死はあなたの死と同じ」

　囁ささやきの後に薔薇の花嵐が起こった。

　色いろ鮮あざやかだった橙の花弁は瞬またたく間に茶色く変色し、瑞みず々みずしさをなくしてかさついた音を立てながら舞う。

　嵐に娘の姿がかき消され、薄暗い部屋にパーヴェルはひとり取り残された。
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　翌日、フィグネリア達は神殿の裏手で言葉もなく立ち尽つくすことになった。

　目の前の大地が一面、黄昏たそがれ色いろに染まっていた。降り積もった雪の色が見えないほど、薔薇の花びらで埋うめ尽くされているのだ。

　今朝になって薔薇が散ったとの報告があり、神殿を訪ねる前に確認に来た。

　城から神殿までの間の薔薇は鮮やかに咲き誇ほこっていたのに、神殿を境にこの通り景色が一変した。

「あれはやはり、神霊様だったのか」

　フィグネリアは呆ぼう然ぜんとつぶやく。足下では微風そよかぜに花びらがゆらゆら揺れている。

「『終わりがある』って言ってたんですよね。このことだったんでしょうか……」

　クロードが周囲にいる人々の目を気にしながら、手近にある薔薇の蔓つるに触れた。ニカがその姿を隠すように動く。

「……神霊様の力が届ききらないから、力尽きちゃったんだと思います。お城にいる侍女に神霊様が降りているなら、たぶん離れたここまで力を貸すのは大変だったんじゃないでしょうか。大神子様の体に降りてきた時でも、妖精を動かせる範はん囲いは狭せまいって聞いたし」

　そう言うクロードの瞳から不意に滴しずくがひと粒つぶ、ふた粒と転がり落ちたので、フィグネリアはぎょっとする。

「クロード、大丈夫か!?」

「え、あ、うわ。すいません。ちょっと一いつ瞬しゆん、すごく共鳴しちゃって……」

　言われて自分の涙に気づいたクロードが、自分自身でもびっくりしながら袖そで口ぐちで目元をぬぐう。特に問題はなさそうで、フィグネリアは胸を撫なで下ろした。

「薔薇は散ってしまって辛いのですか？」

　ニカが心配そうにクロードを見ながら問う。

「…………母上が亡くなったときの気持ちだな、これ。もう絶対に笑顔が見られなくて、声も聞けなくて……そういうの。でも同じようで微び妙みように違ちがうかも」

　クロードがフィグネリアの硬かたい表情に気づいて笑みを向けた。

「フィグ、俺は大丈夫ですよ。本当に妖精達と共感しすぎただけですから」

「それならば、いいが。しかし薔薇達にとって母上との永遠の別れは、今なのか」

　最後の帰郷が七年前、没ぼつしたのは三年前。なぜ今頃になって薔薇達がこうして咲き続けるのか、皆かい目もく見当がつかなかった。

「他の薔薇もいずれは散ってしまうのか？」

　フィグネリアは小波さざなみのように地面で揺れる薔薇の花びらを見つめ、息苦しい思いで問う。

「お城の薔薇は元気だったけど、このまま順番に散っていくかもしれません。後で、まだ咲いている薔薇の様子も見てきます」

「そうしてくれ」

　クロードの言葉にうなずいたフィグネリアは、周囲を見る。

　領民達はただ純じゆん粋すいに喜んでいた。ほとんどが薔薇の実で生計を立てていて、実がつかないのは死活問題なのだ。

　そうして神霊の不ふ興きようを買ったのではという最大の不安は和やわらいでいる。

　密偵の死亡への領民の動揺は消えるが、神殿への介入は確実に難しくなっていく。

「……神殿へ行くか」

　フィグネリアは散った薔薇に背を向けた。

　まだ散らないで欲しいと思うのは、何のためだろうか。

　自分自身に投げかけた問いかけの答は見つけられなかった。
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　神殿へ行くと入り口に人ひと集だかりができており、礼拝堂の中もすでに人で溢あふれ返っていた。クロードが歓かん待たいされるあまり、身動きもろくにできないほどだった。

　昨日と同じくリルエーカ像の前で講説していたらしい神官長が、皆に道を空けるように指示を出し、フィグネリア達はやっと動くことができた。

「本当に、昨日の今日で時期がよすぎたな」

　フィグネリアは小声で言い、ため息をつくのをこらえる。

「俺の笛のおかげでもあるって思われるのは分かってたけど、本当にすごいな」

「楽士様というのはそれほど尊敬されるものではありますが……」

　啞あ然ぜんとするクロードに説明するニカも、この事態には驚きを隠せない様子だ。

「お待ちしておりました。リルエーカ様は奉納をお気に召めしてくださったようです。ありがとうございます」

　神官長に深々と頭を下げられたクロードが反応に困りながら、曖あい昧まいな笑顔で対応する。

「神官長様、少しお伺うかがいしたいことがあるのですが……」

　フィグネリアは神官長の意識を自分に向けさせる。

「はい。何でございましょうか？」

「亡くなった神官様ですが、以前は処方のお役目を務められていたのですか？　神官様からそう聞いたのですが」

　単刀直入に問うと、気のせいかと思うほどかすかに神官長の表情が動いた。

「ああ。ええ、そうです。お話ししていませんでしたか。申し訳ありません。私もまだ動揺していたらしく……」

「いえ、あれほどのことがあった後ですので。それで、いつ頃にお役目を代わられたのでしょうか」

「……おそらく、半年かそれよりもう少し最近かと。薬品庫の役目の者が腰を痛めて、別の役目に移ったので代わってもらったのです」

　躊ちゆう躇ちよした後に、神官長が答える。変わった時期は内乱騒そう動どう前後らしいが、おそらく後だろう。

　あれだけの大おお事ごとがあった期間のことがあやふやなのは妙だ。

「そうですか。ならば今日はこのまま領民と話させていただいて構いませんか？　処方のお役目で交流があったようなので」

「皆様方は落ち着いてきていますので、あまり混乱をきたさないようにしていただければ」

「ありがとうございます。クロード、今日は先に笛を頼めるか？」

　フィグネリアは領民に一度笛を聞かせて落ち着いてもらおうと考えた。

　彼も意図を察してくれたらしく、流れ出る音ねは穏やかなものだった。

　ざわついた空気が急速に静まり、堂内は小鳥の囀さえずりに似た笛の音で満たされる。演奏が終わっても人々は言葉もなく余よ韻いんに浸ひたっていた。

　フィグネリアも音を聞き終える頃には張り詰めていたものが緩ゆるんでしまっていて、改めて気を取り直す。

「お前の笛は聞くたびに上達していくな」

「そうですか？　それにしても、これだけ集まってるといろいろ聞けそうですね。えっと、亡くなった神官がここに来たのが四年前だから、ここ四年の内で定期的に薬を処方してもらってる人を絞しぼればいいのかな」

　クロードが首を傾げるのに、フィグネリアはそうだと答えて神官長を見る。

「できれば、その神官様が薬を処方していた領民が分かればいいのですが、記録などはありますか？」

「残念ながら、どの方にどの薬を処方したか記録するだけで、それを元に処方は手が空いている者が当たっていますので……」

　そうなると確実に絞り込めないので、クロードが言った通りに薬を定期的に処方してもらっている領民に残ってもらった。

　すると、ざっと五十人近くが礼拝堂に残った。まずは自分が薬を処方してもらう時の神官の番号を覚えているかと問うたが、案あんの定じよう誰ひとりとして覚えている者はいなかった。

「名前がないってこういう時大変ですね……」

　クロードが領民を見渡して肩を落とす。

「自分達にとって神官様は神官様ですから。誰がどうという区別はしません」

　ニカが苦笑して説明するように、神官の顔を覚えるという行為をしたことがないのはフィグネリアも同じだった。

　役目や番号すらなく、接する自分達にとっては『神官様』のひとくくりですんでしまう。

　それからは神官長に髪の色や目の色などの特徴を言ってもらい、ここ半年ぐらいで見かけなくなった神官という条件で絞ることにした。

　死体しか見ておらず、髪の色以外の具体的な特徴を聞くのはフィグネリア達も初めてだった。

　情報は少しずつ上がってくるが、領民達の記憶は曖昧でどこまでも頼りない。

「……土を、夏に土を小箱に詰めている神官様を見かけました。神官様のされることなので、その時はそこまで気にはしませんでした」

　しばらくしてやっと代わり映ばえのある話が出てきて、フィグネリアは詳しく聞いてみる。その神官に井い戸ど水みずのことや、薔薇の育成について話したことがあるという。

　そしてそれを契けい機きに他の領民からも「そういえば」と、ちらほら似た話が上がり始めた。

「土や水を集めてどうするのでしょうか」

　領民達の話を書き留めていたニカがクロードへと訊ねる。

「土や水の違いを調べる学問があった気がする。何だっただろう、俺、ハンライダでは講義なんてほとんど受けてなかったからなー。うう、ロートムほど進んでなくても、少しはこの国にない学問が入ってきてたんだから、ちゃんと学んどけばよかった……」

　幼い頃に自分自身の将来を諦あきらめきっていたクロードがため息をつくのを見て、ニカは不思議そうに首を傾げた。

「土や水の違いは、神霊様や妖精の差ではないのですか？　ロートムやハンライダは神霊様や妖精の存在を信じていないのですよね」

「うん。だから、神霊様や妖精とは全然関係ない学問があるんだ」

　クロードの返答に、典型的なディシベリア国民のニカは、何だかよく分からないといった顔だった。

「こういう意識を変えねばならんのは、本当に苦労しそうだな」

　ニカに限らず大たい抵ていの国民が神霊ありきの考え方なため、技術革新の弊へい害がいになっている。内政改革にしろ何にしろ、問題は山積みすぎて気が重い。

　それからしばらく領民の話を聞いたものの、これといって気になることはなかった。

　神官の人となりについても、よく気が利きく人当たりのいい青年だったとしか出てこない。ただその人物像に、昨日の聞き取りとはぶれがあった。

　処方の時にいろいろと話しかけてきて体を気遣ってくれるなど、神官は積極的に接してくれたと、領民達は話す。

　だが昨日の聞き取りでは真面目で寡黙、特に親しい友人もいないとのことだった。

（内と外では対応が違うだろうが……）

　些さ細さいな言い方の差もあるが、それでもフィグネリアは妙に引っかかった。

　あとは密偵が薔薇について調べていたとしか分かることはなく、フィグネリア達は昼頃には神殿を辞した。

「表向きは社交的にふるまうけど、本当は人と親しくするのは好きじゃないっていうのはよくありますよね」

　城へ帰る途中で馬車を降り、薔薇園の中で三人は気にかかったことを話し合う。

「ああ。私もそう思うのだが……。昨日の調書の人物像と今日聞いた人物像がどうにもずれている気がしてな」

　ひとりの人物の裏表と考えるには、納なつ得とくいかないところがある。

「……神官長様が言ってた密偵の特徴って、髪の色と年ねん齢れい、顔の雰囲気ぐらいで結構曖昧だったな。えっと、例えば俺とニカの髪の色が一緒だとして、他の特徴として身長と年齢だけ伝えられると、馴な染じみのある方を思い浮かべますよね。そんな風にして密偵がふたりいるのを誤ご魔ま化かそうとしたんでしょうか」

　クロードが首を傾げると、フィグネリアは背せ格かつ好こうの似ている主従を見てうなずいた。

「そうだな。それに加えて神官様には名前がない。他の者が自分と別の人物を思い浮かべていても、違うと気づきにくい」

「皇女殿下、それならば神官長様は密偵の存在をもうひとり把握していて、こちらに渡したくないのでしょうか」

　事態が思った以上に面めん倒どうなことになりそうで、ニカの表情は不安そうだった。

「ああ。意図は分からんが、神殿側は他の密偵をかくまっていることになる。戻ったら、今日エリシンが取った覚え書きを整理して調書と突き合わせ、違う人物と思われる情報を分けるか。クロード、薔薇の様子はどうだ？」

　ひとまず密偵のことは後に回すとして、フィグネリアは薔薇と触れ合うクロードに視線を向ける。

「やっぱり元気がないです……。ところどころ花が摘つまれているのは精油を作るためですよね」

「実がつきすぎても翌よく年ねんに響くからな。精油は花を無む駄だにしないための副産物だから、実よりもさらに希少だ」

　その精油からできた香水を、パーヴェルは今も毎年母に送り続けている。

「……いつまで保もつか分かるか？」

　フィグネリアが問うと、クロードは静かに首を横に振った。

「そんなに長くはないと思うんですけど、神霊様次し第だいだと思います。侍女に降りてきてるなら、話してみた方がよくないですか？」

「だが、そこでお怒いかりに触れることにならなければいいが。本当に、神霊方のお考えは分からんな」

　昨日会った神霊は不ふ機き嫌げんそうだったが、一体何が癇かんに障さわったのかさっぱりだ。

　クロードは薔薇の蔓を撫でながら、瞳を陰かげらせている。その姿には労いたわりと慈じ愛あいが見てとれた。

（薔薇達にすっかり共感してしまっているんだな……）

　フィグネリアは優しすぎる夫の側に寄り、空いている彼の手に指を絡からめる。

　そうすると薔薇達の思いや、彼らを思いやるクロードの気持ち、それから自分の中にある母への思いが全部溶け合っていく気がした。
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　城に戻ったフィグネリアはまず、大だい神しん殿でんへ薔ば薇らが散り始めたことを報告する書簡を出した。それから昨日きのうの神官の話と、今日の領民の話を合わせて見直し、マラットとの協議に入った。

「現状、他に潜ひそんでいる密みつ偵ていがひとり確認できました。ほぼ同時期に薬の処方に就ついていたようです。目的は薔薇の繁はん殖しよくと情報収集で間違いないかと」

　フィグネリアは先に結論だけを報告する。

「こっち、じゃなくてこちらが昨日の調書のまとめで、これが今日のまとめです」

　クロードが緊きん張ちよう気味に書類をマラットに差し出す。今日は黙だまって座るだけでなく、できるだけ話すことになったのだ。

　フィグネリアは横目で夫を見やり、やたら力の入った肩かたや強こわ張ばった口元につい苦笑しそうになった。

「神官様達の証言は統一されているが、領民側はふた通りか。外がい見けん的てき特とく徴ちようや印象が似ているせいで混同したというのか」

「はい。姿を見せなくなった時期も、ふたりとも内乱騒そう動どうの後ぐらいみたいです」

　クロードがそこまで言って、フィグネリアと交代する。

「以上のことより、神殿側は密偵の存在を把は握あくしていたと思われます。領民達に死亡した密偵の外見的特徴を説明したのは神官長様でした。意い図と的てきに外見で似に通かよっている部分だけ話した可能性が大いにあります」

　とつとつと告げると、マラットが眉まゆ根ねを寄せて睨にらみつけてきた。

「口を慎つつしめ！　神官長様に対してそのような疑心は神殿への不敬だ！」

「ですが、事実のみを見ていけばそうなります」

　フィグネリアは厳おごそかにマラットを一いつ蹴しゆうする。

「えっと、神官長様は内乱騒動後に密偵ふたりを領民達とは触ふれ合わない役目に代えて、少なくとも片方には何らかの罰ばつを与えているはずです。それが神官長様の意思か、もう片方の密偵の意思かが大事だと思います」

　クロードが最後で少しつっかえつつ言いきる。

「密偵が神官長様を動かしていると言いたいのか！　ならばなぜ救きゆう援えんを求めない。あげくに銃じゆうなど使って、密偵がいると自みずから吹ふい聴ちようしているようなものではないか！」

「ええ。そこが私達も引っかかっているのです。始末するなら、外の人間に知られない方法がいくらでもあったはずです。引き続き、神殿内部の調査に努つとめたいと思います」

　銃の暴発という手が込んでいて派手なやり方と、周しゆう到とうさの足りない隠いん蔽ぺいがまだ嚙かみ合わない。

「今のところ、俺が楽士として受け入れられているので、神み子こ様ともお話ができないか交こう渉しようするつもりです」

　最大限に緊張しているものの、かろうじて逃にげの姿勢に入らずにクロードが明言した。

　フィグネリアはひとまず、これを正面切って言えたことに安心し、マラットの反応を窺うかがう。

　自分が喋しやべる以上にそわそわとして、落ち着かない気分だ。

　夫婦そろって固唾かたずを吞んでいると、マラットは眉根を寄せて口を開いた。

「やるならしくじるな。絶対に無理を通そうとはするな、いいな！」

「はい！」

　渋しぶ々しぶだがマラットからも承しよう諾だくを得たことにより、クロードは背を伸ばして負けない勢いで返答した。

「フィグネリア、婿むこの目付け、くれぐれも怠おこたるな。それとだ、今こ宵よいは楽士をもてなす晩ばん餐さんをすることになった。詳くわしいことは後で使用人をよこす」

　心底不本意そうな顔でマラットが言ったことに、クロードはもちろんフィグネリアも少し驚いた。

「お、俺だけですか。というか、そういうのは別にいいんですけど」

「ならん！　神殿へ音楽を奉ほう納のうする楽士に、領主は一度は礼を尽つくすものだ。現に薔薇も散り始めた以上、もてなしはことさらせねばならん。フィグネリアも同席しろ！」

　フィグネリアへの敵意と、伝統と礼節を重んじなければならない思いの間での葛かつ藤とうがありありと分かる表情で、マラットが乱暴に命じてから席を立つ。

　いつも以上に激しく床ゆかが踏ふまれる音を聞きながら、フィグネリアはクロードと顔を見合わせた。

「何か、もてなされるみたいですね、俺。あ、それよりちゃんと喋れてましたか!?」

「最初としては上出来だが、もう少し自信を持て。迷えば味方には不安を与え、敵には隙すきを見せることになる。どんな相手であろうと、最初が肝かん心じんだ」

　クロードは自分自身を大きく見せることが苦手だ。それは彼の優しすぎる気質や、これまでひたすら自分への期待を捨ててきたせいもあるので、まだ多くの経験が必要だろう。

「はい。精しよう進じんします。フィグ、晩餐って普通に食事するだけでいいんですか？」

「あとは主しゆ賓ひんとして気を張らずに余裕を持って対応することだな。私は添そえ物なので黙って夫に付き従うだけだ」

　フィグネリアはすでに硬かたくなってきているクロードの頰ほおを、指先でつつくようにして撫なでる。

「楽士として歓かん待たいされるんだ。そう難しい話題もない。ダリヤ様……マラット殿の奥方もいるだろうからそこまで堅かたい席にはならんだろう。さて、お前はそれで正せい装そうになるが、私は身み支じ度たくをせねばな」

「フィグ、着替えるんですか？　もしかしてドレス？」

　緊張やら何やらで沈しずみがちだったクロードの表情が、途と端たんに明るさを取り戻す。

「ああ。こういう席では女は軍装というわけにはいかん。面倒なことだ」

　うなずくと同時に夫の顔から暗い影が消え去った。

「結婚式以来のドレスですね！」

「ん、ああ。そうだったな。そういえばお前が来たのは夏も終わる頃だったから、これまで式典の類たぐいが一切なかったのか。……それよりなぜそうも喜ぶ」

「え、だって。滅めつ多たに見れないし、可か愛わいくて綺き麗れいなフィグがもっと綺麗になるんですよ。楽しみです！」

　期待で琥こ珀はくの瞳ひとみを輝かがやかせるクロードに、フィグネリアは言葉に詰つまる。

「……普段とたいして変わらんだろう。それに春先から夏の初めにかけては他国を招まねいての式典や宴うたげが月に一、二度ある。日に三度着替えることもあるぐらいだから、すぐに見慣れる」

　異様な期待感を向けられたフィグネリアは釘くぎを刺さすが、クロードはまったく聞いていないようだった。
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　フィグネリアがドレスを着ると聞いて、喜んだのはクロードだけではなかった。

　滞たい在ざいが延びて退たい屈くつそうだった同行の侍じ女じよ達は、身支度の手伝いを命じた途端、生き生きし始めた。

「皇こう女じよ殿でん下か、ドレスはイサエフ様からお預かりしているものがあるので、そちらにいたしませんか？　新しい製法で織った布を使ったものらしく、機会があれば是ぜ非ひ試着していただきたいそうです」

　ザハールの名に、フィグネリアはいつの間に侍女を丸め込んでいたのかと呆あきれる。

　イサエフ侯こう家けは織物で大きな財をなしている。神しん霊れいより授さずかった鉱石で糸を染め、その糸を用いて織られた布地は、他に類を見ない美しい浅あさ葱ぎ色いろとなるのだ。

　色合いとしては派手すぎずいいだろうと、フィグネリアはそれに決めて着替えだした。

「皇女殿下、ドレスがお美しさを引き立てていて、よくお似合いです。イサエフ侯家の浅葱染めは本当にいつも素す晴ばらしいですわ」

「ああ、相変わらず良い品だ。だが寒い」

　うっとりとフィグネリアを見ていた若い侍女が、年とし嵩かさの侍女に長手袋を用意するよう言われて側を離れる。

「姫様、御お髪ぐしは結ゆい上げた方がよろしいですね。もう少し長ければ下おろしてもよいのですけれど、お小さい時ほどお伸ばしにはなりませんか？」

　年嵩の侍女は、フィグネリアの髪かみを整えながら問う。

「自分ですぐに身支度できる方がいいから、このままだ」

　幼い頃から付き従ってくれている侍女は、少し寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「昔は着替えのお世話から、髪を結うまでさせていただいていたのに、楽しみが減ってしまいました」

「すまない。だが着替えも髪も自分でできる軍装に慣れると、どうしても煩わずらわしくてな」

　父が没ぼつするまでは、ドレスが日常着で髪も背中まであった。政務で忙いそがしくしていたある日、身支度に時間がかかるドレスから軍装に変えると、何をするにも楽ですっかり馴な染じんでしまった。

　おそろいのドレスを着るのが好きだったリリアはつまらなそうだったが、自分は軍装が一番いい。

「義あ姉ね上うえがひとりで着替えができない服は窮きゆう屈くつだと言っていた意味が、よく分かるようになったな」

　いまだにドレスを着る時に嫌いやそうな顔をするサンドラを思い出して、フィグネリアは苦笑する。たった五年で自分がこれなのだから、子供の頃から狩かり装しよう束ぞくで過ごしていた彼女は言うまでもないだろう。

「……皇こう后ごう様も姫様もお飾りにならないので、私どもは仕事の楽しみの半分がありません」

　フィグネリアは鏡の中で結い上げられていく髪に、だけれど、と思う。

（母上と同じなのはこれだけだった）

　髪は刺し客かくと争ううちに一部をざっくり切られてしまい、それを誤ご魔ま化かすために短くしてしまった。

　銀色の髪は母と同じ色だ。だから自分の髪はとても好きだった。

　それにまっすぐな髪質はリリアとも一緒で、そろいのドレスを着て並んだ後ろ姿は双ふた子ごのようだとよく言われた。

　面おも立だちを始めとして様々なものが母や妹とはまったく逆な中で、この髪はふたりとちゃんと繫つながっているように思えて大切だった。

　切ることになった時は悲しくてたまらなかった。泣きはしなかったが、代わりにリリアがなぜか大泣きして拗すねたのをよく覚えている。

『フィグはどんな姿でも素す敵てきね』

　けれど、母のそんな短い一言と偽りのない笑顔に、リリアは機嫌を直し、自分も短い髪を気に入るようになった。

「姫様、ピアスはどうされますか？　この頃は琥珀ばかりつけておられますが、今日は真しん珠じゆの方がドレスにお似合いかと」

　侍女が訊たずねてきたので、感傷に喉のどがひきつりかけていたフィグネリアは息をひとつ吸ってから「真珠を」と答えた。

　全て終えて立ち上がると、侍女達は満足そうだった。

「さあ、仕上げはクロード殿下にお見せすることですね。ずいぶん楽しみにされていましたし、お喜びになりますよ」

　若い侍女たちがきゃっきゃとはしゃぐのに、そういえばとフィグネリアは固まった。

　姿見で自分を確認し、さらに侍女達を見る。

「……本当にちゃんと似合っているか？」

　別に何とも思っていなかった自分の格好が、ドレスの裾すそから後おくれ毛げの一本まで全て気になって仕方なくなる。

　これでいい気もすれば、全部駄だ目めな気もする。

（クロードが期待しすぎるからだ）

「とてもお似合いですよ」と言う侍女達の言葉にも、どうにも安心できない。

　フィグネリアは鏡でもう一度自分の姿を確認してから、クロードが待つ部屋へと移動する。

　一歩進むごとに心臓は大きな音を立て、とても穏おだやかな気分にはなれなかった。
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　上着だけ新しいものに替かえて髪を梳すかれたクロードは、部屋をうろうろしながらフィグネリアを待っていた。

「どうしようニカ、結婚式の時よりどきどきする！」

　マラットとの協議の出来の微び妙みようさに落ち込んだものの、気分は上がり調子だった。

　落ち込む時は落ち込むが、こういう切り替えの速さは自分の長所だと思いたい。

「殿下、とても馬ば鹿かそうに見えるので落ち着いてください」

　容よう赦しやないニカの冷めた声が突き刺さり、クロードは上がっていた気分を望み通り落とされる。それでもまだ平常心までは下がらない。

「綺麗なんだろうなあ、フィグ……」

　結婚式のドレス姿は可愛らしさと綺麗さがほどよく調和していて、一ひと目め惚ぼれした。またあんな姿が見られると思うと、口元は自然と緩ゆるんでしまう。

　そして扉とびらが開かれ、侍女を先頭にしてフィグネリアが姿を見せる。

　その姿に綺麗だとか可愛いだとか月並みな言葉は全部飛んでしまい、クロードは相応ふさわしい表現を見つけられずに言葉を失った。

　フィグネリアが纏まとうドレスはワンショルダーで、フリルもレースもなく裾にドレープがあるだけの簡素なものだった。

　腕うでにつけている手の甲までを覆おおう長手袋も、中指を引っかける環わが繊せん細さいな模様の入った銀のリングになっている以外は飾かざり気がない。
















「だから、あまり期待するなと言っただろう」

　クロードの反応にフィグネリアが頰を染めてうつむく。

「期待以上で、何て言ったらいいか分からないです。綺麗なんて一言じゃ、もったいないし……」

　我に返ったクロードはフィグネリアの頰にそっと手を当て、彼女の顔を持ち上げる。葡ぶ萄どうの房ふさのように連つらねられた耳元の小粒な真珠達が、しゃらりと音を立てた。

「世せ辞じはいいぞ」

「本当によく似合ってます。俺が噓うそが下へ手たなこと、フィグが一番知っているでしょう」

　フィグネリアは本当に綺麗だった。

　豊かな胸元から細いくびれ、腰へと続く曲線を生き地じの独特な織目が引き立て、艶つやめいていながらも浅葱の落ち着いた風合いで上品にまとまっている。

　繊細なレースや華はなやかなフリルで飾り立てるまでもなく、布地たった一枚で彼女の美しさが全て引き出されていた。

「……気に入ったならいい」

　さらに頰を赤らめてフィグネリアが視線をそらす。あまりの愛らしさに口づけてしまうのは、自然な流れだった。

「こら、人目があるところで何をするんだ！」

　周りの視線にいたたまれずフィグネリアが抗こう議ぎする様子も、可愛いものでしかない。体面を保たもつための膨ふくれっ面つらがいつもより幼い印象でいい。

「そういえば、これってザハールのところの生地ですよね」

　クロードはひとしきりフィグネリアのドレス姿を堪たん能のうした後、やっと気づいた。

「ああ。ザハールがいつの間にか侍女に持たせていた。クロード、マラット殿の奥方の生家は？」

　突然の質問にクロードは戸と惑まどうものの、すぐに答を導き出す。

「ええっと、チャイカ侯こう爵しやく家け。特産がない代わりに縫ほう製せい技術で栄さかえたんですよね。あえて自分のところじゃ布を織らずに、国内各地から選えりすぐりの生地を集めてる。今じゃ国の紡ぼう績せき、染織関連の特産を持つたくさんの領主と関わりがある。で、マラット様の奥方は嫁とついだとはいえ目がよくて、今でもいいものがあればご実家へ薦すすめてる……うわあ」

　ザハールの目的に気づいたクロードは口を半開きにする。

「……何て用意周到な」

　視線のやり場に困って赤くなっていたニカも呻うめく。

「春以降の式典で諸外国に披ひ露ろうする前に、反応を見てもらえればと思ったのだろうな。まあ、最初は滞在も一日の予定だったから、あの男も運試しぐらいの気持ちだったかもしれん」

　フィグネリアの言う通りだろう。有能だがなぜか変に遊んで楽しむ癖くせが、ザハールにはある。

「ドレスひとつにも政治とか経済とかの意味があるんですね……」

「皇こう族ぞくが身につけるものは全てだな。特に、他国の女性は装そう飾しよく品ひんひとつひとつまで見ている。欲しいと思わせられたら、ひとまずは成功。そこから実際買い付けてもらって、その国で流は行やれば外貨が稼かせげる。このドレスの生地も当たれば大きい……っ!?」

　すっかりいつもの表情に戻ってしまったフィグネリアの解説を、クロードは唇くちびるを塞ふさいで止めた。

「だから、ここでそういうことはするなと」

「せっかく綺麗な格好をしてるんだから、難しい話はなしにしましょう。ニカ、俺、並んでても変じゃないか？」

　クロードは照れなど一切見せずに、ニカへと問うた。

　フィグネリアは申し分なく綺麗で、急に自分が横にいるのは不ふ釣つり合いではないだろうかと不安になる。

「大丈夫です。殿下は見た目だけなら十分に皇女殿下と釣り合いがとれています」

「…………中身も釣り合いがとれるように頑がん張ばる。でも、ドレスはそれで綺麗ですけど、寒くないですか？」

　部屋の中ならまだしも一度外へ出ないといけないし廊ろう下かも寒いので、剝むき出しの肩や手袋だけの腕は辛つらそうだ。

「寒いな。一応同じ生地のショールがあるからそれを羽は織おって我が慢まんするしかない」

「女の子って大変ですね。見てるぶんにはすっごく幸せなんですけどね」

　そう言っているうちに侍女が近づいてきて、渡されたショールをフィグネリアが羽織る。

　クロードは手を繫ごうとしたが、少し考えて腕を出した。

「できるだけくっついてた方が温かいですよね」

「今日は私が暖をとらせてもらうのか」

　フィグネリアが楽しげに微笑み、腕を組んでくる。ぴったりとくっつくと温かく、ついでに柔やわらかい感かん触しよくもあった。

　手を繫ぐのも好きだが、これも悪くない。

「じゃあ、行きましょうか」
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　晩餐の席は急ごしらえとは思えないほど豪ごう勢せいなものだった。乾ほし肉や燻くん製せい肉をあえたサラダが幾いく種類も並び、他にチーズや肉、野菜などの具材を詰めたパンもある。

　フィグネリアは使用人にショールを預け、クロードと共に席に着いた。パーヴェルの姿はなく、マラットとその夫人のダリヤだけだった。

「せっかくの晩餐なのに私達ふたりでしかおもてなしできなくてごめんなさい。息子むすこ達は領内に散らばっていて、娘むすめもみんな嫁いでしまってこの通りですの」

　白髪しらがの交まじる髪を綺麗に結い、黒に近い紫のドレスを纏まとって実に上品な風ふ情ぜいのダリヤが微笑む。

「あ、いいえ。急なことなのにこんなによくしていただいてありがとうございます。お料理も美お味いしそうです」

　主賓であるクロードがそわそわと落ち着かない様子で答えた。

　フィグネリアはこの場ではあくまで楽士として招かれたクロードの妻であり、粛しゆく々しゆくと夫を見守るばかりだ。

「よかったわ。フィグネリア様もご遠えん慮りよなさらずどうぞ。今日のドレスはイサエフ侯のところの浅葱染めかしら……」

　席に着く前から興味を引かれていたらしいダリヤに問われ、フィグネリアは笑顔で肯こう定ていする。

「新しい製法で織ったもので、市場に出す前に試しに身につけてもらいたいと、イサエフ侯の御ご嫡ちやく男なんからいただきました。同じ生地のショールがありますので、ご興味がおありでしたら後でご覧に入れますが」

「まあ本当に？　是非見せてください。本当にイサエフ侯はこの頃目新しいものをお作りになって、面おも白しろいわ」

　にこにこと上じよう機き嫌げんなダリヤの横で、マラットがむすっとした顔で黙もく々もくと料理と酒を口に運んでいた。

「……婿、飲まんのか」

　酒には手をつけずにサラダやチーズをつまんでいるクロードに気づき、マラットがそう声をかけた。

「この国の料理は気に入ってるんですけど、お酒だけは強すぎて。せっかくなのにすみません……」

　この国で広く飲まれる強い火ひ酒ざけは一口飲むのも無理だったクロードが、笑顔を引きつらせる。

「あら、気がつかなくてごめんなさい。そういえば他国のお酒はそれほど強くありませんものね。クロード殿下に林りん檎ご酒しゆをお持ちしてあげて」

　ダリヤの命めいで侍女が子供でも飲める林檎の発はつ泡ぽう酒しゆを運んでくる。その間にクロードがフィグネリアへと酒杯を譲ゆずった。

「これなら飲めます、ありがとうございます。……あの、皇こう太たい后ごう様のお小さい頃のことを少し伺うかがいたいんですけど」

　そして、甘めの林檎酒で口を湿しめらせたクロードが本題へと移るのを、フィグネリアは渡された火酒を飲み干しながら聞く。

　薔薇の妖よう精せいがなぜここまでするのか手がかりが欲しいと、クロードからここに来るまでに相談があった。場の空気を乱してしまいそうならやめるという彼に、フィグネリアは好きにしていいと返答した。

「なぜそんなことを知りたがる」

「えっと、フィグに皇太后様は薔薇達とすごく仲が良かったって聞いたので、笛の奉納はお小さい頃の皇太后様を思い出すような雰ふん囲い気きの曲がいいかな、と思って……」

　フィグネリアはクロードと共に、マラットの様子を窺うかがう。不機嫌そうな様子は変わらなかったが、話してくれる気はありそうだった。

「年中庭の薔薇の世話を手伝ったり、話しかけたりしていた。今思えば、母親を早くに亡なくして同じ年頃の遊び相手がいなかったせいかもしれん。薔薇と一いつ緒しよにいなければ、詩や物語を読んで、とにかくふわふわと現実味のない娘だった」

　七つ年下の妹のことを思い起こすマラットの瞳には、優しいものがあった。

「可愛らしい方でしたわね。初めてお目にかかった時、まるで薔薇の妖精が人の姿をとったようだと思ったわ」

　自分の思い出の中の母と、幼い頃の母はさして変わらないらしい。

「長じてもさして子供の頃と変わらなかった。……先帝が側そく妃ひを迎えるまではな」

　思ったよりも深いところに話が転がっていき、場の空気が凍こおりつく。

「あなた、この場でそんな話はおやめになって。私達が今お迎えしているのは、楽士様とその奥方様です」

　マラットがそこで押し黙り、ダリヤが困り顔でフィグネリアを見やる。

「ごめんなさい。この人ったらいつもこうで。もう少し落ち着いてくれたらと思うのだけれど、いつまで経たっても子供ね」

　五十を超える夫を捕つかまえてそんなことを言うダリヤに、マラットが顔を紅こう潮ちようさせた。

「……人をいくつだと思っているんだ、お前は！」

「まあ。いくつになってもあなたが私より年下であることには変わりありませんわ。フィグネリア様、年下の夫を持つとこうして怒ど鳴なられてもね、この人は自分よりも幼いから仕方ないわって可愛らしく思えて、それほど腹は立たなくなるものよ」

　悪戯いたずらっぽく微笑むダリヤに、フィグネリアは相変わらず立ち回りが上う手まい人だと感心する。

「だけれど、クロード様はこの人と違ってお優しそうだから、腹が立つことなんてなさそうですわね。よい旦だん那な様さまを迎えられたわ」

「ええ。夫を贈おくってくれた皇こう帝てい陛へい下かには感謝しきれません」

　本音を交まじえて微笑み返すと、その場の空気にようやく温度が戻った。

　それから温かいスープが運ばれてきたのだが、給きゆう仕じを手伝っているのは神霊の器うつわとなっているらしき侍女だった。

　フィグネリアはテーブルの下でクロードの袖そでを引き、視線を夫から侍女へと移す。

　事前に外見の特徴は伝えていたので、それだけで通じた。

「お注つぎしましょうか？」

　空からになったクロードの酒杯を見て言う侍女の声は、年相応の幼さがあった。

　動く様子や表情からも、特に不調が見られるわけでもなく、彼女はごくごく健康そうに見える。

　フィグネリアはクロードに一度目配せをし、晩餐の間はずっとその侍女を気にかけることとなった。
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「結局あの侍女の子、普通でしたね」

　晩餐が終わり城の出入り口へ向かう途中、フィグネリアはクロードに話しかけられてうなずく。

「ああ。神霊様は自由に降りたり戻ったりしているのだろうか」

「器になれる条件を生まれつき持ってる子かもしれませんね。無理に器にされて消しよう耗もうしたりしてないようで、よかったです」

　神霊の器になると大きすぎる力が負ふ荷かになるが、元から魂たましいに受け入れられるだけの余裕があり、常に体を使われている状態でなければ影えい響きようは少ないらしかった。

「そうだな。母上が薔薇に気に入られていた理由は分かったか？」

「それは分かりました。薔薇に限らず、花の妖精って人間に話しかけてもらうのがすごく好きなんですよ。特に綺麗だとかそういう褒ほめ言葉の類い。ただし、上うわっ面つらだけじゃ駄目で、本心からの言葉を好むんです」

「母上は話しかけているうちに、すっかり妖精のお気に入りになってしまっていたわけか。……帰郷した時も薔薇に話しかけていたな」

「お気に入りってだけじゃなくて、たくさん話しかけてもらえるから仲間意識みたいなのが芽め生ばえちゃってると思います。そうでないと、開花したまま待ったりしないんじゃないかな」

　偽りのない真実の心。それはきっと善意と希望で満たされていたはずだ。

「リルエーカ様だろうか……」

　フィグネリアは腕を組むクロードに身を寄せて、首を横に傾かたむける。

　神霊の名前が分かったからといって、どうにかなるものでもなさそうだが、彼かの女神ならばこれ以上大きな騒さわぎは起こさないでいてくれると思いたい。

「やっぱりご本人に訊きくのが一番ですね。また降りてきたところに会えたら話してみましょう」

　それしか手立てがないのなら仕方ないと、フィグネリアはこれ以上の神霊や妖精の話題は諦あきらめる。

「晩餐は滞とどこおりなくすんでよかったな。ダリヤ様もショールを気に入ってくださったし」

　晩餐が終わってショールを渡すと、ダリヤはまじまじと見つめて、面白いと感心していた。彼女があれだけ気に入ったなら、上手くいくだろう。

「奥方様はいい人でしたね」

「それが、あの方の務めだからな。マラット殿はあまり社交向きの方ではないが、奥方が政務には一切口を出さない代わりに、家政を取り仕切り他家との関係を取り持つ役目を買って出ている。ご実家の方も九きゆう公こう家け派はと反九公家派、どちらとも関わりがある。アドロフ公がお決めになったことだ」

　ダリヤは実家の人脈もあれば、マラットより年上であの人ひと柄がらだ。使用人への采さい配はいも行き届いている。いい相手を見つけたものだ。

「立場ある人の結婚って、本来そういうものですよね。人脈、財力を補おぎなったり強化したり」

「私もお前に強化してもらうつもりだ」

「フィグはだいたい足りちゃってますからね。そういえば、俺が本当に刺客とか密偵とかだったらどうするつもりだったんですか？」

　クロードが素そ朴ぼくな疑問を口にしながら妻を見下ろした。

「煩わしい求婚や降こう嫁かする必要がなくなる利点があるので、婚こん姻いん関係は維い持じしただろうな。あとは必要な情報を引き出したら一生飼い殺しだ。跡あと継つぎが必要となれば、リリアのところから養子をとる選せん択たくもあるから、私が無理に再婚する必要も特にない」

「…………そんな愛のない結婚生活嫌です。何にも命じられなくてよかった」

　本気で安心しているクロードに、自分もそれでよかったと思う。

　あとは出された料理や晩餐の席でのことをとりとめなく話しながら、ふたりは城の出入り口で待っていたニカと合流して離れへと戻った。

「フィグ、もう着替えちゃうんですか？」

　クロードから身を離し、広間とは別の部屋へ行こうとすると残念そうにつぶやかれた。

「ああ。いつまでもこんな格かつ好こうはしていられんからな。寒いんだ」

　寒いのは確かだったが、それ以上にクロードの視線が面おもはゆくて仕方なかった。

　着るものひとつでここまで夫の視線が変わるとは思わなかった。いつもより言葉は少ないくせに、琥珀の瞳が熱心に見つめるのでうなじのあたりがちりちりする。

「だったら、せめて着替えを手伝わせてください」

「侍女がいるから必要ない」

「なら手袋だけでも外はずさせてください」

　廊下を行き交かう侍女やら、傍かたわらで控ひかえるニカが微妙な表情で立ち止まる。廊下の沈ちん黙もくは重かった。

「何か楽しいのか、それは」

「意外と楽しいはずです、俺が」

「…………お前もさっさと着替えて明日に備えろ」

　何だかよく分からないがひとまず夫の頼みは却きやつ下かし、フィグネリアは侍女達と一緒に着替えのための部屋へ入った。
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　クロードは寝しん室しつでいつもの体の線が出ない簡かん素そな上下に着替えてしまっているフィグネリアの姿を見て、しょんぼりする。

「もうちょっと、見てたかったなあ……」

　結婚式以来の艶あでやかな姿なのにもったいない。胸はもちろんだが、腰回りの辺りが何とも言えない色っぽさで、思い出すだけで押し倒したくなるぐらいだ。

　場所と現状を考えて自じ重ちようする理性はあるが、手袋は返す返す惜おしい。

「春先になったらいくらでも見られると言っただろう。まったく、浮うわつきすぎだ」

「だって、すごく綺麗でしたし」

　クロードは広いベッドに上がり、そっぽを向いて座っているフィグネリアの腰に後ろから手を回して抱だき寄せた。

　洗い立ての髪からはかすかに薔薇の香りがする。

「二回目だから物もの珍めずらしいだけだ。すぐに見慣れる」

　なぜか必死に褒め言葉を否定する妻が可愛らしく、クロードは笑い声をかみ殺しながら深く抱きすくめる。

「フィグは着飾っているのを褒められるの、嫌きらいですか？」

「嫌いじゃないが、落ち着かない。もういいから寝るぞ。明日は神子様とお話ができるかどうかの大事なところだ」

　仕事の話へと話題を移し、フィグネリアがクロードの腕から逃げようと身を捩よじった。

「はい。会わせてもらえるといいんですけどね……」

　クロードは腕を緩めるだけに留めて、表情を真ま面じ目めなものにする。

　密偵が死の瞬間までにどんな行動を取っていたのか、知っているのは神子だけだ。最後にどんなことを言って脅おどしてきたのか、どんな様子だったのか。

　ひとつでも知れれば手がかりになる。

「神官長様が取り次ぎをしてくださるかだな」

「……フィグ、仕事の話はこれぐらいでやめましょう。約束違い反はんです」

　普段、政務が立て込むと寝室に戻ってからも書類を睨んだり話し合ったりするので、ベッドに上がったら仕事の話題は出さないというのが夫婦の約束だった。

「ここは家の寝室ではないから適用外だろう」

「どこでも適用です。むしろ外出先だからこそ、何も考えない時間が必要だと思いますよ」

　ここへ来てずっとフィグネリアは気を張りっぱなしだ。自分がそこまで彼女に頑張らせずに手伝えるのが一番だが、今できるのはきちんと休ませることぐらいしかない。

「……そうだな。だが起きているとどうしても考えてしまう。寝るか」

　フィグネリアが体を横たえる気になったので、クロードは腕を解ほどいて寄り添うように自分も横になる。

　本当に疲つかれていたのだろう、フィグネリアが眠りにつくのは早かった。クロードはその穏やかな寝息に目を細め、自分も眠りにつこうとする。

「……？」

　しかし眠りに入る直前、ふと違い和わ感かんを覚えて目を開いた。その正体は、ベッドサイドに飾られている薔薇だった。

「こら、俺の奥さんに悪戯するな。っていうか、何してるんだ？」

　薔薇の妖精の気配はヴェールのようにフィグネリアにかかっていた。

　クロードはそっと妖精の気配に触れる。自分の内側で呼応しているのは、同じ種類の薔薇の妖精。自分の祖先はどうやらここの薔薇の妖精も魂に取り込んでいるらしかった。

「夢……に干かん渉しようしてるのかな」

　内と外の妖精を繫げ合うと朧おぼろげに何かが見えてきて、クロードはいったん繫がりを解いてから少し考え込む。

「フィグがどんな夢を見てるか、分かるってことだよな。うう、これはいいのかなあ」

　夢を覗のぞくというのは、勝手に日記を盗ぬすみ見るような罪悪感を覚える。だが薔薇が見せているのなら、オリガに関することだろう。

　クロードは眠気もすっかり忘れて思い悩なやむ。

　初めてここに泊とまった時も、自分は先に眠ってしまって気づかなかっただけで、同じことを薔薇がしていたのかもしれない。

　フィグネリアは翌朝夢を覚えていなかったし、今見ている夢もまた忘れてしまうかもしれない。

「見ておいた方がいいかもな……」

　クロードはやっと結論を出し、目を閉じた。

　内と外の妖精が繫がるとそこに眠気が絡からんでいき、やがて暗くら闇やみはじわりと色を持つ。最初はただの滲にじみだった様々な色は、徐々に色合いや輪りん郭かくを鮮せん明めいにしていく。

「王宮の居住区の廊下……家に帰ってきた気になるなあ」

　目の前に広がるのは、見慣れた王宮の廊下だった。クロードはこれが夢であることを忘れそうになりながら廊下を進む。

　廊下の向こうに静しず々しずと歩く十歳ぐらいの少女の後ろ姿が見えた。背の半なかばまである銀ぎん糸しの髪に、淡あわい紫色のふんわりしたドレス。腰の辺りにある、レースで縁ふち取どられたリボンがゆらゆら揺ゆれている。

「リリアさんっぽいけど、もしかしてフィグ？」

　クロードは彼女を追いかけて早足になった。角を曲がる時に少女の横顔が見え、フィグネリアだと確信する。

　意志が強く前をまっすぐ見み据すえる瞳は、この頃からまったく変わっていないらしい。

「これは、フィグの子供の頃の夢……」

　クロードがつぶやくと同時に、さっとカーテンを開くように景色が変わる。真正面にフィグネリアがいた。

「か、可愛い……」

　クロードは思わずそう零こぼす。

　ほんのり赤みの差す白い頰がとても柔らかそうだ。面立ちは今と同じく均整がとれており、桜おう桃とう色いろの唇が愛らしい雰囲気を作っている。その反面大きな薄うす青あおの瞳は理知的で、大人おとなびて見えた。

　矛む盾じゆんするふたつの要素は不思議な魅み力りよくを醸かもし出していた。

「ちっちゃいフィグも可愛いなあ……」

　と、いろいろ思うもののクロードは全部ひっくるめて可愛いの一言にまとめてしまう。

「やっぱり女の子はひとりは欲しいよな」

　自分達の娘はこんな感じだろうかと、クロードは少しばかり目的を忘れて相そう好ごうを崩くずす。

　そして、はたとこれではただの怪あやしいお兄さんだと気づき、フィグネリアの反応を窺う。どうやら彼女に自分の姿は見えていないらしく、別の方向を見ていた。

　ひとつの扉へとフィグネリアは向かう。

「失礼します」

　そう一言断ってからフィグネリアが入った部屋には、オリガがいた。

「いらっしゃい。ほら、座って。リリアももうすぐ来るわ」

　柔らかい声でオリガがフィグネリアをソファーに招く。

「リリアはどこへ行ったのですか？」

「バラノフ様のところへ新しいドレスを見せに行っているのよ。最初に褒めていただきたいんですって」

「お忙しい方なのであまりご迷めい惑わくになっていなければよいのですが……」

　そのバラノフ様がリリアの将来の夫になることをまだ知らない母娘おやこは微笑み合う。

「フィグは、ドレスを見せたい方はいるのかしら？」

　オリガがうずうずした様子で訊たずねるのに、クロードも一緒になって緊張する。

「いいえ。いません。私は、父上が決められた方を婿に取るつもりなので……」

　実際は兄が誕生日祝いに連れてくるとは露つゆほども思っていないフィグネリアが、曖あい昧まいに微笑んだ。

（これ、どっちだろう。いるのか、いないのか……。ううん、いや、というより何でこんな夢を見させてるんだろう）

　過去の母娘の会話を壁かべ際ぎわで眺ながめつつ、クロードは首を傾かしげた。
















「そうね。エドゥアルト様ならきっと、素敵な人を見つけてくれるわね」

　話題が尽つきたのか、母と娘の間に沈黙が落ちる。何となしに落ち着かない雰囲気だ。

「この頃、フィグはエドゥアルト様のお手伝いをしているのよね。大変じゃないかしら……。夜も遅おそくまでずっと、一緒にお仕事をしていると聞いたけれど、ちゃんと眠れている？」

　意を決した顔で、オリガが先にフィグネリアへと声をかけた。

「それは大丈夫です。私の方から最後までおつきあいさせて欲しいとお願いしているので」

　フィグネリアの返答にそう、とオリガが落ち込んだ顔をした後、何かを言いたそうにしつつも言葉を止めてしまった。

（フィグは子供の頃からフィグなんだなあ……）

　オリガが本当に欲しいのは、そういう優等生な返事ではないのに。

　クロードは母娘をもどかしく思いながら苦笑する。

　ふたりの会話にまた微妙な間まができる頃、リリアが部屋に入ってきた。すぐに彼女はオリガに抱きついて、ドレスを褒めてもらったと喜んだ。

　その様子を、フィグネリアは幸せそうに見つめていた。

「フィグに伝えたいことがあるんだろうけど、うーん、何だろうなあ」

　ぼやいていると、辺りの景色が再び滲み出してくる。

　クロードは薔薇の妖精達が離れていこうとするので、繫がりを解いていく。その後は自分の眠りの中に沈んでいった。

「……ド、クロード」

　名前を呼ぶ声と体を揺らされる振しん動どうに目を開くと、フィグネリアの姿が見えた。十八歳の彼女と夢の中の幼い彼女が変に混じり、思考がこんがらがる。

「……おはようございます？　フィグは何歳でも可愛いですよね」

「何を寝ぼけているんだ。朝だぞ」

　怪け訝げんそうなフィグネリアに、何でもないですと答えてからクロードは体をのろのろと起こしていく。酷ひどい倦けん怠たい感かんがあるのは、妖精と繫がりすぎたせいかもしれない。

「フィグ、昨日、夢を見ました？」

「いや、覚えていない。見たのか、見ていないのか……」

　クロードは迷いながらも、フィグネリアの夢を覗いたことを告白した。

「夢、というよりそれは子供の頃の記き憶おくだな。朧げながら母上とそんなことを話した覚えはある。しかしそれに何の意味があるんだ？」

「それが分からないんですよね。伝えたいことがあるからでしょうけど」

　健けな気げに薔薇を咲かせ続ける妖精達の力にはなりたいが、言葉を交かわせないのでどうしようもないのだ。

「本当に、神霊方も妖精も理解しがたいものだな」

　クロードはフィグネリアと顔を見合わせ、ふたりで同時にため息をついた。
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　予定通り神殿へと向かうと、すでに神殿周辺の薔薇は散り始めていた。フィグネリア達は神殿より少し手前で馬車を降りて、辺りを見回す。

「昨日のように一気に落ちたわけではないな」

　花はまばらに散っており、地面も雪が覗いて見える。フィグネリアは視界の端はしで薔薇が音もなく散るのを目に留め憂うれう。

　一体どれほどの速度で城のぶんまで散ってしまうのだろうか。

　薔薇が散るのを領民達が喜ぶ中で、憂ゆう鬱うつな顔でフィグネリア達は礼れい拝はい堂どうへと向かった。

　堂内は昨日以上に領民達がひしめいており、長なが椅い子すに座れずに部屋の隅すみで立っている者までいた。

　暖だん炉ろもなく冷たいはずの礼拝堂は、人々の体温で凍こごえるほどでもなくなっている。

「フィグ、すごいことになっちゃってるんですけど……」

　クロードが引きつった笑顔で振り返る。

「まあ、当然といえば当然だが……」

　あまりの人の多さにフィグネリアも驚いていた。

「今日は神官方も総出ですね」

　ニカが礼拝堂の奥、左右の扉に丸くした目を向ける。そこには神官の姿も多い。外にもまだ人がやってきているらしく、神殿の入り口の扉は開け放たれることになった。

　そして寒さにもかかわらず入り口辺りにも人ひと集だかりがあっという間にできてしまい、クロードがリルエーカ像まで連れて行かれた。

「殿下、昨日より緊張されてますね……」

　すっかり人ひと垣がきに埋うもれてしまっているニカが爪つま先さき立だちになって、人の隙間からクロードの様子を窺う。

「吹き始めたら集中してしまうから大丈夫だろう」

　ニカより背の低いフィグネリアは、どうやっても人の背中しか見えなかった。

　初めて神殿に行った時や祭事の時も、クロードは初めこそ緊張していたが、笛に口をつけた途端に周りのことなど目に入らなくなっていた。心配することもない。

「……始まりますよ」

　クロードの演奏が始まる直前、一いつ斉せいに辺りが静かになる。

　すると丸みのある音が零れ落ちてきて、囁ささやきのような不思議な旋せん律りつを作った。ひとつひとつの音が柔らかく、優しい。

（本当に、母上を想起させる曲を吹くつもりか）

　フィグネリアは昨日クロードが言っていたことを思い出し、感かん嘆たんした。

　普通に聞けば穏やかな冬の陽光に似た音色だろうが、オリガを知る者ならば彼女の優しい声を思い出すだろう。

　高めの音は、自分が知っているよりも少し幼い印象を覚える。

　笛の演奏というより、少女のお喋りを聞いている気がして、耳を傾けているうちにいつの間にか音は止やんだ。

　しばらくは誰もが静かに余よ韻いんに浸ひたっていた。年嵩の領民が「お城のお嬢じよう様さまを思い出した」と言っているのが聞こえる。

「皇女殿下」

　すっかり半分過去に浸っていたフィグネリアは、控えめなニカの呼びかけにうつむき気味だった顔を上げる。

　クロードの元へ行こうと思ったが、今日も講説が始まってしまい、それが終わるまで待つことになった。

「フィグ、神子様とはまだ駄目だそうです」

　クロードとやっと合流すると、先に話を通したのかそう言った。

「神子様も、楽士様にお目にかかりたいとのことですが、まだ少し休養が必要でして……」

　フィグネリアは本当に申し訳なさそうに言う神官長の顔を見て、ふと疑問を持つ。

　昨日までに比べて顔色もよく、隈くまも薄れている。やっと休めるだけ神殿が落ち着いたのかもしれない。神官達もどこか安あん堵どした顔つきでいる。

　正確な真実を知らない領民も、薔薇が散り始めて憂いが消え、密偵の件はまるで全て解決したかのような雰囲気だ。

「そうですか。では、処方のお役目をなさっている神官様方ともう一度話させていただいてよいでしょうか」

　しかしまだ終わっていないことを知るフィグネリアは、神官長に訊ねる。

「……私どもは知る限りのことをお話ししました。これ以上は何もないと思うのですが」

　遠慮がちな言葉の裏に、これ以上は詮せん索さくするなという本ほん音ねが透すけて見える。

　密偵は死んだ。薔薇もそれを契けい機きに散り始め、そして神殿はそもそも密偵など知らないと主張している。

　こうなると、これ以上手が出せない。

　苦々しい思いを隠し、その日はそのまま神殿を去ることになった。

「マラット様に、神子様と話すって言ったのに……」

　張りきっていたクロードが馬車の中でがっくり肩を落とした。

「仕方ない。強行してこちらの動きに気づかれるわけにもいかん。今日のところは城で待機して、資料の整理だな。……散っていってるな」

　フィグネリアは窓の外に見える薔薇の数が明らかに減っているのに眉び宇うを曇らせる。

「このままなら今日のうちに全て散ってしまいそうですが……」

　ニカが良いことなのか悪いことなのか戸惑った声で言う。

「まだ、全部は散らないと思う。花を減らしてできるだけ長く咲き続けられるようにしてるんだ」

　窓にもたれかかってクロードが痛ましげに目を細めた。そして彼はおもむろに笛を取り出し、音を奏かなで始める。

　神殿で吹いていたのと音程や旋律は似ているが、湛たたえる感情は哀あい切せつなものだ。

　フィグネリアは音に身を浸しながら目を伏ふせる。

　眼まな裏うらに浮かんだのは、父を遠くから見つめる母の姿だった。
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　城に戻ったクロードは、ニカとふたりだけでアドロフ家の庭先にいた。

　結局神み子ことの話はできずじまいで、せっかく役に立てそうだと思ったのに拍ひよう子し抜けしてしまった。

　だが、まだやれることもある。

「フィグはちゃんと休んでるかな」

　クロードはここ数日忙いそがしかったフィグネリアを、今日ぐらいはゆっくり休ませるつもりだった。

「皇こう女じよ殿でん下かもお疲れですし、殿下があれだけ言い含ふくめられたのですから、大丈夫でしょう」

「だといいんだけどな……。それにしても、城、かっこいいよな」

　石造りの城は背面から見ても堅けん牢ろうで隙すきがなく、まさしく戦うためのものといった風ふ情ぜいが、少年心を沸わき立たせる。

「はい。殿下、建築様式や石材についても解説したく思うのですが、先に薔ば薇らを……」

「分かってる。どこもかしこも薔薇でいっぱいだな」

　飾かざり気けのない城の中だからこそ、いっそう薔薇達は華か美びに見える。しかしどこまでも美しく咲さき誇ほこっていながら、胸に触ふれてくる感情はひどく切ない。

　クロードはそっと薔薇に触れる。

　触れなくとも繫つながってはいられるが、こうした方が気持ち的に繫がりやすいのだ。

「まだ、元気だな。なあ、どうしたいんだ？　皇こう太たい后ごう様はもう帰って来られないのは分かってるのか？　俺もお前達が散るまでに手助けしたいんだけどな」

　クロードは薔薇に語りかけてみるが、言葉が交かわせるわけでもないので感情が共鳴し合うばかりだった。

「ん、何だ？」

　不意に妖よう精せい達の気配が揺ゆらめき、クロードは小首を傾かしげた。

「そこで何をしている」

　低く、重圧感を覚える声にぎょっとする。振り返ればパーヴェルが険けわしい顔で立っていた。

「う、あ、えっと、薔薇を見てました」

　クロードは答えながらおろおろとニカに救いを求めるが、すでにニカは侍じ従じゆうらしく跪ひざまずいて控ひかえていた。

（これは、俺ひとりで対応しないといけないのか）

　突然の事態に頭が真っ白になるも、クロードはアドロフ公の様子を窺うかがう。

「フィグネリアはどうした」

「今は離れにいます。アドロフ公はなぜこちらに？」

「自分の家の庭を歩くのに理由などいらん」

　それはそうだとクロードはここで返答に詰つまった。

「お前は薔薇に話しかけていたのか？」

　わずかな沈ちん黙もくの後に、そう訊たずねられて困り果ててしまう。

「すいません。子供の頃から話し相手って花とか木とかしかなかったものでつい……」

　誤ご魔ま化かそうと思ったものの、何も思いつかずつい正直に答えてしまっていた。

「言葉を返さないものに声をかけて意味があるのか？」

　薔薇に目をやりながら、パーヴェルが問うてくる。

「意味……。声に出さないと、駄だ目めな時があるから、でしょうか。自分の中にだけ置いておけないけど、どこに出していいか分からないものは全部、見えない相手に喋しやべっちゃうんだと思います」

　子供の頃から妖精の存在を感じ、言いたいことは全部彼らに向けてきた。

　その時の気持ちまではよく思い出せない。

「お前を婿むこに取ると決めたのは、フィグネリアではなかったな」

　すぐさま違ちがう質問が飛んできて、クロードは何か疑われているのかと不安になりながらうなずく。

「義あ兄に上うえ……皇こう帝てい陛へい下かがお選びになりました」

　正確に言うとあれこれ違うわけだが、表向きの事情で答える。

「お前自身は、この婚こん姻いんに異論はなかったか？」

「なかったというか、深く考えずに言われるままお婿に来たので……。でも、フィグと結けつ婚こんできてよかったと思います」

　もはや取り繕つくろうのは諦あきらめ、本心だけで言葉を連つらねていく。

「……いずれ、誰だれかを恨うらむ時がくるとは思わないか」

「どうしてですか？」

　本気で分からずに、クロードは首を傾げた。

「フィグネリアと共にあるならば、いずれは否いや応おうなしに苦境を強しいられる。その時に何も知らない自分をそこへ放り込んだ人間を責めずにいられるか？」

　パーヴェルの視線は相変わらず薔薇に向かったままだった。

　だけれど、もっと遠くを見ている気がする。

「……誰かを恨んだり、責めることがあるならきっと、自分自身に対してです。フィグが辛つらい時、何もできることがない自分を責めることはあると思います」

　今だって過去の自分をたくさん悔くやむことがある。

「だけれど、俺はそうならないように、フィグに追いつくつもりです」

　パーヴェルからの返答はなかったが、その顔が苦痛に歪ゆがむのが見えた。

「……アドロフ公!?」

　杖つえを支えにしながらも、老体が崩くずれ落ちる。クロードは慌あわててその体を支えるが、パーヴェルは倒たおれてしまう。

「ニカ、誰か呼んできて！　アドロフ公！」

　クロードは必死に呼びかけるものの、パーヴェルの意識はすでに途切れていた。

　薔薇の妖精達の嘆なげきが膨ふくらむのを感じた。
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　やることがない、とフィグネリアはソファーに横たわる。

　調書の見直しをしたいところだが、クロードが気き遣づかって休息をとるよう言ってくれた気持ちも無む下げにできない。

　侍じ女じよ達はせっかくだから持ってきた他のドレスも着てみないかと、楽しげに進言してきたが、却きやつ下かさせてもらった。

　いつ何が起こっても対処できる状態でいなければならないし、余計に疲れそうだった。

「昼寝というのも慣れないしな。ひとりでゆっくり過すごす方法が分からん」

　クロードは昼寝したりぼんやりしたりしているといいと、さも簡単なことのように言っていた。

　しかしながら、自分はそういうことが苦手だ。

「何も考えないよりは……」

　無む性しように物もの寂さびしくなり、フィグネリアは唇くちびるを尖とがらせる。

「早く帰ってこい」

　つい声に出してしまって、こらえると決めたのに我が慢まんしきれていない自分に、本当に駄目だなと呆あきれる。

　時計を見るとクロードが出ていってからそれなりに時間が過ぎていた。ふと不安になり、フィグネリアはソファーから下おりる。

　捜さがしに行こうとした時、侍女からクロードが戻ってきたと報告があって安あん堵どする。

「クロード、どうした？」

　帰ってきた夫の表情は珍めずらしく深刻なものだった。

「アドロフ公が倒れました。俺、直前まで話してたんですけど、妖精達が騒さわいでいました」

　まったく状況が理解できず、フィグネリアはクロードを座らせて事情を問う。

「ご容よう態だいは？」

「熱があるみたいで、休養が必要らしいです」

　重じゆう篤とくというわけではないらしく、フィグネリアは胸を撫なで下ろした。

「アドロフ公がお倒れになって、妖精が騒いだのか？」

「はい。すごく動どう揺ようしてる雰ふん囲い気きでした……」

　薔薇が散らないことと、アドロフ公に何か繫がりがあるのだろうか。

　フィグネリアは思案するが、答は出なかった。

「アドロフ公とは何を話したんだ？」

　話題を変えると、クロードが少し迷いがちな態度になる。それを見て、扉とびらの側で控えていたニカが静かに退室した。

「フィグとの結婚、後で誰かを恨むことにならないかって。でも、何だか俺に訊きいてるっていうより、皇太后様のこと、話してる気がしました」

　ふたりきりになって、やっとクロードはそう話した。

「……アドロフ公は、母上に恨まれていると思っているのか？　そんな方ではないと、一番ご存じだろうに」

　母は誰より夫を愛していたし、誰かを責める性格でもなかった。

　ありのままを全て受け入れ、たゆまず愛を注そそぐのが母だった。

「……アドロフ公自身が悔やんでるから、そう思ったのかもしれません」

「母上は、ずっとお幸せそうだった」

　思い起こす母はいつも笑顔でいた。けれど、時々父を見る姿は寂しげだっただろうか。

　幸せそうな顔以外は、はっきりとは覚えていない。

「お前は、誰かを恨む日がくると思うか？」

「思わないです！　ちゃんとアドロフ公にもそれは伝えました。俺は、フィグと出会えない自分なんてもう、考えられないし」

　即そく答とうする夫にフィグネリアは微笑ほほえむ。

「そうか。それならばよかった。私も、お前以外は考えられないから」

　望まなかったはずの結婚は、自分にとっては最良のものだった。

　今の自分ならば、父が側室をもうけた時の母の葛かつ藤とうを想像できる。考えただけで心が千切れそうで、それが現実に起きたのだ。

　だけれど、自分を愛してくれた。

　フィグネリアは母の最後の笑顔を思い出し、目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

「フィグ……」

　クロードに肩かたを抱だかれて息をひとつ吸う。ぬくもりと馴な染じんだ香りが心地ここちいい。

「ああ、大丈夫だ。……薔薇と、母上と、アドロフ公。繫がりそうで、繫がらないな」

　フィグネリアはクロードにもたれかかったまま目を閉じる。

　これならば、問題なく休息できそうだと思った。
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　さらに翌よく日じつ、密みつ偵てい死亡から四日目。アドロフ家の庭の薔薇はまだ満開だったが、神殿から城の側までの薔薇は半減していた。

　そうしてその日もまた、神子との対面はできずに終わってしまい、これで二日続けて進展がないままになった。

　パーヴェルの容態は快方に向かっているということで、それだけは安心できた。

「すっかり、散ってしまったな」

　フィグネリアは馬車の窓の向こうに見えるまばらな薔薇に、ため息をついた。

「あと少しですね……。今日は調書の見直しをしましょうか」

　クロードは隣となりで肩を落とし、ニカも残念そうにしている。

「イサエフ二等官は早ければ明日には到とう着ちやくするんですよね」

「ああ。できるだけ早く着いてくれればいいのだが。大神官長様からの返事も気になる」

　神殿への介かい入にゆうの許きよ諾だくが下りるかどうかが一番の問題だ。下りなければ下りないで、策を講こうじなければならない。

　フィグネリアは視線を鋭するどくし、口を引き結ぶ。

　やがて馬車がアドロフ家の城に着くと、幾いく人にんかのアドロフ家の私兵が出で迎むかえた。厳おごそかな雰囲気に、フィグネリア達は緊きん張ちよう感かんを覚えて身を強こわ張ばらせる。

「アドロフ公が皇女殿下をお呼びです」

「ご用件は？」

　フィグネリアが問うと、それは聞いていないとのことだった。

「あの、フィグだけですか？」

「案ずるな、ただ話をするだけだ。待っていてくれ」

　不安そうなクロードに、フィグネリアは穏おだやかな微笑みを向けて兵達と城内へ向かった。
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　昼でも薄うす暗ぐらい部屋へと通されたフィグネリアは、パーヴェルがベッドに横たわったままでいることに驚おどろく。

　彼ならばけして、こんな老おいて弱った姿を自分には見せないと思っていた。

「私は老いた。それはまぎれもない事実だ」

　フィグネリアの内心を読み取り、パーヴェルが答える。

「お加減はいかがですか？」

「よくはない。そう、長くはないだろうな。お前には喜ばしいことか……」

「……アドロフ公にはご健在でいていただかなければなりません」

　九きゆう公こう家けは一枚岩ではない。それぞれが中核の位置を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらい、パーヴェルの死を今か今かと待ちわびている。今、パーヴェルという重石おもしがなくなれば九公家同士の争いは激化するだろう。

　それを押さえ込めるだけの力量は、自分にはまだない。

「お前は、父親によく似ているな」

　面おも白しろくなさそうに言ったパーヴェルは、それからしばし沈黙し、サイドテーブルに飾られている薔薇に視線を向けた。

　テーブルの上には、花びらが一枚だけ落ちていた。

「……オリガのことを聞きたい」

　息が詰まる静せい寂じやくの中、パーヴェルが告げた言葉にフィグネリアは一いつ瞬しゆん動揺した。

「なぜ、皇太后様についてお知りになりたいのですか」

「老い先短くなって、こんな年寄りよりも先に身み罷まかった娘が気にかかるだけのことだ。オリガは、何かを望んでいたか？」

「……分かりません。あの方は、ご自分の望みというのをあまり口にされる方ではなく、常に誰かを思いやっていました。それは、アドロフ公の方がご存じなのでは」

「あれは、昔からそういう娘こだった。自身の都合よりも他人を優先する。だから、お前のような娘むすめでさえ我わが子ことした」

　言げん外がいに母と自分は血の繫がりがないと強調されて、フィグネリアはうつむく。

　もう何度も様々な者に聞かされたが、いつも心苦しい。

「お優しい方でした」

　短く返すと、しんと部屋が静まり返る。

「先せん帝ていはお前を跡あと継つぎにと望んだか」

「……あくまで、兄の補佐をとお望みになりました」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよの後にフィグネリアは答える。

「お前ならばどうする。政まつりごとに向かない子と、己おのれの知識を全て引き継つげる子と、どちらに跡を託たくす」

「ふたりの子が同どう腹ふくならば、後こう者しやを取るでしょう。ただ、私は違います。あくまで、補佐のために産まれたのです」

　自分の生母は平民の出しゆつ自じであり、天てん涯がい孤こ独どくの身の上だった。それゆえに自分には後ろ盾だてもない。その代わり父が存ぞん命めいの間は、後こう継けい者しや問題は起こらなかった。

「それに、その気があったのならとうに私や皇帝陛下にお話があったはずです。今いま際わの際きわにすら……」

　言いかけて、フィグネリアは口を噤つぐむ。父が前大神官長に薬と偽いつわった毒を盛られ続け、駆かけつけた時にはすでに意識はなかった。だが一度だけ、目を開いて自分を呼び寄せた。

『後のことは任まかせた』

　それが最後の言葉だった。これから帝てい位いに即つく兄を支えよということだろうと判断した。そのはずだが、改めて問われるとどうとでも取れる言葉だ。

「私が生きている間は言えないか。盟約があったことすら、聞いてはいないか」

　フィグネリアは、知りませんと声にならない声を紡つむぐ。

「あの男が先々帝を追い落とすのに、ふたつの条件を出した。即位後半年の内にオリガを娶めとることと、嫡ちやく子しを帝位に即けること。それさえ吞のめば手を貸そうと」

「それは父の施し策さくです！」

　思わず大きな声を出してしまっていた。
















　アドロフ公を説とき伏ふせ、かねてより婚約していた息そく女じよとの婚姻を早め、嫡子を次期皇帝と定めて九公家との均きん衡こうを取ることを決めたのは先帝のはずだ。

　結果としては同じだが、パーヴェルが言ういきさつが事実ならば、アドロフ公と先帝の立場は逆転する。

　先帝は九公家中心の内政を変えるつもりでいながら、アドロフ公に屈くつしてその血脈に繫がる者を次期皇帝として据すえることに承しよう諾だくしたというのか。

「あの男はオリガとの婚約を破は棄きするつもりだった。最後に私から婚約の無む効こうを言わせるつもりだったのだろうが、先に私が盟約を持ち出した」

「なぜ今になってそんなことを……」

　冷静さを取り戻そうとしても、声は震ふるえてしまう。

「お互いに盟約のことは黙もくするという取り決めだった。そして確かにイーゴルが帝位に即き、盟約は果たされた。だが、実質はお前が帝位に即いているのと変わりない」

「私は現在政務を統とう括かつしていますが、最終的な決定権は皇帝陛下にあります。私は、陛下に忠ちゆうを誓ちかう臣下でもあります」

　イーゴルが兄であると同時に、主君であることを忘れたことなどない。

「……お前のそれは本当に忠心か。イーゴルがもし兄でなく、単に主君ならば膝ひざを折る気になれたか。忠を誓うということは、主君を己の命とし、誇りとすることだ。己より遙はるかに執しつ政せい能のう力りよくの劣おとる主君を誇りとできるか。命をかけられるか」

　フィグネリアはパーヴェルの問いかけに、答えられなかった。

　兄と主君というふたつは、今さら切り離して考えることができない。両方だからとしか言いようがなかった。

「陛下は、政務は不慣れですが、軍人としては優秀です」

「武ぶでもって戦いくさに勝つことが全てだった二百年も前ならそれで通っただろう。あれは生まれてくる時代を間違ったな。マラットもか……。アドロフ家の武人としての才は、今の時代裏目にしか出ん」

　投げやりな物言いには、息子むすこと孫まごへの不満と、ふたりの先を案じる響ひびきが混ざっていた。

「もう一度お前に聞く。九公家の血を汲くまず、己の分身がごとくできた子がいる。そうして、先に跡継ぎと決めた子は己の分ぶを理解し、その伴はん侶りよは有力な後ろ盾がない。しかし盟約のために己の分身である子は帝位に即けられない。ただし、盟約を知るのは己と、老い先短いであろう年寄りのみ。どうする」

　待つだろうと、フィグネリアは思う。

　この老人が死して、他の誰も事実を知る者がいなくなれば障しよう害がいは消える。それまでは自分の胸の内だけにしまい、分身である子に全てを注ぐ。

「だが、あなたならば亡なくなる前に、御ご嫡ちやく男なんに教えていたはずでしょう」

「そのつもりだった。私はあの男より先に死ぬものだと思っていたからな。だが、現実は向こうが先に崩ほう御ぎよした」

　父は四十半ばにもならずに没ぼつした。大神官長に毒殺されるなど、本人も予測の範はん疇ちゆう外がいだっただろう。

「マラットがあの通りゆえ、アドロフ家の九公家中ちゆう核かくとしての立ち位置を確実にするためだったのだが、イーゴルにあそこまで政の才がないのは誤算だった」

　パーヴェルがまったく、とぼやいて、フィグネリアを見る。

「予想外だったのはお前についてもだ。いくら教育を受けたとはいえ、十三の小娘などさしたことはできまいとあなどっていた。だが、先帝のたった一度の負けをお前なら覆くつがえせる可能性があった。そうなれば、もはや盟約など無意味だ。……オリガが十三の時は自分の婚約の意味さえ分からずにいたのにな」

　娘の名を呼ぶ時だけ、パーヴェルの声は和やわらいでいた。

「それは、皇太后様は政務に関わることなどはあまり学ばれていなかったでしょうし……」

「一通りは学ばせたが実にはならなかった。だが、私にとって十三の娘といえば自分の娘ぐらいしか知らない。その娘のこともよく知りはしないが。先帝がお前に帝位を譲ゆずるつもりだと、オリガが知っていたと思うか？」

「いいえ。先帝陛下ならば言わないでしょう」

　オリガならば黙しただろうが、あまり噓うそが得意な人ではなかった。万一でも漏もれる可能性を考えれば言わない。同じようにイーゴルにもだ。

　それに、いくら言葉を濁にごしたとしても、妻の父親の死を待ち望んでいることなど知られたくはないだろう。

「お前は、帝位が欲しいか？」

「先帝陛下のご遺志を果たすために必要ならば望みます。しかし今は、皇帝陛下もご尽じん力りよくくださるので不要です。このまま皇帝陛下にお世継ぎがなければ、継ぐ覚かく悟ごはあります」

　間を置かずにフィグネリアは返す。これはいずれ問われると予想していた。

「お前は先帝によく似ているが、足らんな」

　しかし、パーヴェルの返しは予想外のものだった。

「……私には先帝陛下ほどの能力はありません」

「違う。お前に最も足らないのは戦って勝ち抜き、是ぜが非ひでも頂点に君くん臨りんする意志だ。あの男にはあった」

　パーヴェルが視線を遠くに向ける。

「皇こう家かと九公家の戦は建国以前より続いている。常に力を誇こ示じし、競い、他を圧あつ倒とうする者しか我われらは主君と認めん。王が愚ぐ者しやならば戦い、その座を奪うばうまでだ。建国よりしばらくは、そうやって内乱を繰くり返かえして常に皇家は勝ってきた」

「もはやその頃とは時代が違います」

　戦の傷きず跡あとは各地に残れど、どれも遠い昔のものに変わっている。

「そうだ。だが争うのを止やめたわけではない。戦の仕方が変わったのだ。武力を全てとし、兵をぶつけ合い戦うことより、謀ぼう略りやくを巡めぐらせ武器を持たずして戦う方法へとな」

　フィグネリアが反論なく押し黙だまる。

「あの男は戦の変化を決定的にし、かつ自分が有利になる形に変えていった。必ず己が勝者となれる戦場を築き、そこへ相手を引きずり込んで絶対的な支配者になる。……今のお前と同じ十八で、あの男はそれだけのものを築き上げていた」

　パーヴェルの言葉からはかすかに畏おそれと、高こう揚よう感かんが感じられた。

　いまだに父に夢を抱いだく者達のように、この人も一度は父に魅みせられたのかもしれない。

「私は、先帝に勝った。それでも、奴やつはどこまでも諦め悪く足あ搔がいていた。イーゴルにつける有能な側そつ近きんを育てなかったのはなぜだと思う」

「皇帝陛下はあまりにも、人を信じすぎるからです」

「それ以上に、先帝が側近を信用してはいなかった」

　フィグネリアはまるで自分のことを言われた気がして、口を引き結んだ。

「戦って勝ち抜いてこそのディシベリアの王だ。周りを敵と見なすのはいい。だが、対立するだけではいかん。勝たねばならんのだ。あの男は自みずからの力でもって勝ち、従えた。お前はむやみに敵を増やしすぎ、自らを窮きゆう地ちに追い込んだにすぎん」

　そして、あの内乱騒そう動どうが起こってしまった。合ってはいるが、フィグネリアの考えとは少し違う。

　自分は敵味方の区別がつけられていなかった。確かに自分に手を差し伸べようとしてくれていた者がいたのに、信じられなかった。

「イーゴルを追い落として自ら覇は権けんを握にぎる野望を抱かせずに育てたのは、あの男の最大の過ちだ。お前は従じゆう順じゆんすぎる」

「違います。先帝陛下に何を言われようが私は、皇帝陛下とは戦いません。あの方がいくら政ができずとも、私の愛する兄です。私は家族とはけして争いません。戦うとするなら、家族を護まもるためだけです」

　フィグネリアは感情的になっている自分に気づき、そこで言葉を止める。

　パーヴェルは一言も返さずに沈黙していた。

「……アドロフ公、私に父と同じことはできません。至らない点も多くあります。だから信頼できる者に補おぎなってもらうつもりです」

　静かに告げると、パーヴェルは目を細めた。

「それで、お前は本当にディシベリアの王となれると思うか。全ての臣民の命となり、誇りとなれるか」

　なれるとは答えられなかった。そんな自信はどこにもなかった。

「オリガはお前を帝位に即ける方がいいのではと言っていた。イーゴルにはもっと生きやすい場があるのに、無理に帝位に即けるのは可か哀わい相そうだと。先帝に似たお前を補佐で留とどめておくのも、もったいないとな。盟約どころか、自分の婚姻の意味さえよく分からなかった娘のことだ。それほど深い考えなど、なかったのだろうがな」

　そういう人だったと、フィグネリアは思い出す。

　複雑に絡からんだ利害関係について、あまりよく分かっていない人だった。だからこそ、しがらみにも囚とらわれずただ相手のことを思いやるばかりで、そういうところは兄がよく似ている。

「お前の婿が自分を補えると考えているのか。そもそも本当に次期皇帝の伴侶となる意味を解かいしていると思うか？」

　クロードへと話題が移って、フィグネリアはうつむく。

「……夫ならばできると信じています。気が優しいのでおそらく吞のみ込みきれないことも多くあるでしょうが、理り屈くつは解する男です」

　暗あん殺さつ未み遂すいの件を自分が口に出さなかったことにクロードが納なつ得とくしていなかったのを、ふっと思い返す。

　彼の優しさゆえのものは、無理に全部理解して同意しろというつもりはなかった。

「先々帝……お前の祖そ父ふにあたるあの暗あん君くんの死を、先帝が予よ期きしていたことは分かっているな」

　先々帝は公式には病死とされている。父の即位にあたり帝都近くの離り宮きゆうへと追いやられた祖父は、退位からわずか一年半後、崩御した。

「九公家派がいつまた担かつぎ出してくるか分からない以上、排はい除じよを考えた者がいたはずです。父が直接手を下さずとも、悪政への恨みと新帝への忠誠心で誰かが動くのは予期できたでしょう」

　そして父はあえて対策を取らなかった。

「オリガやイーゴルは素直に病死と信じているだろうな。だがお前は自分の父親が祖父を見殺しにできることを、平然と考えられる」

　言われてフィグネリアはぞくりとした。

　もし自分が父の立場なら、確実にそんなことは家族には教えない。病死だった、残念だと白しら々じらしく言える。

「お前の婿はオリガと似ていて、あれより聡さとい。本当に、次期皇帝の伴侶としてやっていけると思うか」

　畳たたみかけられて、フィグネリアは今度は返答できなかった。

　クロードに対しても、同じことをしてしまうかもしれない。父が母に見せたくないものは見せなかったように。

　しかし彼はけして察しが悪いわけではなく、事実にうっすらと気づいてしまう。

　そこで本当にずれが生しようじないことなどあるだろうか。

　急速に不安が胸に染み出してくる。

「……オリガも偽りがどこかにあるとは気づいていたようだが、どう思っていたのだろうな」

　パーヴェルはか細い声でつぶやき、薄うす闇やみの中でもくすむことなく黄昏たそがれの色を湛たたえている傍かたわらの薔薇へと目を移す。

　薔薇は音もなく花びらを一枚、また落とした。
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　パーヴェルの部屋を辞した後、フィグネリアは離れへ戻る道をひとり歩く。

　その途中、神しん霊れいの器うつわとなっている侍女の姿が見えた。彼女の表情は冷たく、おそらく神霊が降りているのだろうと思う。

「……リルエーカ様ですか？」

　名を問うと、彼女は返答代わりなのか、すっと薔薇を差し出してきた。

「あなたは今、絶ぜつ望ぼうしていますか？」

　質問に質問で返されて、フィグネリアは神霊らしい勝手さだと苦笑する。

「分かりません。私が得たのはあなた様が好まれる真実ではないのは確かです」

　父が完かん璧ぺきな王であったことを虚きよ構こうだとは思わない。当人以外にとってはもはや真実だ。確かに父は偉い業ぎようをなした賢けん君くんだったのだ。

　それよりも母が本当に幸せだったのか、自信がなくなってくる。

　未来の自分が果たして、クロードとこのままの関係でい続けられるのかも。

「薔薇は何を待っているのですか？　あなたが望まれる真実がここにはあるというのですか？」

　フィグネリアは憔しよう悴すいした声で、リルエーカに問いかける。

「ええ、あります。だけれど、それも、じきに消え失せてしまうでしょう。希望というのは絶ぜつ望ぼうと表裏一体です。どちらが表に出るかは人間次第」

　手渡された薔薇が花びら一枚だけを残して散る。

「早く見つけなさい、彼女の祈いのりを」

　リルエーカはそれだけを言い残し、廊ろう下かの奥へと消え去っていった。

　その場に取り残されたフィグネリアは、花びら一枚だけの薔薇を手にしてその場に佇たたずむ。

　そして、のろりと歩き出す。

　パーヴェルと話したことを、クロードに包み隠さず全て言える気はしなかった。彼が大丈夫だと言い、理解したふりをすることは予測がついた。

　フィグネリアは薔薇の蔓つるの部分を指先で弄もてあそびながら、目を伏せる。

　離れに帰り着く頃には、自然と平静な表情を取り繕っていた。
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　軍ぐん靴かの音が広間の外から聞こえてきて、クロードはソファーから立ち上がる。

「フィグ！　って、違う」

　彼女のものにしては重く、どことなく聞き覚えのある歩調だった。

「あ、やっぱりフィグじゃない」

　扉が開かれて、クロードはがっかりした顔で来らい訪ほう者しやを迎えた。

「人が馬を乗りついでろくに寝ずにここまで来たのに、酷ひどい言いぐさだな」

　横おう柄へいな物言いで苛いら立だたしげにそう言った来訪者はザハールだった。

「イサエフ二等官、お疲れ様です。しかし、本当に早かったですね」

　ニカが主君の代わりに敬礼し、ザハールがまったく、と乱暴にソファーに腰を下ろした。

「資料の仕分けがほとんどすんでいて、夜に王宮へ報告が来たと同時に皇帝陛下が官かん吏りをかき集めた。それと、皇女殿下の指示が詳しよう細さいで明確だったので、いらない手間がかからなかったからだ。それで皇女殿下は？」

　アドロフ公と話しているとクロードが説明すると、ザハールは怪け訝げんそうにしながら腕うで組ぐみをする。

「たぶん、もうすぐフィグは帰ってきますよ。そうだ、ドレス、ありがとうございます」

　クロードは晩ばん餐さんのことを思い出して素直に礼を述べる。あのフィグネリアは本当に綺き麗れいだった。

「着てもらえたのか。どうだった？」

「すごく綺麗でした！」

「ドレスを着た女性に褒ほめ言葉しか言ってはいけない男の意見はどうでもいい。ましてや君なんてなおさらだ。僕が訊きたいのはダリヤ様の反応だ」

「そっちも良好です。でも、フィグ、本当に綺麗でしたよ」

　あの姿を見せれば、ザハールだって本心から見み蕩とれるに違いない。だけれどむやみに他の誰かに見せたくはないのも本音だ。

「皇女殿下の容姿は一級だから強調しなくても分かっている。皇族なのも加味して、モノが三割増しでよく見えるから、毎年どこの領主も自分のところのドレスや装そう飾しよく品ひんをつけてもらうのに躍やつ起きになる」

「そういえばザハール、フィグのドレス姿を毎年見てるんですよね……」

　律りつ事じ二等官で九公家の近親であるザハールなら、当然式典の類たぐいには出席しているだろう。自分が知らないフィグネリアをザハールが知っているのは、悔くやしい気持ちがある。

「君はどうせこれから好きなだけ真横で見られるからいいだろう」

「そうですけどね。早く春が来ないかな」

　馴なれてきたとはいえ、寒さが苦手であることに変わりはないクロードは、暖あたたかい季節を待ち焦こがれる。

「君は頭の中が年中春だがな。それで、薔薇は散り始めているらしいが、神霊様の件は片付いたのか？」

　クロードはニカと一いつ緒しよに気まずい顔で説明した。

「なるほど、厄やつ介かいだな。先に事件のついてを現状報告してくれ。皇女殿下には事件以外にもやってもらわなければならないことがあるから、どのみち先に君達から聞いておかないとならない」

　ザハールが抱かかえている書類の束たばをテーブルに置き、半分を分けた。

「イサエフ二等官、こちらは事件に関する資料でしょうが、もう片方は？」

　事件関連より微び妙みように分ぶ厚あつい書類の束に、ニカが首を傾げる。

「皇女殿下のご政務だ。まともに指示を与えて最終決定を下せる者がいないと王宮も活動が鈍にぶる。僕が急いで来たのは、皇女殿下にできるだけ早く戻っていただくためでもある」

　クロードは書類を手に取ってぱらぱらとめくってみた。どんな解答が必要か分かるものもあれば、分からないものもある。多いのは圧倒的に後者で、まだまだだなと思う。

「本当に大変だよな……でも、三分の一ぐらいはできる気がするけど」

「君ができても、皇女殿下の署しよ名めい以外は無効だがな」

　ザハールがそう言うのに、クロードは唇を尖らせた。

「分かってますよ。俺の署名に何の効力もないのは」

　政務統括官であるフィグネリアの代わりにいくらか書類の処理はできても、最終的にはフィグネリアの署名がいる。

　それだけの責任を持たされていないのは、周囲の評価と信用がまだまだ低いからだ。

「あ、今度こそフィグだ」

　クロードはさっきより軽く、歯切れのよい軍靴の音に顔を綻ほころばせた。予想通り、帰ってきたのはフィグネリアだった。

「お帰りなさい。フィグ、アドロフ公とのお話は……？」

「ん、ああ。後で話す。それよりザハール、早かったな」

　今、はぐらかされた気がするのは気のせいだろうか。

　クロードはザハールから政務の書類を受け取るフィグネリアの疲れた横顔を、じっと見つめる。

「どうした？」

　視線に気づいたフィグネリアが首を傾げた。

「え、あ。ザハールへの現状報告は俺とニカでやって、一緒に書類も目を通しておくんで……」

「そうか。助かる。では、頼んだぞ」

　フィグネリアは微笑み、寝しん室しつへと政務を片付けに行った。

（やっぱり、変だ……。皇太后様のことなのかな）
















　クロードは笑顔の裏に隠れているものに気づいて、きっとふたりきりの時に訊いたら話してくれるだろうと自分を納得させた。

　ただやけに不安な感情が胸の内に残り、クロードはそれを取り払はらうように首を横に振ったのだった。
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　神しん殿でんの中庭にある四阿あずまやで、三十前後の黒髪の女性が咲さき乱みだれる薔ば薇ら達に目を細める。目を惹ひく派手さはないが、よく見れば目鼻立ちの整った彼女は神み子こだ。

　神殿周囲の薔薇は全て散ってしまったというのに、この中庭の薔薇は花びらを一枚たりとも落とさない。

　まるで自分達の偽いつわりを知っているかのようだと神子は思う。

「神官長様、楽士様にはお目にかかれないのですか？」

　隣となりに立って同じく薔薇を見ている神官長が、困り顔で首を横に振る。

「楽士様は皇こう女じよ殿でん下かの婿むこ君ぎみです。接せつ触しよくされるのは……」

「これほど妖よう精せい達が騒さわぐ楽士様は初めてなので、お話を聞いてみたいのですが」

　ここ数日、礼れい拝はい堂どうの方角から聞こえてくる笛の音ねに、妖精達が大きく動く気配を感じた。薔薇だけでなく、風や土、ありとあらゆる妖精達が激しく律動して、五感が狂くるいそうなほどだった。

　自分の心にも、何かを呼び起こすものがあった。

　目を閉じると、金の光が滲にじみ出してきて眩まばゆい。ちりりと鈴の音が遠くでこだまする。

　思い出すだけで郷きよう愁しゆうに似た感情に胸が締しめつけられ、会いたいと切実に思う。

「どうか、ひと目だけでも」

　神官長はそれでもまだ迷いを見せた。

「全ての真実が明かされなければ、薔薇は実をつけないのでしょうか」

　彼は虚うつろな声で言う。

「何がリルエーカ様のご意志なのか、私どもには分かりません。ただ、我われ々われの、『彼』の行いに善意も希望もないなどとは思いたくありません」

　リルエーカが愛めでる真実は、確かにここにあると信じたい。

　そうでなければ、あまりにも報むくわれないのだ。

『彼』の願いも、神官達の思いも。

「……神子様、明日にでも楽士様にお目にかかれるよう手配いたします」

　神官長が四阿から離れながら、淡たん々たんとそう告げる。彼は彼で、この状態の理由を早く知りたいのだろう。

「明日……」

　神子は両手を組み、口元に当てた。

　自分はどうするべきか、考えなければならない。だがあの楽士と相あいまみえられると思うと、思考が飛ぶほど胸が高まる。

　自分の気持ちに呼応でもしているのか、妖精達がさざめく気配がする。

　神子はふわりと身を翻ひるがえし、屋おく内ないへと戻っていく。

「会えるのね……」

　そしてもう一度高こう揚ようを口にして、今日という一日が早く過ぎることを祈いのった。











終
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　こんにちは、天あま海みりくです。

『影の王の婚こん姻いん』第三巻、最終話前編となっています。ページ数大幅オーバーで前後編になったため、話がまだ終わっていないのです。

　実はもうエピローグまではひとまずのところ書き上がっているので、うっかりネタバレしないよう、内容には触ふれず前巻までのおさらい。




　一巻はフィグが誕たん生じよう日びにクロードを婿むことして兄からもらってすったもんだしつつ、夫婦になっていくラブロマン（？）のはず。

　二巻からは実質的な主役をクロードに交代して、嫁の背中を見て育つ少年の成長物語らしきものとなっています。




　前巻では親友兼けん侍じ従じゆうのニカをゲットして、全く歯はがたたたないライバル（？）なザハールとも出会ったクロードですが、もう少し頑張ってもらいます。




　今巻もたくさんの方にお世話になりました。

　何かいろいろお世話になりすぎた担当様、イラストの犀さい川かわ夏なつ生き先生、校正様、編集部の皆みな様さま、その他刊かん行こうに携たずさわってくださった全ての方々に感謝いたします。

　そして最後に手に取ってくださる読者様、後少しですが楽しんでいただければ幸いです。
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